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囚われの戦乙女と密謀の王子







【謀】～はかりごと～

① 物事が上手く運ぶように計画、計略を立てること。

② 先に起こることを予測し、準備をしておくこと。

③ 意中の人を射止める企みを考えること。








謀の始まり




　ヘレナは緊張した面持ちで周囲を見回した。

　真新しい甲冑に身を包んだ自分は、それでも周囲の熱気に気圧されそうだった。

　長い髪が鎧の中で自分の肌にまとわりつき、不快だ。

　騎士として活躍するならばショートカットにしたいが、それではドレスの着用が義務の侍女として姫様のお側にいることが出来なくなる。

　ヘレナはどうしたものかと考えつつも、自分の前を歩くマジュリカを眺めていた。

「あらぁ。美しい花ですこと。ほほほ」

　のん気に花を眺めては蝶の様にふらふらと歩く、ヘレナの守るべき人物であるマジュリカ。

　ヘレナとしては王族が外遊移動中に、このような街道のど真ん中で馬車から降りられては危険なのでやめてもらいたかったのだが、マジュリカが言い出したら聞かないことはわかっていたので、何も言わずただ黙って護衛をするしかなかった。

　街道の左右では、王族の行列に気がついて多くの平民達が見学に来ている。

　国同士をつなぐ街道なだけあり、自国の民ばかりではなく他国の民も混ざり、周囲は異様な熱気に包まれていた。

　だがこの状況も気にせず、マジュリカは暑苦しいからと護衛の騎士たちを遠くに置き去りにし、最低限の護衛だけをつけ道端の花を楽しんでいるのだ。

（何事も無ければよいのだがな……）

　ヘレナの杞憂は、残念なことに杞憂で終わらなかった。

「うあああぁぁぁぁぁあああっ!!」

　耳をつんざくような叫び声を上げ、ボロボロの身なりの男が一人、群集の中から飛び出してきたのだ。

「弟の敵いいいいぃぃぃっ！」

　男はナイフを振りかざし、狂気に満ちた顔つきでマジュリカに突進していく。

（先の戦争で身内を我が国の兵に殺された復讐かっ！）

　ヘレナはとっさにそう判断した。

「何者だ!?　取り押さえ――ゲフッ」

　先頭を歩いていた同僚の騎士――ガルフが男を取り押さえようと飛びかかるが、狂気に取り付かれた男はすさまじい力で彼を突き飛ばす。

　驚きで立ちすくむマジュリカ。

「きゃああぁっ」

　――刺される――。誰もがそう思った。

　だが、男がマジュリカの頭上でナイフを振りかざしたその時、ヘレナが姫と男の間に割って入ったのだ。

「姫様っ！」

　ガギンイィン……と、固い音を立てて男のナイフの刃がヘレナの肩当てに刺さる。

　ナイフの刃は金属の鎧に負け真っ二つに折れたものの、正気を失った男はなおもヘレナの鎧のつなぎ目に刃を差し込んでくる。

「――っ！」

　肩と腕を覆う鎧の隙間に入り込んだナイフはヘレナの腕を深く切る。

　鋭い痛みに顔をしかめたものの、それでもヘレナは腰に下げていた剣を抜き放った。

「つああああああっ!!」

　ヘレナは抜刀した勢いを利用し、片手で男の右手を切り落とした。

　ドサリと音を立てて、ナイフを持った右手が地に落ちる。

「――ぎゃああぁぁぁぁぁっ」　

　男の絶叫と見物人のどよめきが重なる。

「大丈夫かヘレナっ」

　先ほど突き飛ばされたガルフが駆け寄る。

「私は大丈夫だ。それより姫様を馬車へ!!」

　ヘレナは、今までマジュリカが居た方を振り返って怒鳴った。

　しかし、そこにはもう誰の姿も無く、バタンと音を立てて閉まる馬車の扉が視界に入っただけだった。

「逃げ足は速いんだよな。姫様は……」

「そのほうがこちらとしては助かる」

　憮然とした様子のガルフをたしなめると、ヘレナは右手を切り落とした男の方へと再び顔を向けようとした。

「――――！」

　視界いっぱいに広がる男の顔とナイフ。

　男は新しいナイフを取り出すと、無事だった左手でヘレナたちに襲いかかってきたのだ。

「クッ――！」

「うおっ!?」

　とっさにガルフを突き飛ばすヘレナ。

　しかし、その隙に男はヘレナの懐に入ってしまった。

　そうなってはヘレナに剣を振るチャンスは無い。

（間に合わないっ!!）

　ヘレナが覚悟を決めた瞬間――男の動きが止まった。

「!?」

　ヘレナの前で男が崩れ、地に倒れていく。

　地に倒れた男の背中には一本のナイフが深々と刺さっていた。

「誰が……？」

　ヘレナがとっさに顔を上げた瞬間、自分と似た金の髪と、ブルーの瞳を持つ青年と目が合った。

　美しい、だが、すごく悲しげな瞳をしている。

（彼がこのナイフを……？）

　ヘレナが瞬きをした次の瞬間に、その青年の姿は群集の後ろに隠れ見えなくなってしまった。

　あまりに一瞬の出来事だったため、ヘレナの脳内にはもう彼の顔つきすら残っていない。

　ただ、ひたすらに悲しげに光るブルーの瞳と、淡い金の髪だけが脳裏に焼きついていただけだった。

「これ、隣国のバンブルグの印が入っているな」

　ガルフが男の背に突き刺さっていたナイフを取り上げ、ヘレナに渡した。

　美しい銀細工が施された細身のそのナイフは、恐らくかなりの値打ちものであろう。

「このような立派なナイフを使い捨てにするとは、貴族か……金持ち騎士の仕業か……」

　ヘレナは血を拭うと、そのナイフを懐へしまった。

「あれ、ヘレナそれ気に入ったのか？　なんだよ、俺にくれよ」

「いつか助けてくれたあの男に会ったら返さねばならぬだろう。そのために取っておくのだ」

「真面目だなぁお前は」

「お前こそ、もう少し真面目に修行をしろ。危うく殺されるところだったぞ」

「へーい」

　そんなやり取りをしている間に、騒ぎを聞きつけた居残り組みの騎士たちが駆けつける音が近づいてきた。

　今更ながら、男に切られた腕の傷が痛み出してくる。

「まったく……初陣で怪我をするなど……恥ずかしい限りだ……」

　ヘレナは傷のついた自分の鎧を見てため息をついた。

　これがヘレナの騎士としての初仕事で。

　そして、物語の始まりだった。







一　第一の謀




　広大な城の一角に立てられた騎士の訓練所。

　今、その訓練所の中で白熱した親善試合が繰り広げられていた。

「いけいけ。ヘレナなら片手で勝てるだろ」

「やーん。でも、顔は傷つけちゃだめですからねぇ～」

「確かにな。あんなボンクラ王子、あのすかした顔がなきゃ、なんの価値もなくなっちまうもんな」

「つーわけだ。ヘレナ、顔以外はボコしてかまわないぞ」

　見学に来ている侍女や貴族、そして騎士たちは自国の代表である女騎士へレナと、隣国の王子であるクラウスを取り囲んで、好き勝手に野次を飛ばしている。

　他人事のような同僚や侍女を尻目に、ヘレナは濃いブロンドの髪から滴る汗を拭い、自分に対峙する相手を睨んだ。

　猫のようだと言われるヘレナの蒼い目が、きつく、大きくなる。

　自国の隣に接する小国の王子――ヘレナとは異なる淡いプラチナブロンドの髪を無造作に撫で付けたクラウスに剣を突きつけ、彼女は試合の合図を待っていた。

「……いい加減、諦めたらいいものを……」

　クラウスに試合を申し込まれること数回。

　その度に親善試合に参加しては勝ってきたヘレナは、飽き飽きしたように呟いた。

　一方のクラウスは、白銀に輝く自分の鎧とは対照的な、ボロボロのヘレナの鎧を青い瞳で見つめ、口元に薄い笑いを浮かべていた。

　ヘレナは彼の視線に気がついたが、平常心を保つよう訓練された彼女は意にも介さず、ただ厳しい表情でクラウスを見ている。

「はじめっ!!」

　審判が大声を張り上げた。

「ふっ!!」

　掛け声と共にヘレナは一気に距離を縮めた。

　彼女は軽々と大振りの剣を振るい、クラウスに組みかかる。

　しかし、彼も手に持つ細身の剣でヘレナの攻撃を食い止める。

　ガキン……という、刃がぶつかる音が試合会場に響く。

「やああぁぁっ！」

　ヘレナは攻め手となり一方的に攻撃をしかけるが、クラウスは美しい顔にかげり一つ見せることなく、軽やかにその攻撃を受け流していく。

「……クソッ」

　勝負のつかない試合に苛立ち、小さく罵りの言葉を漏らしたヘレナは、屈みこむようにしてクラウスの胸元へと入り込んだ。

　クラウスの金髪が顔に触れそうになるほど、接近するヘレナ。

　その瞬間――。

「やはり……君は美しい顔をしていますね」

　ヘレナは、彼女を避けようとしたクラウスとのすれ違い様に、確かに彼がそう言ったのを耳にした。

「…………っ！」

　羞恥と怒りで一瞬にして顔を赤くしたヘレナは、渾身の力をこめてクラウスの剣を叩いた。

「っああああああぁぁっ!!」

　ヘレナの無骨な剣は垂直にクラウスの剣に当たり、彼の薄い刃は音を立てて二つに折れたる

「っ!?」

　剣を折られた拍子で手に鋭い痺れが流れ、クラウスは痛みで美しいその顔をしかめた。

　その隙を狙い、ヘレナは返す刃でクラウスの喉元を狙う。

「だああぁっっ!!」

　大振りに振られた、肉厚の剣がクラウスの首へと接近する。

「そこまでっ!!」

　喉元に剣を突きつけたヘレナ、喉元に剣を突きつけられたクラウス。

　両者の動きは審判の声で止まった。

「……勝者ヘレナ」

　審判の静かなこの言葉で、ヘレナは剣を下ろした。

「……す……すげええぇぇっ！」

「さすがは俺らの隊長っ」

　見物していた騎士たちはヘレナに賛辞の声を向ける。

　しかし……。

「さすが国一番の女騎士だこと。男よりも男らしいって噂は伊達じゃないわね」

「あらぁん。王子もヘレナも金髪に碧眼なものだから、ワタクシには動きが早すぎて、どちらが何をやったのか、さっぱりわかりませんでしたわぁ」

「あら公爵夫人。淡い金髪で明るい碧眼の男性がクラウス王子で、濃い金髪で暗い碧眼の女騎士がヘレナですわよ。あぁ、もっと簡単に言うなら、美しい鎧を着ているのが王子で、ボロを着ているのがヘレナですわ」

「まぁ、ほほほ。とってもわかりやすいこと」

　同僚や部下の騎士たちの賞賛の声に混じり、、貴族や侍女たちの嫌味とも取れる声も聞えてくるが、ヘレナはいつもの事と小さくため息を吐き、負かした相手を冷めた目で眺めた。

　クラウスは自分と似た髪と瞳を持っているはずなのに、濃紺の軍服と白銀の胸当て、肩当てが明るく目に映え絵画のような美しさだった。

　一方ヘレナは、着ているフルプレートに近いその鎧は薄汚れていて、傷だらけ。貴族や王族達からすれば嘲笑の的になるのも当然の代物であった。

（だが、私は勝った）

　ヘレナはそう思い直し、負けたにも関わらず、口元に笑みを浮かべたままのクラウスに侮蔑の目線を送った。

「手合わせありがとうございました」

　柔らかな物腰で頭を下げるクラウス。

「いや。こちらこそ……」

　ヘレナも軽く頭を下げ、試合場から出た。

「お疲れ様です、ヘレナ親衛隊長」

　控えていた部下の騎士がヘレナにタオルを持ってくる。

「ありがとう」

　無造作にタオルを受け取ったヘレナは、顔に流れる汗を拭った。

　柔和な顔立ちのクラウスとは対照的な、猫のようなヘレナの顔から汚れが拭われていく。

　整ったその顔立ちはきりりと引き締まっており、真面目で率直な人柄を表していた。

　タオルを持ってきた大柄な騎士は、腰を折り曲げるようにして彼女の顔色を伺った。

「……それにしても良かったんですか？」

「なにがだ？」

　態度と同じように、言葉遣いも無造作なヘレナが質問を返す。

「いや……試合とはいえ隣国の、それも親善に来た王子に剣を突きつけてしまって……」

「あのような弱腰の王子に我が国、ハレホーフの騎士が負けたとあれば国の恥じだ。あえて負けてやる必要はないだろう」

「しかし、これで四度目ですよ。クラウス王子――バンブルグの王子がヘレナ親衛隊長に試合を申し込みに来たのは」

「百回来ても百回倒す。十数年前に我が国に戦争で負けた国の王子に、一度たりとも勝ちを譲る気はない」

「……さすが親衛隊長ですね」

「当たり前のことだ……」

　ヘレナは、自分よりはるかに巨体な部下にタオルを投げ渡すと、剣を腰に携え、外へと通じる扉の方へと歩き出した。

「お待ちください」

「？」

　ヘレナはもう少しで訓練場から出る……というところで後ろから呼び止められ、怪訝な面持ちで振り返った。

「――クラウス王子……？」

　彼女のすぐ後ろには、先ほど剣を喉元に突きつけたばかりの隣国の王子が柔和な微笑を浮かべて立っていたのだ。

「……なんの用だ――っと。何の御用ですか？」

　ヘレナはいつものクセでつい無骨な言葉遣いをしてしまい、慌てて言い直した。

　クラウスの甘いマスクと柔らかな物腰のせいか、古い甲冑を着込んで威厳のある物腰の自分のほうが階級が上であるように錯覚してしまうのだ。

　そのためか、腰の低い長身の王子と、偉そうな小柄なヘレナを遠巻きに見て、侍女や貴族の女性達はクスクスと忍び笑いをしている。

　だが、王子はそんな周囲の様子を気にすることもなく、ヘレナの手を取り……跪いたのだ。

「王子、何をなさっているのですかっ!?　私はただの騎士です。一国の王子に跪かれるような身分では……」

「いえ、先ほどの勝負では貴女の見事な剣技が私を負かしました。この場においては、私は貴女に跪いてご挨拶をするべきでしょう」

「そ、そう言われましても……」

　手をしっかりと握られうろたえるヘレナ。

　日ごろ、部下を叱り飛ばし、男顔負けの剣技で何人もの挑戦者を打ち負かしてきた、戦乙女と名高い上官が困っている様を、部下の騎士達はニヤニヤした顔で見ている。

「ぶ……部下の手前、このような女扱いは困る……のですが」

「軍事大国といわれる、ここハレホーフ王国の騎士とはいえ、貴女様が女性であることは事実ではありませんか。我がバングルブ王国のマナーとしては、いかに強くとも、いかに男勝りだとも、女性を敬い、お守りしなくては男としてバカにされてしまいますからね」

「なっ……！」

　目を細めて自分に微笑みかけるクラウスのその言葉を聞いて、ヘレナの頬が怒りでみるみる赤くなっていく。

「バカにしているのは貴様だっ。私は軍力を誇るハレホーフ王国の姫付きの親衛隊長だぞっ。女だからと男に守ってもらうほど弱くはない。大体、貴様のような脆弱な考えを持っている男を王子としているから、バングルブ王国は弱小王国と誹られるのだっ」

「ヘレナ親衛隊長！　それ以上のお言葉は国交に関わります……」

　隣国の王子に怒りをぶちまける上官を見て、慌てて騎士達が止めに入る。

　しかしヘレナはそれを手で制し、さげすんだ目を王子に向けて言葉を続けた。

「クラウス王子。どういうつもりで何度も親善試合を申し込んできているかは知らぬが、バングルブ王国が軍も王も持たぬ弱小国であるにも関わらず、他国から攻め込まれず平和を保っていられるのは、我がハレホーフ王国が保安同盟を結びバンブルグを守っているからだ。その守り手は騎士であること、そして、その騎士の中に私が含まれているということは覚えておいてもらいたい」

　睨み付ける女騎士と、微笑む隣国の王子の間にしばしの沈黙が流れる。

　周囲でその様子を眺めていた侍女や騎士たちまでが、異様な気配に固唾を飲んで口を閉ざしている。

「……それでは、失礼する……」

　ヘレナは堅苦しい挨拶をすると、振り返ることなく訓練場を去って行った。

　金の髪をたなびかせて去っていくヘレナの後ろ姿を見送りながら、クラウスは隣に立っていたヘレナの部下と思われる、ハレホーフの騎士に声をかけた。

「彼女はすばらしい忠誠心をお持ちのようですね」

「はい。ヘレナ親衛隊長は幼き頃から我が騎士団で剣を習い、今では姫様付きの侍女であり親衛隊隊長。彼女が女性でなかったならば今頃は騎士団長になっていたかもしれないと言われるほど、忠誠心と武術にすぐれた騎士です」

「なるほど……しかし、それにしては彼女の鎧は……部下である皆様のものよりずっと使い古されているようですが、地位も実力もある上級騎士の扱とは思えませんね」

「ああ……彼女は上級騎士ではありませんし……。第一、何かことがあると真っ先にヘレナ親衛隊長が飛び出し、戦いの先頭に立つので彼女の鎧は傷が多いのです……」

「さすが戦乙女ですね」

「ええ、あと……」

　部下の騎士は周囲をチラリと見ると、声を落としてクラウスに耳打ちする。

「ヘレナ親衛隊長がお守りしているマジュリカ姫が『古い鎧の方が威厳が出るから』という理由で、新しい鎧を支給なさらないからなのです……」

「しかし、彼女ほどの実力があれば相応のお給金はあるでしょう。それを貯めれば……」

「あの……ここまでの話しですが……」

　さらに声を小さくして言葉を続ける騎士。

「ヘレナ親衛隊長は城門の前に捨てられていた孤児でございます。それを城で育て、騎士として育てた代わりに、ハレホーフの王と王妃は無給で無条件の忠誠心を持ってハレホーフ……いや、マジュリカ姫のために戦うようにと、ヘレナ親衛隊長におっしゃっているのです。ですから、そこも彼女が上級騎士になれないところでして……」

「それは…………、慈悲深い国王だと賞賛しておきましょうか」

　騎士はクラウスの含みをこめた言葉に、なんと返事をしてよいものかと考えていると、クラウスがポン……と自分の肩に手を置いたことに気がついた。

　騎士を見つめる王子の顔は満面の笑みだった。

「それにしても、部下の皆さんはヘレナ親衛隊長に信頼を置いているようですね」

「はい。厳しくても真面目で、鎧はボロくとも強くて気高い隊長は我々の誇りです。……アレで少しは可愛いところもありますしね」

「それはますます……魅力的ですね」

「え？」

「いえ、こちらのことです」

　首をかしげて自分を見ている騎士を置いて、王子は底の知れない微笑を浮かべながら、静かに試合場から出て行ったのだった。
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　涼しい風が汗を冷やし、ヘレナの熱を下げる。

　花々咲き乱れる王妃自慢のハレホーフ城の庭園は、迷路のように入り組み、来る者を魅了し惑わすことで有名だった。

　だが、幼い時よりこの城で育ってきたヘレナは、迷うことなく庭を抜け、城の裏手、人気のないうっそうとした木々茂る空間へと着いた。

「ふぅ……」

　お気に入りの樹に寄りかかり、重い鎧を外す。

　身が軽くなり、風が気分を晴らしてくれる。

　黒い肌着とブーツのみとなったヘレナは、仲間の騎士たちの前でも見せたことの無い、安らかな笑みを浮かべ風を感じていた。

　狭くてボロボロの寄宿舎では風に当たることすら出来ないため、ヘレナはこうして時たまここへ来ては、窮屈な城内の暮らしを一時忘れていたのだ。

「今日の風にはユリの香りが混ざっているな……」

　しかし、ヘレナの休息も長くは続かなかった。

「――ん？」

　ガサリ……と音がし、茂みを割って先ほどの試合相手だったクラウスが顔を出したのだ。

「あ……これは失礼しました」

「クラウス王子、こんなところで何をなさっているのですか？」

　ヘレナは剣の柄に手をかけて警戒する。

「いえ、あまりに見事なお庭でしたもので、帰りしなに見学をしていたところ、道に迷ってしまいました。供の者ともはぐれてしまったようで……。困りましたね……」

　言葉とは裏腹に、クラウスは困ってもいないような、のんびりとした口調で言った。

「ハレホーフ城の庭は奇襲を防ぐために、迷路のような作りになっております。慣れない者が一人で歩いては迷ってしまうでしょう。元居た騎士の訓練場へとお連れ致しますので、少々お待ち下さい」

　ヘレナはそう言うと、地面に置いていた鎧を着ようと下へと手を伸ばした。

「お待ちください」

「？」

　その手をクラウスに止められ、ヘレナは怪訝な面持ちで彼を見た。

「――クラウス王子……？」

　彼女のすぐ前には、クラウスが柔和な微笑を浮かべて立っている。

「ちょうど良かった。貴女に謝りたいことがありましたので」

「先ほどのことでしたら……むしろ無礼をした私の方が謝罪すべきですので――親善に参られた勇気ある王子に誠不躾な言葉、誠に失礼しました」

「いえ、その点についてはなんとも思っておりませんので、お気になさらず」

「ではなんでしょうか？」

　小柄なヘレナが長身のクラウスを見上げて首をかしげると、彼は柔らかな笑みを浮かべたまま、彼女の頬に手を当てた。

「なっ――!?」

「静かに。耳を貸してください」

　言われて、ヘレナは頬を赤くしたまま硬直した。

　ゆっくりとクラウス王子の顔が耳元へと近づいていく。

　慣れない男性との距離感に、ヘレナの体温が勝手に上昇していく。

　柔らかな、落ち着いたクラウスの声が耳に響く。

「これから貴女は少々危険なことに巻き込まれます。でも、決してその身を傷つけるようなことはしませんので、私を信用していてください。それと……先ほどは失礼な言葉を言ってしまい、申し訳ございませんでした」

「……ど、どういうことだ？　何を……企んでいるのだ貴様!?」

　ヘレナは不穏なクラウスの言葉に、彼の手を振り払い逃げようとした。

　しかし、クラウスはしっかりとヘレナの手を掴み、彼女を樹に押し付けてしまった。

「貴様、なにをす――っ!?」

　大声を出そうとしたヘレナは、その口をクラウスの唇によってふさがれ、驚き、押し黙った。

　やわらかく暖かい感触が唇をなぞり、初めての感覚に自分の肌があわ立つのを感じた。

「んんーっ！　ん……はぁ……き、貴様っ!?」

「静かにと言ったはずですよ」

「言った。確かに言ったが……。な……なぜ私にキ……キ……キスをしたんだっ！」

　キスという言葉を異常にためらいつつ発したヘレナの顔は、異常なほど真っ赤だった。

「キスは……初めてでしたか？」

「初めてだっ！　って、初めてとかそう言う問題ではなく、なぜキ……キス……をしたのかを聞いたのだっ――んんっ!?」

　性懲りも無く、再び口付けで言葉をさえぎられるヘレナ。

　二度目のキスはヘレナの唇の感触を楽しむかのように、小さくついばむような口付けだった。

　吸い付くような唇が離れ、チュ……と小さな音が立つ。

「だから、静かにしてください」

　口を離したクラウスは、子供をたしなめるような口ぶりで言う。

「貴様はキ……キスをしないと人を黙らせられないのかっ！」

「ほらまた……」

「わかった。黙る、黙るから一々、唇を近づけるなっ」

　耳まで赤くしたヘレナがそう言うと、クラウスは満足げに微笑み、今度は彼女のうなじに唇を寄せた。

「んっ!?　な、なにを……あっ……」

「静かにしている約束ですよ」

「わ、わかっているが……んぅ……っ！」

　クラウスに耳たぶを甘噛みされ、全身を振るわせるヘレナ。

　そんな彼女の耳に、クラウスの甘く低い声が響く。

「隣国の王子と一介の騎士がこんなところで逢引しているところを見られたら、面倒なことになりますからね」

「き、貴様――あっあ……っ」

　首を伝うクラウスの舌の感触に、今までこういったこととは無縁だったヘレナは過敏に感じてしまう。

（だめだ……このままじゃ、こいつのペースに巻き込まれてしまう……）

　ヘレナは騎士としての意地を思い出し、そっと腰につながれている剣へと手を伸ばす。

　しかし、それに気がつかない王子ではなかった。

「――おっと。さすがは気高き戦乙女。剣はしばらくお預けにしましょうね」

「あっ……」

　ヘレナが剣を握るよりも先にクラウスはヘレナのベルトを引き抜き、剣を地へ放り投げた。

　ガサリと鈍い音を立てて草に埋まる剣を眺め、ヘレナは悔しさで歯を食いしばった。

「貴様……どうしてこんなことを……」

「……貴女の魅力に耐え切れなくなった……というところですかね」

「――――っ!?」

　クラウスは涼しい顔をして、ヘレナの両手に先ほどのベルトを回す。

「おいっ、な、何をっ!?」

「ほら、静かにしないと口もふさいじゃいますよ」

　王子は手ごろな枝を見つけると、そこにヘレナの手を縛ったベルトを引っ掛けた。

　両手を縛られ樹の枝にぶら下げられてしまうと、小柄なヘレナはつま先で立つことになってしまい、もはや成すすべがなくなってしまった。

「少々不自由でしょうが我慢してくださいね」

「く……」

　ヘレナは暴れることも、騒ぐわけにもいかず顔を背けた。

　クラウスは口元に冷たい微笑を浮かべると、ヘレナの薄い肌着の中へ手を差し入れた。

「や……あっ……」

　布の中で男の手が肌を撫で、胸へと伸びる。

　その感触にヘレナの身体は意図せずビクビクと震えてしまう。

「ふぁ……あう……んんっ!?」

　胸を覆っていた下着の中にまで、クラウスの手が入る。

　強く乳房をつかまれ、ヘレナは荒い息を吐く。

「結構敏感なんですね。それともこういったシチュエーションがお好みで？」

「バ……うぁ……そんなわけ……ある……か……うぅ」

　ヘレナが歯を食いしばって声を堪えているのをいいことに、クラウスは下着をずらし敏感な胸の先端を指で押した。

「ふぅっあっ……」

　自分の下腹部が熱くなる感触にヘレナは戸惑いを覚える。

　クラウスが細く長い指で執拗に先端を弄ぶにつれ、そこが固く一層敏感になっていく。

「やめ……てくれ……」

　荒い息遣いを押し殺して、ヘレナは王子に頼む。

「仕方ないですね……では片方だけ……やめてあげましょう」

「え……？　あ……んんっ!!」
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　クラウスは片方の手で胸を弄びながら、もう片方の手をヘレナの下半身へと伸ばしていったのだ。

　パンツのボタンをはじく感触ですら、今のヘレナには強すぎる。

　顔をのけぞらせて喘ぐヘレナを見て、クラウスは薄い笑いを浮かべる。

「声……出ちゃいそうですね」

「へ……？　あっ……んっ!?」

　クラウスは樹にぶら下がったままの彼女を抱きかかえ、強く口付けをした。

「ふぅ……んっ……」

　無理やり唇を割って舌が入ってくるその感触に、ヘレナは身悶えて抵抗する。

　しかし、クラウスにがっしりとつかまれたその身体はろくに動かすことも出来ず、ヘレナは腰から自分の下腹部へと彼の手がたやすく侵入してくるのを感じていた。

「んーっ！　んんーっ!!」

　舌を吸われ、声の出せないヘレナは喘ぎ声とも叫び声ともつかない声を上げる。

　下腹部へと侵入した彼の手が、ヌルリ……とすべるのがわかる。

　それは自分から出た愛液のせいであることがわかり、ヘレナは屈辱と恥ずかしさで身体を固くした。

「やはり、こういった状況がお好みな様でしたね……」

「ちがう……っ」

　否定しながらも、ヘレナは自分の身体がこの異常な状況を喜んでいることに薄々気がついていた。

「しかし、ここは正直に教えてくれていますよ？」

「ふっ……あ……っ」

　クラウスが秘部を軽く擦るたびに湿った音が下から聞え、ヘレナの羞恥心を煽っていく。

　固く閉ざされていた割れ目が緩み、顔を出していたヘレナの肉芯を、クラウスは指で軽くはじいた。

「んんっ！」

「ああ、失礼しました。かなり敏感になっているようですね」

　クラウスは言うと、優しく、触れるか触れないかの強さでヘレナの陰核を何度も擦る。

「あっ、だ……だめ……ふぅ…ああ……」

　脚を閉じようにもぶら下げられている上に、力が入らず、ヘレナは甘い声を上げるしかない。

　脚の間から流れる、甘い痺れが段々と強くなってくる。

「そろそろ……かな……」

　クラウスは呟くと、吐息を漏らすヘレナの口を自身の唇で優しく覆った。

「ん……っ……」

　唇から伝わるやわらかい感触と、下腹部から響く鋭い刺激に、ヘレナの意識が遠のきそうになった。

　グッと、突然クラウスは強く密芯を擦りあげる。。

「んんっー!!」

　その刺激が背中を走り、ヘレナは身体をのけぞらせて小さな絶頂を迎えた。

　クラウスの手がぐっしょりと濡れるほどに、愛液が中から溢れてくる。

「はっ……あ……あっ……」

　初めての経験に、ヘレナは身体をピクピクと痙攣させて脱力させていた。

「嬉しいですね。こうした状況で感じていただけて」

「ふ……ふざけ……るな……」

　ヘレナは肩で息をしながら、クラウスを睨んだ。

「いいえ。ふざけてなんかいませんよ。貴女と私の嗜好が合うことは喜ばしいことですから」

「き……さま……」

　目に涙をためて睨みつけるヘレナ。

　クラウスは、ふ……っと優しい笑みを浮かべると、涙のたまったヘレナの目じりに口を寄せ、優しくその涙を舌で拭った。

　それは優しく甘い口付けで、思わずヘレナの胸に熱いものが広がっていく。

「なんてことをするんだっ」

「声を抑えられたご褒美ですよ」

　彼の甘い声が頭に響く。

　と、同時にクラウスを呼ぶ声がかすかに聞え始めた。

「残念。今日はここまでですね」

「貴様っ――っと……」

　クラウスはヘレナの両手を縛っていたベルトを解き、彼女を自由にした。

　突然地面に下ろされ、たたらを踏むヘレナをクラウスは抱きとめる。

「――――!!」

「脚に力が入らなくて驚きましたか？　大丈夫ですよ、初めての時はそんなもんですから」

「――は……離せっ！」

　抱き止められていたヘレナは、クラウスの胸を突き飛ばした。

　ふらつく脚に力を入れ、険しい顔で彼を睨む。

「二度と……二度と私の前に現れるな！　次会ったら殺すからなっ。絶対に殺すからなっ!!」

「申し訳ございませんが、それは無理な話ですので、殺さずにいただけると嬉しいですね」

「なんだ!?　また親善試合でも申し込む気なのか!?　ならば次は貴様が立ち上がれなくなるくらい、痛めつけてやるからなっ!!」

　顔を真っ赤にして怒るヘレナに苦笑を浮かべると、クラウス王子は地面に落ちていたヘレナの剣を手に取った。

「女性が扱うにしては重いですね」

「我がハレホーフの騎士は皆、その重量の剣を使うと決まっているのだ。それは女であっても例外はないっ。というか、私の剣に勝手に触るな、返せ!!」

「ええ、お返しします。あと……衣服の乱れ、直したほうが良いですよ？」

「だ、だ、誰のせいだと思っているんだっ！」

　ひったくるようにして剣を受け取ると、ヘレナは慌てて乱れた衣服を直す。

「クラウス王子ー。どこですかー？」

　遠くから聞えていたと思っていた家臣の声が段々と近づいてくる。

「残念ながらこれ以上は限界のようですね。ではまた、お会いしましょう」

　クラウスはヘレナに一礼すると、足早にその場から去っていった。

「二度と会うものか！」

　ヘレナは剣を振り回しながら、彼の背に向けて怒鳴った。

　クラウスに触れられた身体がまだ熱く、ヘレナはそんな自分の身体も許せなかった。

「くそっ。なんなんだアイツはっ」

　王族貴族の戯れにしては酷過ぎる。

　ヘレナは混乱する頭を落ち着かせようと、深呼吸をした。

　すると――。

「ヘレナ殿―」

「――――」

「ヘレナ殿―。ヘレナ親衛隊長はおりませんかー？」

　庭園の方からヘレナを呼ぶ声が聞える。

　恐らくあの声は侍女の誰かだろう。

「あーっ！　全く、せわしないっ」

　ヘレナは慌てて鎧を身につけると、庭園へと向かった。

「あ、ヘレナ殿。ここにおりましたか」

　ヘレナを探していたのは、マジュリカ姫付きの侍女だった。

　ヘレナと違い、剣も握れなければ鎧も着ることのない普通の侍女である彼女は、場違いに煌びやかなドレスを翻して駆けつけてきた。

　イライラとしたヘレナのオーラにも気がつかず、侍女はヘレナにしがみつく。

「ヘレナ殿!!　マジュリカ姫様がお呼びでございます。至急お部屋へ来てくださいませ」

「そんなに慌てて、何事だ？」

「わかりません。ただ、マジュリカ姫様が火急の用事であると……」

「……わかった。すぐ行こう」

「本当にすぐ来てくださいまし。でないと私がお仕置きをされてしまいまわ」　

「……大丈夫だ、お前が仕置きされるようなことはない。……矛先が私であるときはな」

　ヘレナはため息をつくと、頭からクラウスのことを振り払った。

「冷静になれ私。冷静になるんだ私。」

「はい？」

「なんでもない。ただ、平常心を保っていないと、マジュリカ姫様の前ではきついからな……冷静になれ……冷静になるんだ私……」

　ヘレナは呪文のように何かを呟くと、侍女を置いて大急ぎで宮殿へと向かったのだった。
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　クラウスが従者と共に、帰国するために馬に乗ってハレホーフ城を出ていた頃、ヘレナはハレホーフ王国唯一の跡継ぎである、マジュリカの部屋の前に立っていた。

　甲冑を脱ぎ、王族との謁見用にと、払い下げで貰った古いドレスに着替えたヘレナ。

　彼女は古いドレスに身を包んでもなお、溢れる気品と凛とした風格を漂わせ、普段は汗にまみれて剣を振っている女騎士だとは想像もつかない程に美しかった。

　ヘレナは、侍女としてドレス姿でマジュリカのお側に着く際は帯剣を許されていなかったため、どこか心もとなさを感じながら、ゆっくりとマジュリカの部屋のドアをノックした。

　軽いノックの音が響き、静かにドアが開く。

「姫様がお待ちですよ」

　マジュリカ専属のメイク係の侍女が、節目がちにヘレナを部屋に招き入れる。

「お待たせしてしまって申し訳ございません」

　ドレスを着ているにも関わらず、ヘレナは折り目正しく、男のような挨拶をした。

　一方、豪華なソファーにだらしなく座り、メイドに爪を磨かせていたマジュリカは、ヘレナに目をやることもなく、けだるげに口を開いた。

「……本当に待ったわ。遅いじゃないの。私の護衛をするはずの騎士がこんな鈍足じゃ、いざと言うときに頼りにならないわよ」

　ヘレナより一つ年上の、父親似の栗色の髪を持ったマジュリカは、甘やかされて大切に育ってきた娘独特の、ツンとした顔の色白の乙女だった。　

「誠に申し訳ございません。親善試合で汗をかいてしまったため、汚れた姿で姫様の部屋に入っては失礼に当たると思い、着替えていたため遅くなってしまいました」

　とは言うものの、メイクを施すわけでもなく、走りながら鎧を脱ぎ、大急ぎで身体を拭き、コルセットを着けるわけでもなく、簡単にドレスを着ただけのヘレナは、実際のところ大して時間をかけることなくマジュリカの部屋に来ていたのだ。

　だが、言い訳をされたと感じたマジュリカはふてくされたように頬を膨らませ、イジワルそうに口を曲げた。

「あぁ。だから貴女のくすんだ金髪の髪、そんなにボサボサなのね。なに？　それで髪をまとめたつもりなの？　結局失礼な髪型になっているじゃない」

「……申し訳ございません」

「それに、その摩れたパンプスはなぁに？　普通、ドレスを着るときはヒールを履くのが礼儀じゃなくて？」

「申し訳ございません。二年前にいただいたこのパンプスしか、ドレスに合う履物をもっておりませんゆえ……」

「ちょ、それ、二年も履き続けているの？　やだぁー。汚いっ」

「大丈夫です。物のない私ですので、しっかりと洗うなどの手入れはしております」

　マジュリカの嫌味に慣れているヘレナは全ての言葉を飲み込んで、冷静に返答をする。

「へぇー。じゃあの鎧ってやつも、ちゃんと川で洗濯しているのかしらぁ？　あれ、本当にくっさいものねぇ。鼻が曲がりそう。まぁ、あなたみたいな捨て子の女――じゃないわね。男女おとこおんなにはドレスなんかよりも、鎧の方がお似合いなんだけれどもねぇ。もっとも、そのドレスも私の払い下げでくれてやった奴だったわね。だから貴女には似合わないのかしら。あははは」

「あら、姫様ったら。ふふふふふ」

「うふふふふ」

　マジュリカが口元を扇で隠しながら笑うと、同調するかのように控えていた侍女やメイドも笑い出す。

　しかしヘレナは彼らの嘲笑には眉一つ動かさず、淡々とした表情でマジュリカの笑いが収まるのを待って口を開いた。

「それで、私を呼んだのはどういったご用件でしょうか？」

「そうそう。あなたに大事なお使いに行ってもらいたくって」

「お使い？」

「そう。さっきあなた、親善試合から戻ってきたって言ったわよね」

「はい。隣国、バンブルグのクラウス王子が訪問なさっていたので、手合わせの相手をさせていただきました。無論、ハレホーフの騎士の名に恥じぬよう、全勝を……」

「ああ、そういうことはどうでもいいの。あなたが負けても他の騎士たちが勝ってくれるでしょうしね。問題なのは、あの弱小国の王子が私に求婚を申し込んできてたってことよ」

「……ええっ!?」　

　さすがのヘレナもその言葉には驚いて、猫のような目を大きく見開いた。

（あの男……私にあんなことをしておきながら……！）

　怒りと羞恥心と驚きが一気に溢れ出しそうになり、ヘレナはドレスのスカートを握りしめ、その感情をどうにか押し留めた。

　普段冷静なヘレナの反応に気分をよくしたマジュリカは、嬉しそうに小さく笑った。

「ふふふ。超驚きじゃないこと？　まぁ、確かに顔はいいわよ。背も高いし優しそうだし、知的な感じと軽薄そうな雰囲気が怪しく交じり合って……。でもねぇ何が悲しくてあんなハレホーフの植民地みたいな国の王子と結婚しなきゃいけないってのぉ？」

「植民地ではなく、保安同盟国……」

「言い方なんていいの。あなただって知っているでしょ、あの国はね十数年前に我が国、ハレホーフとの戦争に負けて、広大な領土を我が国に差し出して命乞いをした上に、軍を持つことを禁止された負け組みの国なの。挙句に戦争に負けて以来王を持つことも出来なくなったのよ。つまりは、クラウス王子はバンブルグにいる限り、一生、王子のままってこと」

　マジュリカはそこまで言うと小脇においていたマカロンを口に入れ、さらに続けた。

「大方、私と結婚してハレホーフの次の王になることを企んだのかもしれないけれども、浅はかよねぇ。だって、自分の国より小さな国土の王子と誰が結婚するってのよ。ま、本当に私の美貌に目がくらんで思わず求婚しちゃったのかもしれないけど。おほほほ」

「きっとそうですわよ姫様」

「マジュリカ姫様の美貌はハレホーフだけでなく、近隣諸国にも広く知れ渡っておりますもの」

　いやらしいほどまでに媚を売る侍女とメイドたち。

「はあ……」

　一方で、気のない返事をしたのはヘレナ。

（確かにあの男は軽薄で……手が早い。姫様に求婚をして置きながら、その侍女で親衛隊隊長である女騎士にあのようなことをしたのだから……でも……）

　確かにクラウス王子は軽薄そうで、何を考えているのかわからないような王子ではあったが、マジュリカを妻として選ぶような王子ではないような気がする。

　弄ばれた身でそんなことを思うのはおかしいとは思うが、ヘレナの直感がそう訴えていた。

　だが、ヘレナの思考は、マジュリカの次の言葉で完全に途絶えてしまった。

「というわけで、ヘレナ。お隣のバンブルグまで行って、クラウス王子に『お断り』って伝えてきて」

　さも当然とばかりに言うマジュリカ。

　まるで三軒先の店に買い物に行けと命じているような軽さである。

「……えええっ!?　わ、私がですか!?　通常こういった縁談の勅使というものは男の大臣等が出向くしきたりが……」

「しきたりとかどうでもいいし。あなた、私直属の親衛隊隊長でしょう。子供の頃から私の言うことを聞くために雇われているんだから、こんな時くらい役に立ちなさいよ」

「こんな時位って……」

　数年前に、暴漢に襲われそうになったマジュリカをヘレナが大怪我をしながら守ったことや、落馬しそうになったマジュリカをヘレナが身を挺して守ったこと等はすっかり忘れて、彼女は本気でヘレナを非難している。

　ヘレナとしては使いくらいどうということはないのだが、しきたりに背くことも嫌であったし、なにより、あのようなことをしてきたクラウスに再び会って、こうした言いにくいことを伝えに行くのが嫌だったのだ。

「私は言うことを聞くためではなく、姫様の護衛のためにお側にいるのですが……」

「だったら！　私を守るためだと思って断りに行ってきなさいよ。どうせ、女が勅使として行ってはいけないだなんて、使いの女が腹いせに犯される心配があるからとかいう、古いジジババの考えからでしょう」

「姫様、国同士の決まりでは、勅使に手を出すことは禁じられております。たとえそれが宣戦布告の勅使であってもです」

「はんっ。そんなのぉ、建前でしょう？　今時じゃ求婚を断る際に、その国の姫が自分の侍女を王子に慰みとして差し出す……なんてことも在るらしいじゃない。ねぇ？」

　突然話を振られた侍女がこわばった笑みを浮かべて頷いた。

「え……ええ。近隣諸国を回っている行商や旅のものが、そのようなことを申しておりました……が、わ、わたくしなどではとてもじゃありませんが、マジュリカ姫様の代わりになど……」

　蛇に睨まれた蛙のように、侍女はオドオドとマジュリカの視界から出て行く。

　マジュリカはそんな侍女には鼻にもかけず、生意気そうな目を細めてヘレナを睨んだ。

「ちょうどいいじゃない、あなただって一応女なんだから、私の代わりにあのボンクラ王子にやられてくればいいわ。きっとあの手の男は手馴れてるでしょうから、悪くはないんじゃないの。ほほほほっ」

「姫様、そのようなはしたないことを……」

「あなた……成人の儀はいつすませたの？」

「え……？　あ、成人の儀はしておりませんが、三日前に十六になりましたので、年齢的には成人になったかと」

「ああ、儀式を行える身分じゃなかったわね。でも、それならあなたが代わりにあの弱小国に召し取られても問題ないしね。と言うわけで、行ってきて」

「まがりなりにも元敵国の王子の下へ、騎士である私が嫁ぐなどということは……」

「あーもうっ！　いいから行ってきて!!　あなたの代わりはたくさんいるのよっ。私の払い下げの物をもらって生活しているくせに、楯突くんじゃないわよっ。乞食騎士がっ」

　マジュリカはただでさえ釣り目の目元をさらに吊り上げて、喚き始めた。

　周りにいたはずの侍女やメイドたちは、自分に火の粉が飛ばないように、いつの間にか部屋の隅へと避難している。

　マジュリカがこうなると一切、手がつけられなくなることを昔から知っているヘレナは、諦めのため息をついた。

「承知いたしました。それでは早急にバンブルグへ向かいます」

　その言葉を聞いたマジュリカは、真っ赤なルージュを引いた唇をニッと持ち上げて笑った。

「そうそう、そうやってさっさと承知すればいいのよ」

　満足した様子のマジュリカは、ふと気がついたようにヘレナの足元に目をやった。

「でも、我が国の勅使ともあろう人間が、そんな古びたドレスと摩れたパンプスを履いていたなんて、赤っ恥よね。ああ、せっかくだからこの靴をあげるわ」

　そう言うとマジュリカは、今まで履いていた赤いヒールの靴を、ヘレナに向かって蹴り投げた。

「お気持ちは嬉しいのですが、姫の靴では私には小さすぎて歩きにくうございます。もしヒールを履くことが礼儀というのであれば、恐れ多いのですが一足だけで十分なので、サイズの合ったものを――」

「それを履いて行けと言っているでしょう。私が履けるサイズが全てのサイズなのよ。あんたに合うサイズなんて、なーいーのー」

「………………承知いたしました」

　ヘレナは唇を噛み締めると、床に転がっている靴を取り上げ、背中に嘲りの笑いを受けながら静かに部屋を出て行った。

「ふぅ……」

　廊下に出たヘレナは、西に傾いた陽を浴びてため息をついた。

　物心ついた時からマジュリカ姫付きの騎士として訓練の日々だった。

　親はいない。

　そう、城門の前に捨てられていた孤児である自分は、マジュリカのお情けで生きている。

　だから姫に、王に、王妃に、この国のために、この身を捧げなくてはいけない……。

　そう思って何年も何年も生きてきたけれども、マジュリカのイジワルやワガママには未だに時として胸に来るものがある。

　その上、他国の……自分の国に負けた国の王子にまで、あの様に慰みにされるとは……。

「このままではマジュリカ姫のワガママに振り回されて、いつか命を落としかねないな」

　陰では気高き戦乙女と言われ、多くの手柄を立ててきた女騎士が、君主である小さな姫に振り回されて心を痛めている。

　そんな様に気がついたヘレナは自嘲めいた笑みを浮かべて、蒼い瞳に浮んだ涙を拭ったのであった。







二　不穏な謀




「私はハレホーフ王国から来た、第一王女マジュリカ姫付き親衛隊隊長、ヘレナ。マジュリカ姫の勅使にてクラウス王子に謁見願うっ」

　ハレホーフ王国から馬に乗ること一日。

　隣国のバンブルグ城に着いたヘレナは謁見の間に入るや、周囲に響き渡る芯の通った声でクラウスを呼んだ。

　だが、外見を気にする華美で豪華なハレホーフ城とは違い、白で統一された質素ながらも厳かな雰囲気のバンブルグ城の人々は、甲冑で身を包んだヘレナに呆れたような、戸惑ったような目を向けたまま誰も動こうとはしない。

「……なんだ、この国の役人共は勅使を迎えることもできないのか？」

　ヘレナは、苦笑を浮かべて自分を眺めている城の者たちに憤慨し、より一層声を荒げた。

　すると、遠巻きにヘレナを見つめている人々の間を縫うようにして、一人の老人がヘレナに近づいてきた。

　質素な燕尾服を着ているだけに過ぎないはずなのに、その老人は威厳に溢れており、思わずヘレナが一歩後ろに下がるほどの威圧感がある。

「ヘレナ様でございますね？　ハレホーフより、ようこそいらっしゃいました」

　老人は背筋を伸ばし、ピシリとした礼をする。

（執事……のようだな）

　ヘレナは老人の様子から、そう予測した。

　ヘレナに執事だと思われた老人は、身を起こすとハキハキとした口調でヘレナに話しかける。

「恐らくクラウス殿下の求婚のご返答をお持ちにいらっしゃったのでございますよね」

「いかにも。だがこの城の者は礼儀知らずが多いと見えるな。勅使が謁見の間にいるというのに、誰も王子を呼びに行こうとはしない。それどころか使者に好奇の目を向けるではないか」

　ヘレナの抗議に老人は苦笑を浮かべた。

「それは失礼しました。この国はハレホーフに大敗を帰した、王無き王国でございます。それゆえ、ハレホーフの美しき甲冑に身を包んだ女騎士殿が恐ろしく見えたのでしょう」

「そうか……それは失礼なことをした」

　ヘレナが素直に頭を下げるのを見て、老人は『おや？』というような顔をする。

「勝利国であるハレホーフの騎士の貴女様が、そのようにあっさりと頭をさげるとは……」

「私が生まれた直後に終結したという戦争の詳細は、正直、私自身そんなに詳しくはないし、勝ってなお恐怖を与えるつもりは私にはなかった。威圧感を与えてしまったのなら、素直に謝るべきであろう」

「ほほ……さすがは殿下が見込んだだけのお方でございますね……」

「？」

「いえ、こちらのことでございます」

「……私は王子に伝えねばならぬ用があるのだ。謁見を頼めないか？」

　老人はヘレナの腰に下がっている剣に目をやり、首を振った。

「バンブルグでは、王族に謁見する者は丸腰になっていただかなくてはなりません。互いに争いの種を持たずにあってこそ、知己を争えるというものでございます」

「はんっ。意外ではなかったが、ずいぶんと弱腰だな」

「『ペンは剣よりも強し』これがバンブルグの方針でございます」

「では、保安国からの使者である私にも、丸腰になれというのだな」

「左様でございます。もちろんご婦人に似合うドレスも多々取り揃えておりますゆえ、安心してお着替えいただけるかと思います」

「……ちょっとまて、今、ドレス云々と言ったな？」

「はい、言いましたが？」

「ということは、私に剣だけではなく、この鎧も脱げというのか？」

「ええ。殿下のことですから、甲冑姿の貴女様も美しいとおっしゃるかとは思いますが、ドレス姿の貴女様のほうがもっとお喜びになってくださるでしょう」

「私はクラウス王子に喜ばれに来たのではない。ただマジュリカ姫から授かった任務を遂行できればいいのだ」

「でしたら、なおのことお着替えいただければすんなりと事は済むでしょう。それとも、ハレホーフの騎士殿は正装で王族と会うことも出来ないほど礼儀知らず……と謗られるのがご希望ですか？」

「くっ……王子が王子なら、家臣も家臣で口が立つな……」

　言い返す言葉が見つからないヘレナは、悔しそうに歯噛みをすると、やがて観念したように頷いた。

「わかった、姫様の言葉を伝えなくてはならないからな。正装で謁見しよう」

「ご理解いただけて幸いでございます」

「郷に来たら郷に従うまでだ。着替えが出来る場所を教えてくれ。こんなこともあろうかと、ドレスなら一応持ってきてあるのだ」

　ヘレナは、他の荷物と一緒に無造作に包まれたドレスを取り上げて言った。

　しかし老人は、擦り切れ使い古されたドレスをチラリと見ると、一瞬哀れむような目を浮かべ、静かに首を横に振った。

「失礼を承知で言わせていただきますが、これでしたらわたくしどもが用意しておりますドレスの方が殿下のお気に召かと……」

「だから、なぜ私がお前たちの王子に気に入られる必要性があるのだ。これはマジュリカ姫様からいただいたドレスだぞ。失礼なことを言うな」

「ということは……お古……でございますね。女騎士殿はお古を着て王子に謁見なさるというのですか？」

「仕方がないだろう、これしかないのだから。私は騎士だ。ドレスなど滅多に着ないからお古でもなんでもかまわんのだ」

「では……お履きになるこの靴は？　明らかにサイズが小さいかと思われますが……？」

　老人はヘレナの持つ、赤い小さなハイヒールを指して言った。

「ああ、姫様は私よりもさらに小柄だからな。御足も小さいのだから仕方なかろう」

　吹っ切れたようにカラカラと笑うヘレナ。

　老人はボロをまとい、たくましく生きているヘレナに切なげな目を向けたかと思いきや……突然、老人はヘレナにすがりつくようにして懇願し始めた。

「お願いでございます。わたくし共の用意させていただいたドレスは、どれも新品でございます。マジュリカ姫様の払い下げの、サイズの合わない服を着て殿下の前へ現れましたら、わたくしがなんと言われるか……哀れな老人の願いと思って、どうかわたくし共の用意した着物をお召しくださいませ!!」

「お、おい。な、なんだ突然に!?」

「どうか、どうかーっ」

「や……やめるんだ……」

「どうかあぁぁぁぁっ!!」

　懇願する老人や、自分を見つめるバンブルグ城の人々の目線に耐え切れず、ヘレナは仕方なく古いドレスを手放して頷いた。

「わかった。わかったから、老齢の男が、その様に私に頭を下げないでくれっ」

「では、すぐにでも衣装をご用意いたしますので、お着替えの間にご案内します」

「……切り替え早いな貴様……」

　呆れているヘレナをよそに、老人が軽く手を叩く。

　すると、どこからかしずしずと数名のメイドがやってきてヘレナの周りにかしずいた。

　どのメイドもハレホーフ城のメイド達と違い、目で合図しあったり、ヘレナの傷だらけの鎧を見て笑うことなく、静かに控えている。

　勝手の違うメイドたちに囲まれうろたえているヘレナに、老人は初めてニヤっとした笑いを向けた。

「申し遅れました。わたくし、クラウス王子の執事でこの国の大臣を勤めさせていただいております、ゼバスティアンと申します。以後お見知りおきを……」




　　　◆◇◆◇

「まぁ。綺麗ですわ」

「ほんと……でも、もう少し髪は緩めに結ったほうがいいんじゃないかしら」

「おい、髪はいいが、このコルセットとか言うのも緩めてくれないか……」

「だめですよ、ヘレナ様。コルセットをきつめにしないと、ドレスを着たときに太って見えてしまいますし、胸が大きく見えませんわ」

「しかし胸まできつきつに締め付けられている気がするのだが」

「それは、ヘレナ様の胸が大きいからですわ。規格外なんですもの」

「規格外とはなんだっ」

「あら、むしろ羨ましいことですよ。きっとクラウス殿下も魅了されること請け合いですわ」

「そんなこと、請合わないで結構だ」

「ふふふふふっ」

　古木で作られた光沢のある美しいテーブル。清潔そうなベッドにしっかりとした作りのソファー。細かな銀細工で作られた燭台にともされたロウソクの淡い光りに浮かび上がるクラウスの部屋は、表だけを華美に飾ったハレホーフ城のどの部屋よりも質素だったが、どこか懐かしく、安心できる部屋だった。

　その部屋の中で、ヘレナはメイド達に囲まれドレスアップさせられていたのだ。

「しかし……いいのか？　曲がりなりにもこの城の城主の部屋で、私がこのように着替えをしてしまい……」

「あら、何か問題でもございますか？　古いお召し物の片付けなどはわたくし共がいたしますし、着替えてそのまま殿下をお待ちしたほうが、わざわざ移動する手間も省けて効率的ではございませんか？」

「う……まぁ、その通りなのだが……なんというか、この城の侍者達は揃いもそろって、皆……距離が近いな」

「左様でございますか？　わたくし共はゼバスティアン様より、日々密やかな気配りと平等な心を持つようにと仰せ付けられております。そのせいでしょうか、皆、このようにいがみ合うことなく助け合ってすごしております」

　そう、一人のメイドが静かに言うと。

「王も抱くこともない弱小王国では、このようにするしか生きるすべがございませんゆえ、そう感じられるのかもしれません。もし、お気に障ったのでしたら申し訳ございません」

　そう続けるように他のメイドも言葉を続ける。

　この様子に、さすがのヘレナも口元に苦笑を浮べて軽く頭を下げた。

「いや……感謝する……」

　貴族たちのゴマすりやおべっか、侍女たちの悪口や陰口、騎士たちへの差別などが日常茶飯事なハレホーフで過ごしてきたヘレナにとっては、ヘレナの汚れた身体を嫌な顔一つせず清め、身分に関係なく世話をし、話しかけてくれるバンブルグのメイド達のほうが、はるかにありがたく感じていた。

（これも、侍者を束ねる城主の方針が良いからだろう……。城主……か……）

　ヘレナはこの城の城主を思い出し、急に赤面した。

「あら？　どういたしました？　ヘレナ様」

「ええ、酸欠の金魚みたいになっておりますよ」

「この国の人間は揃いも揃って、物の言い方が一々ひねくれているな。金魚とはなんだ、金魚とは……」

　ヘレナはひとしきり文句を言うと改めて、それでいて躊躇いがちにメイドに質問をした。

「あの……クラウス王子というのは、どんな……人間だ？」

「あらまぁ。ご興味がおありで？」

「ちがうっ！　マ、マ、マジュリカ姫に求婚をするような男が、どんなだかを知りたかっただけだっ」

「あら？　殿下がハレホーフの姫様に求婚？」

　メイド達は互いに首をひねって、不思議そうな顔をした。

「失礼ながら、ハレホーフの姫君はクラウス殿下のタイプとは少し違うような……」

「ええ、あれで殿下は真面目な方ですので、もっとこう……ねぇ？」

　さすがにマジュリカの勅使に向かってはズバリとものを言うことができないため、メイド達は口を濁している。

　だが、ヘレナにはマジュリカが結婚するには難しいタイプの人間であるということは、メイドたちに言われなくともわかっていた。

　しかし、ヘレナは気になる言葉があった。

「クラウス王子は真面目な方なのか？　なんというか……そうは思えないのだが」

「ふふふ。見た目があのようにふわふわとして掴みどころがございませんから、そう思われがちなのですが。お一人、執務に当たっているときや、会議のときなどはいつも真剣ですよ。それに、王族にありがちなお遊びも一切なさいませんし」

「え……」

　ヘレナはそうは思えないという顔をして、メイドを見た。

「ですので、ご安心ください。殿下と二人きりになったとしても、ヘレナ様を泣かすような真似は決してしないと思いますので」

「……ちょっとまて、今二人っきりって言ったか？」

「はい、これから、この部屋で、二人っきりで、お会い、いただけます」

「一々区切らないでも理解できる。だが、私が理解できないのは……お前たちも出て行ってしまうということだ」

　メイド達は再び首を傾げた。

「何をおっしゃいますか。勅使を迎えての謁見にわたくし共のような者が同席できるわけがございません。勅使は殿下、若しくは大臣と二人きりになって話し合いをすることになるので、我がバンブルグでは、謁見の際に武器を持って行くことを禁じているのです」

「大丈夫ですよ、ヘレナ様。殿下はとてもお優しいので――あら、噂をすれば」

　近づく足音に気が付いたメイド達が立ち上がり、帰り支度を始める。

　ゆっくりと開いた扉の向こうには、相変わらず穏やかな顔をしたクラウス王子が立っていた。

「お待たせしてしまって、申し訳ございません」

「あ……いや……ちょうど支度が終わったところで……」

　しどろもどろになるヘレナの横から、メイド達が出て行く。

「では、ごゆっくりとお過ごしくださいませ」

「失礼致します」

　入り口で頭を下げたメイドが、一瞬自分に向かってウインクをしたようにも見えたが、クラウスと二人きりになるヘレナは、それに気がつくどころではなかった。

　真新しいドレスを着たヘレナは、食事の用意されたテーブルの前で立っていた。

　どこか所存無げで、落ち着かない様子のヘレナを見て、クラウスは苦笑した。

「突然襲い掛かったりしませんよ。どうぞお座りください」

　その言葉、絶対に嘘だろうと思いながらも、ヘレナは席に着く。

「ワインの用意まであるが……一体どういうつもりなのだ……」

　ヘレナは自分の前のテーブルに置かれた、王族しか口にしないような珍しい食べ物と、自分が今着ている、貸し出された美しいドレスに目をやり、困惑したように呟いた。

　彼女の細い首には、淡い光りにも強く輝く赤い宝石のついた首飾りまでもが巻かれている。

「よくお似合いですね」

　公務のためにつけていたのであろう、ワインカラーのマントを外しながら、クラウスは言った。

「新品のドレスだけでも十分だと言ったのですが、殿下と謁見するには物足りないからとアクセサリーまで渡されたんです」。

　――弱小王国とはいえ、腐っても王子だな。庶民にはできないような贅沢を、私のような勅使にまで提供できるとはね。

　ヘレナは半ば尊敬を含んだ呆れをこめて、クラウスを見た。

　緩くウエーブのかかった髪をさりげなくまとめたヘレナは、まるで彫像のように美しかった。

　花のような唇に見とれながら、クラウスは口を開いた。

「あれでも、うちのメイド達はセンスが良いので、こだわりを見せたかったのでしょう。……貴女はお気に召しませんでしたか？」

　ヘレナは口には出さなかったが、素材の良さを生かしたシンプルなドレスも、上品なアクセサリーや靴も、そしてこの質実剛健な城の作り自体も嫌いではなかったのだ。

　しかし、ヘレナはわざと怒った風にして言葉を吐いた。

「それにしても、自分の申し込んだ求婚の答えを持ってきた勅使を待たすとは……どういうつもりですか？」

「このような小国でも公務は尽きないもので、急ぎの分の用事を済ませようとしただけでも、遅くなってしまいました。お詫びはこれにて……」

　紺色の礼服を着たクラウスはヘレナの隣にくるや、膝をつき、彼女の手に口付けをした。

「なっ!?」

　淡いブロンドの髪が光りを反射し、妖しくも美しい、絵画のような王子のその行為に、ヘレナは思わず顔を赤らめた。

　まともに取り合ってはダメだ……。彼にとってはこれはただの挨拶の一つに過ぎないはずだ。

　そう考え、ヘレナは引きつった笑みを浮かべて、貴族のように軽く頭を下げた。

　ニッコリと微笑んだクラウスはヘレナの手を離すと、自身も彼女の向かいに腰掛けた。

　王室のテーブルと言っても、個室に備えてある小さな二人がけのテーブルなため、手を伸ばせばすぐに相手に触れることの出来る距離に座ることとなったヘレナは、いやがおうにもクラウスのことを意識してしまう。

　頬を赤く染めているヘレナに、クラウスはワイングラスを渡した。

「さ、簡単ですが食事の用意もあります。ゆっくりと食べながらお話をしましょう」

「あ……はぁ……」

　さっさと用件を済まして帰りたいところだが、王子にワインを勧められてしまっては断るに断れない。

　ヘレナはぎこちない動きでワインを受け取ると、軽く持ち上げた。

「バンブルグに栄えあれ」

「……ハレホーフに栄光あれ」

　互いに乾杯の挨拶をすると、ワインに口をつけた。

　用意されていたワインは、ハレホーフで騎士たちに支給される安い量産ワインではなく、しっかりと成熟されたまろやかな口当たりのワインであった。

「……バンブルグの謁見というものはずいぶんと格式高いのですね。一介の騎士を私室に呼び、このようなもてなしまでしてくださる」

「緊張してしまいますか？」

「あ……当たり前だ……です。正式な勅使として使いに出たのは初めての事……ですから」

「ふふふ」

　クラウスは言葉につっかえるヘレナを、幼子を見つめる親のような顔で眺めると、優しい口調で話しかけた。

「いつもの言葉使いで結構ですよ。ここでは私と貴女しかいませんからね」

「で……では、お言葉に甘えて地で話させてもらう」

　ヘレナは少しだけほっとしたように、用意されていた食べ物に手をつけた。

　クラウスもその様子を微笑みながら眺め、ゆっくりとフルーツを口に運ぶ。

　窓から差し込む月明かりがクラウスの髪に反射し、天使のような光りを放つ。

　ヘレナはその淡い光りを放つクラウスの髪を眺め、決心したように顔を上げた。

「あの……私はマジュリカ姫様のお言葉を伝えにきたのだが、その前に私個人から一つ、王子に言いたいことがあるのだ。聞いてもらってもよいか？」

「どうぞ？」

　手を止め、首をかしげてヘレナの言葉を待つクラウス。

　その無邪気な様子に一瞬胸を詰まらせながら、ヘレナは口を開いた。

「先日は一国の王子に向かい、大変失礼なことを言ってしまい申し訳なかった」

「それは――――」

「すまない、最後まで言わせてくれ。私は決して見下すつもりはなかったのだが、つい、カッとなり弱小国だの負けた国だのと……真に失礼なことをしてしまったと……」

　ヘレナは気にかかっていたことを謝罪した。

「それに……私には戦争の記憶がなかったとはいえ、この城の者達にとっては恐れの対象であろうハレホーフの騎士として、鎧のまま王宮に入り込むなどと言う無礼をしてしまった。王子の執事であり大臣のゼバスティアンという者がたしなめてくれなければ、気がつくことなく勅使としてあるまじき行為をするところだった」

　日ごろは誇り高く威厳で溢れている女騎士が、頭を下げて謝罪をした。

　気位が高いことで有名なハレホーフの人間にとっては、ありえないことだった。

　王子は頭を下げるヘレナに少し驚いたような表情を向けていたものの、やがて目元に笑みを浮かべた。

「それなら……あの時一度謝ってくださったじゃないですか。ほら、ハレホーフ城の裏手の茂みのところで――」

「あああ、あれはっ。あの時は……とりあえず謝れば良いと思っていたのだ。だが、今は違う。こんなにも私に良くしてくれたメイド達にも礼を言いたい程だ」

　『だが……』と小さく、ヘレナは付け足した。

「あの茂みでやられたことに関しては、王子に謝罪していただきたいがな！」

「……ふ……ふふ……あはははは」

「な、何がおかしい!?　何か笑うようなことを私は言ったか!?」

「いや失礼しました。貴女のような一直線の人に会ったのは初めてでしたので。つい嬉しくなってしまいました」

「真面目だと言え……」

　クラウスはス……と手を伸ばすと、頭を下げたままだったヘレナの頬にふわりと触れた。

「んっ!?」

　驚いて顔を上げるヘレナ。

「やはり貴女は私の見込んだ通りの女性でしたね」

「な、なんだ、また私をどうこうしようというのか？」

「いえ、今はあの茂みでのことを謝ろうとしているだけですよ」

「だったら一々私の顔に触るなっ」

「ふふ。失礼しました」

　しなやかなクラウスの手が頬から離れると、ヘレナはワインを一口飲むみ気を取り直すようにして口を開いた。

「まったく、動きの読めない王子だな。私はマジュリカ姫様の返答を伝えてさっさと帰りたい」

「ああ、そうでしたね。マジュリカ姫はなんとおっしゃっておりましたか？」

　クラウスの全く興味なさそうな態度に少々拍子抜けしながらも、ヘレナはしっかりとした口ぶりで返答した。

「姫様のお答えだが、残念だが求婚の受け入れは出来ないとのことだ」

「そうですか……」

「……思っていたよりも、残念そうではないな」

「いえ。予想しておりましたから。あのような気位の高い女性では、私のような身分の者では天秤にもかけてもらえないであろうと」

「そ……そうか……」

　しかし、ヘレナはクラウスが内心はがっかりしているのではないかと思い、慌てて慰めの言葉を探した。

「しかし、姫もまんざらではなかったぞ。貴殿のような美しく聡明な王子から求婚されたとあって、喜んでもいた。それに、私が言うようなことではないのだが……姫様は少々扱いが難しい。その……一緒に暮らすのは厳しかったと思うぞ」

「……ぷ……ふふふふ。ははははは」

「な、何がおかしいっ。貴様は、私が真面目にモノを言えば笑う。人が一生懸命に慰めようと……」

「いえ、自分の君主である姫をそのように言うとは、相当鬱憤がたまっているようですね」

「い、いやっ。そんなことはないぞ。姫様は私にドレスや靴をお与えになるし……」

「使い古しのドレスやサイズの合わない靴をですよね？　ゼバスティアンから聞きましたよ」

「う……」

「それに、王子の求婚に断りの伝言を伝えるために、女性の貴女を寄越すとは。まるで『私の代わりに好きにするがいい』と言っているのと同じではないですか」

　その言葉に、ヘレナの心はズキリと痛んだ。

「……も、もういいだろ……」

「なにがですか？」

「わ、私は姫様の返答を持ってきただけの使いだ。それなのにこんなドレスを着させられるし、食事の用意がされている部屋にまで通され……。この茶番は私をバカにするために用意したのか？　それとも……その……私を姫様の代わりに……するため……なのかっ？」

　怒りと羞恥で頬を赤くしたヘレナは、クラウスを睨みつけて言った。

　クラウスは静かに首を横に振った。

「貴女ではマジュリカ姫の代わりにはなりませんよ」

　ヘレナの胸がズキリと痛んだ。

「そ、それはそうだろうな。私は孤児で、一介の騎士に過ぎない。貴様の側室になることですら分不相応だ。貴様とはあのようなこともあったし、心配していたが、これで安心した」

　ヘレナはスクっと立ち上がると、怒気を含んだ眼差しでクラウスを見下ろして口を開いた。

「用件は果たした。私はこれにて失礼させていただく」

　足早に部屋から出ようとしたヘレナ。しかしその腕をクラウスがしっかりと掴んだ。

「いえ、用件はまだ済んでいません」

「なんだ、姫様の代わりに一晩共にしろといいたいのか？」

「……察しがよいですね」

「…………!?　き、貴様、失礼にもほどがあるぞっ」

　ヘレナは手を振り払おうとするも、すました顔のクラウスの手はしっかりと彼女の手首を掴んで離れない。

「倍率の低い簡単な賭けでしたよ。マジュリカ姫に求婚申し込みをすれば、拒否の返答は彼女の側近である貴女を使者として使わせて来る可能性は非常に高いと思っていましたからね」

「……貴様……初めから私を狙って？」

　ヘレナの言葉に、クラウスは底の知れない笑みを浮かべた。

「一介の騎士が姫君の言いつけで王子の部屋へ使いに出る。その意味は十分承知していたのではないですか？」　

　ヘレナの背筋に冷たいものが流れる。

　柔和な笑みで誤魔化されていたが、この小国の王子の腹は策略で満ちているかもしれない……。今更ながら、ヘレナはそう痛感した。

「裏庭でのことといい、今回のことといい、親善試合で私が勝ったからその仕返しなのか？　私に恥をかかせようという魂胆なのか……？」

「いえいえ。もし貴女に恥をかかせる気でしたら、僕の部屋に招いたりはせず、広間でことは足りますよ」

「では単なるお遊びで、このような回りくどい企みを考えたのか……？」

　ニッコリと笑うクラウスからは、答えを読み取ることは出来なかった。

　ただ、彼に逆らえば、自分が姫の使いとしての役を果たせなかったことになる……ということだけは、痛いほどに理解できた。

「マジュリカ姫のワガママに振り回されて、命より先に貞操を失う羽目になるとはな……」

　ヘレナは小さくため息を吐いて、逃れようと力をこめていた手の力を抜いた。

「……私はどうしたらいい……」

「………………」

「言え。私はどうすればいい。何をすれば貴様の希望通りになるのだっ。確かに私では姫様の代わりにはならないかもしれないが、貴様の希望を叶えられるよう努力する。だから……姫様の拒否は受け入れてくれ」

　まっすぐな瞳でクラウスを見るヘレナは、彼が見てきたどの王族よりも気品と威厳に溢れており、彼女の覚悟が気持ちよいほどに伝わってきた。

「美しい人だ……」

　クラウスは口元に笑みを小さく浮かべると、ヘレナを抱き寄せ耳元に口をつけた。

「ひぅっ……」

　初めての感触に肩をすくませ、身を固くするヘレナ。

　そんな彼女に、クラウスは緊張をほぐすかのように優しく手をまわし――そのまま強く彼女をベッドに押し倒した。

「きゃっ!?」

　勢い良くベッドに押し倒されたヘレナは、思わず可愛らしい声を上げてしまった。

　彼女に覆いかぶさるようにベッドに乗ったクラウスは、ヘレナの両腕を押さえ涼しい顔で口を開いた。

「日ごろ走る馬の上で剣を振るっている戦乙女の口から、まさかそんなに可愛らしい悲鳴が聞けるとは思いませんでした」

「普段なら貴様のような細腕の男に組み伏せられるような私ではないからな。い、今は我慢しているだけだからなっ」

「抵抗……してもいいんですよ？」

「……なんだと……？」

「抵抗していただいたほうが、むしろ燃えますしね。もし私から逃れられるようでしたら、何もせず、このまま貴女をハレホーフにお返しいたしますよ」

「貴様、私をバカにするのも大概にしろっ」

　日ごろ男と対等に、いやそれ以上に戦っているヘレナは、腕には自信があった。

　彼女は押さえつけられた腕に力を込め、クラウスの手を振り払おうとした。

　だが……。

「――――っ!?」

　クラウスに押さえつけられた腕は全く動かず、蹴り上げようとした脚も、スカートの上から組み伏せるように押さえつけられ、全く動かすことが出来ない。

　ヘレナは焦るが、しっかりと関節を押さえているクラウスからは逃れることが出来なかった。

「貴女の負け……というところですかね」

「くっ……」

　ギリ……と歯軋りの音がヘレナの口からもれる。クラウスはその固く結ばれた彼女の唇に、指を添え、熱っぽい口づけをした。

「ん……」

　熱く湿った感触が唇から伝わり、ヘレナは思わず声を漏らす。固く閉ざしていた唇に彼の暖かい舌が差し込まれ、自然と緩んだ唇がそれを受け入れてしまう。

「ふぁ……う……」

　舌が絡み、口の端から声が漏れる。暖かく濡れた感触にヘレナの胸が高鳴り、頭が白くなっていく。

「この間も思ったのですが、屈強な男達の中で生きていたはずの貴女が、色々と始めてなようで、少々意外ですね」

　ゆっくりと唇を離したクラウス王子が囁く。その言葉にヘレナは頬を染めて顔を背けた。

「あ……当たり前だ。ずっと……マジュリカ姫様のお世話に追われていたのだ……このようなことなど……」

「貴女のような美しい乙女がもったいないことですね。ですが……お陰で私が貴女の初めてになれるのですから、その点は感謝しないといけませんね」

　――初めて――。

　その言葉にヘレナの胸に絶望と熱が広がる。

　今まで考えたことも感じたこともなかった感覚に、彼女は戸惑う。

「あ……そこは……」

　クラウスがヘレナの首筋に薄く舌を這わす。くすぐったさと同時にゾクゾクとした快感が全身に走り、いつの間にか離されていた彼の手に、自ら指を絡めて快感に耐える。

「や……なんか……変な感じが……ふぅっ……」

　ヘレナが身を固くしてその快感から逃れようとしているのも関わらず、クラウスは耳たぶに軽く歯を立ててその反応を楽しむ。

「んんっ……」

　ぎこちなく、受け入れがたい快感に弄ばされているヘレナに優しい目を向けると、クラウスはスッとヘレナの胸元へと手を置いた。

「い……いや……っ」

　厚いドレスの上から手を置かれただけなのに、ヘレナはビクンと身体を震わせクラウスの手を掴んだ。

「嫌ですか？」

「あ……い……嫌は嫌だが……が、我慢する……」

　自分の置かれた立場を思い出し、クラウスの手を離すヘレナ。

　そんなヘレナを眺め、彼はどことなく悲しみを帯びた笑いを浮かべた。

「我慢……ですか」

　クラウスは自分の淡いブロンドとはとは違った、ヘレナの濃い色合いのブロンドの髪を撫でると、すべるような手つきでヘレナの胸元を止めていたリボンを引いた。

　スルスルと音を立てて胸を押さえつけていたリボンが解ける。ヘレナの胸が開放されたかのように大きく息をついた。

「……結構大きかったんですね。これでしたら確かに窮屈なドレスより鎧の方が楽でいいかもしれませんね」

「よ、余計なお世話だっ。メ、メイド達が規格外だと言って、コルセットで押さえつけていたんだっ」

　ヘレナは、大きく開かれた胸元を手で隠した。

「いえ、嬉しい誤算でしたね」

　クラウスは隠そうとするヘレナの手を掴み、解いたばかりのドレスのリボンでその両手首を縛った。

　あまりに自然に、当たり前のように縛られたヘレナは、抵抗することも忘れていたのだ。

「な、なぜ縛るっ!?　私は逃げないと言っただろうっ」

「……私の趣味です」

「じゃ、じゃあ、あの裏庭で縛ったのもお前の趣味だったのかっ!?」

「さぁ、どうでしょうかね」

「……あ……ちょ、ちょっとそんなっ」

　ヘレナの手の自由を奪うと、クラウスは一気にドレスを下ろした。光沢のある絹のドレスが音を立てて床に落ちる。

　ヘレナは、白く引き締まった身体にさらに真白い下着をつけただけの状態で、他国の王子の前にさらされることになったのだ。

　彼女の肌は絹のように艶やかで、よくいる貴族の女とは違い、無駄な贅肉のない理想的なプロポーションではあったのだが、残念なことに、背中や腕にアザや古傷の痕が転々と存在していた。

「あまり……見ないでくれ……」

　恥ずかしさと悔しさで目を固く閉じるヘレナ。

　彼女にとって、下着姿をさらされるということも辛かったのだが、なにより傷だらけの身体を美しい王子にみられるということが何よりも苦痛だったのだ。

「……美しい……」

「え……」

　普段、無骨な鎧を身にまとっているとは思えないほどに、細くしなやかな身体を持つヘレナ。

　その美しい身体に目を見張っていたクラウスは、戸惑っている彼女の態度に我に返ると、その滑らかな肌に、胸に腹部に脚に、唇をあてていった。

「あ……はっ……んんっ」

　彼の唇が触れるほどに自分の身体が熱くなっていくのがわかる。

　クラウスはヘレナの肩についた、練習でついた青いアザを優しく舐め、腕についた古い切り傷に舌を這わす。

「あ……っそこは……」

　初めてマジュリカの護衛としてお供に出た時についた傷。

　弟を殺されたバンブルグの民の、怒りに燃えた目が甦る。

　今なら……彼の悔しさ、辛さがわかる。

　ヘレナは胸が締め付けられそうになり、両手を縛られたままクラウスの胸に顔をうずめた。

「ヘレナ……」

　クラウスは彼女の心の傷を思い、愛おしげに彼女の頭を胸に抱いた。

「辛かったでしょう……」

　その言葉に、ヘレナの目に熱い涙が滲んだ。

　誰にも言えなかった孤独や辛い境遇を、クラウスがその手で触って理解しようとしてくれているかのように思えて、だんだんと彼の手に触れられることが嫌ではなくなってくる。

　それどころか、彼に触れられれば触れられるほど、きつく抱かれるほどに、心に安らぎを感じてくるのだ。

　クラウスが乱れた衣服を脱ぎ、その白い肌を自分に押し付けてきたときには、身体の芯がうずくのを感じたほどだった。

　――もっと触れられたい。

　そんな思いが沸き起こる自分に、ヘレナ自身が驚いている。

　動かすことの出来ない両手に代わり、クラウスの手が自分の肌を撫でる。

　彼は胸を覆っていたコルセットを外し、露になったヘレナの豊かな乳房に唇をあてた。

「ひぁうぅ……んぁあ……」

　先端を口に含まれた瞬間に全身を襲ってきた快感にヘレナは身体をのけぞらせた。

　クラウスは優しく、それでいて強く、何度も彼女の先端を口に含み、吸う。その度にヘレナは吐息を含んだ声を漏らす。

「ああぁ……っ」

　クラウスが固くなった乳首を甘噛みした瞬間、ヘレナは一際大きな喘ぎ声を上げた。

「ますます感じやすくなってきていますね」

　声は冷静を装っているクラウスであったが、その瞳には危険な色を浮べ、懸命に衝動を抑えようとしているようだった。

「き……貴様が執拗に舐めるから……ふぁうっ」

　しゃべりかけたヘレナの口の中に、クラウスの指が差し込まれる。

　舌を愛撫するかのように指が口内を犯す。口の端からこぼれる唾液をクラウス王子は愛おしげに舐める。

　彼の行動の一つ一つがヘレナの欲情をかき立たせる。

　――この人は何人もの女をこうして……。

　どうでもいいはずなのに、そんな考えが胸をかき乱す。

「んぅ……っ」

　しかし、それが嫉妬だとヘレナが自覚する前に、下腹部に伸びたクラウスの指の感触に彼女の集中力が霧散していった。

　ショーツの中に侵入してきた指が敏感な部分を擦り、すでに愛液に溢れている秘部に当たる。

「あっ……あうぅ。だめぇ……」

　甘い声を上げてクラウスを押しのけようとするが、しっかりと縛られた両手が動くことはなく、彼女の秘部はたやすくクラウスに愛撫されていく。

「十分すぎるほど、感じていただいていたようですね」

「う……うるさ……あ……だ、だめぇ」

　ショーツを下ろされた瞬間、冷たい外気がヘレナに更なる刺激を与える。

　閉じようとする脚を押さえ、クラウスはそこにゆっくりと指を差し入れていく。

「あ……あうぅ……んぅ」

　クラウスは混乱と緊張でこわばるヘレナの髪を撫で、安心させるように胸に抱き寄せる。

「大丈夫。無理はしませんから。身をゆだねてください」

　思っていた以上に厚い胸に抱かれ、ヘレナに安心感が広がっていく。穏やかでしっかりとした心音が、彼女のこわばりを解いていくのだ。

「あ……う……手……縛っている……くせに……安心なんて出来る……か」

　彼女の小さな抗議をクラウスは笑顔で返す。

　不思議なことに、彼から受ける束縛が今では嫌ではなくなっていたのだ。

　むしろ、彼に抱かれることで安心感に包まれたヘレナは、スムーズに二本めの指も受け入れてしまったほどだ。

「あっ……んっ。きつ……い……」

　十分な潤いがあったとはいえ、初めて異物を受け入れた彼女には刺激が強すぎて、苦しそうに肩で息をする。

「もう少し、ほぐしましょうか」

　クラウスはそう言うとヘレナの下腹部へと顔をよせ、赤く充血した突起物に舌を這わせた。

「はあぁぅっ!?」

　狭く濡れた孔から感じる細い指の感触と、最も敏感な部分を舐められ、吸われる、今まで感じたことのない刺激に、ヘレナの全身から力が抜けていく。

「だ、だめっ、な……なんかへんっ。変なのっ。あっ、あっ、あぅうーっ」

「だめですよ。脚閉じないでくださいね」

　そんなクラウスの無理な注文も、今ではヘレナの耳には入いらない。ただただ、彼が与える快感に身体を震わせることしか出来なかった。

「ひ……んっ。あっ、い……なんかきちゃ……ふぁぅうっ」

　次第に熱くなっていく下腹部。その熱に翻弄され、ヘレナは一際大きく体を震わせた。

　熱くなった秘部からぐっしょりとした愛液が溢れ、クラウスの指を濡らす。

　ぐったりとして肩で息をするヘレナをクラウスは愛おしげに見つめ、固くなった自分のモノをヘレナの下腹部に当てた。

「んっあ!?　ま、待って、まだ……すごく敏感なの――あうっ！」

　ヘレナの両脚を押さえると、愛液で光る割れ目に挟み込むように、クラウスは自分のモノをあてがう。

　十分すぎるほどの潤滑剤となった愛液がヌルヌルと男根を滑らせ、亀頭が何度も敏感になっているヘレナの芯を擦る。

「はっ……ふぅっ……んんっ」

　入れられているわけではないのに、狂おしいほどの刺激が彼女を襲う。

　入り口に時たま彼の先端が引っかかるたびに、入ってしまうかもしれないという恐怖と期待、興奮と快感が一緒くたに彼女の中で沸き起こる。

「あっ……は、うぅ……お願い……怖い……んんっあ……」

　思わずヘレナは縛られた両手を伸ばし、クラウスの手を求めていた。

「ん……っく……」

　いつもは冷淡なその顔に汗を流し、クラウスは強く彼女の手を握った。

　息も荒く、ヘレナを胸に抱きしめたクラウスは小さな吐息と共に精を放つ。

「ひっあっううぅっ」

　下腹部に広がる熱い王子の体液を感じ、ヘレナは二度目の絶頂を向かえた。

　果てたクラウスが自分の上にのしかかり、獣のように口付けをする。

　ヘレナはもうそれに抵抗することは無く、彼の荒い呼吸を感じながら……遠のく意識にその身を任せていったのだった――――。







三　広まる謀




「ん……」

　――まぶしい……。

　ヘレナは目を閉じていても陽の光を感じ、目を開けた。

「あ…………」

　視界に飛び込んできたのは、静寂溢れる朝の木漏れ日に照らされるクラウスの寝顔だった。

　大きな窓から入る朝日は、隣に寝ているクラウスの淡い金髪と鼻筋の通った顔に光りを与え、神々しいまでの美しさを放っていた。

「……私……昨日、この人と……」

　ヘレナは昨晩の出来事を思い出し、一人赤面した。

　昨夜自分の両手を縛っていたリボンは解かれ、今ではクラウスのがっしりとした腕が自分の頭の下に敷かれて、昨日の自分とは逆に彼の自由を奪っていた。

（いつの間に腕枕なんか……）

　ヘレナはそう思いながらも、不思議なことに彼の腕に抱かれていることに安心感を覚えた。

　少しだけ……と、そのままの体勢で、少し痩せているクラウスの頬に指を滑らせる。

「ん……あ、ああ。おはようございます」

「わっ!?　す、すまない。起こすつもりは……んっ!?」

　クラウスは目覚めた瞬間にヘレナにキスをした。

　昨日とは違い、ついばむような軽い口付けにヘレナは激しく照れる。

「き、貴様は朝からっ……」

「はは。昨晩はあんなことをしたというのに、これきしのことで照れるんですか？　やはりヘレナは可愛いですね」

「へ、ヘレナなんて気安く呼ぶなっ」

「では、なんとお呼びしたらよいでしょうかね？　セントヘレーネとお呼びしましょうか」

「誰だそれはっ！　どんな王族だ!!」

　自分を胸に抱いたまま、クスクスと笑うクラウス。

　むくれていたヘレナはあることを思い出し、ふとした疑問を口ごもりつつ投げかけた。

「私は……貴様のものになったのか？」

「私のモノ？」

「ああ、だから……その……契りをだ……結んだのかと……」

　言葉の最後のほうはゴニョゴニョと小さすぎて聞き取れないほどの言葉であったが、クラウスは『ああ』と納得した様子でうなずくとヘレナのやわらかい髪を撫でた。

「入れてはいませんよ」

「率直な物言いをするなっ!!」

　ヘレナは顔を真っ赤にして怒鳴ると、はっと我に返って首をかしげた。

「……なぜ……私を汚さなかった。手も縛っていたし、やろうと思えば……その……貴様の自由にできたはずだぞ？」

「私は駆け引きの材料を傷つけるほどバカではありませんよ」

「材料…………」

　その言葉に軽いショックを受けつつも、ヘレナは平静を装い受け流した。

「……私は……取引材料になるほどの価値はないぞ」

「価値……ですか……。貴女ほどの価値のある女性はいないと思いますがね。少なくとも私にとっては」

「そうか？　マジュリカ姫の護衛という地位を狙う者はたくさんいるし、ただ女だてらに剣を扱うことができるという理由でお側にいさせてもらっているだけだ。私が持っている親衛隊隊長という位だって、大したものではないからな」

「貴女にはもっとすばらしい地位が待っていますよ」

「え…………？」

　その言葉に思わず顔を上げたヘレナの濃いブルーの瞳と、クラウスの柔和な薄いブルーの瞳が交差する。

　静かな部屋の中。そこに感じるのは相手を思いやる優しい温もりと、言葉にはならない信頼関係。

（なんだ。何でこんな気持ちに……私がこんな奴に思いを寄せるはずなんてないだろっ）

　ヘレナの胸が再び高鳴り、動揺する。

　その時――軽いノックと同時に部屋のドアが開く音が響いた。

「クラウス殿下。失礼致します」

　平然とした風で執事兼、大臣のゼバスティアンが部屋に入ってくる。

　あまりに動じていない老執事の様子にしばし呆然としていたヘレナだったが、自分がクラウスと裸で寝ていることを思い出し、「キャァッ」と一声漏らすと頭からシーツを被って隠れてしまった。

　だが、当然クラウスも裸だ。

　うかつにも、もぐったシーツの中で彼のモノを見てしまったヘレナは『あわわわ』と

間の抜けた声を上げ、クラウスの胸に顔をうずめるしかなかった。

　行き場がなくて顔をうずめられただけのクラウスだったが、慌てるヘレナに嬉しそうな笑みを浮かべると、彼女の頭を撫でながらゼバスティアンに目を向けた。

「朝の触れ合いの時間に割り込むほどの緊急事態ですか？」

　クラウスのやわらかい物腰は、家臣相手でも変わらないらしい。

　むしろ執事であり大臣であるゼバスティアンの方が、偉そうな態度で王子に話しかけている気すらしてくる。

「はい。とうとうガーフ国王とティタニア連邦国家の長が参られました。また、他数カ国の王からも、手紙が届いております」

　ヘレナはガーフ国王とティタニア連邦国家というものが、バンブルグ王国、そしてハレホーフ王国に隣接する周辺諸国であることに気がついた。

（と言うことは、他の国……というのも、この周辺諸国のことか……）

　ヘレナが聞き耳を立てているということも気にせず、クラウスとゼバスティアンは淡々と話を進めている。

「彼らの様子はどうですか？」

「両国とも正装し、我らの歓迎を待っているようでございます」

「そうですか……ではお待たせするわけにはいきませんね」

　クラウスは小さくため息をつくと、優しくヘレナの顔を持ち上げて微笑んだ。

「申し訳ございませんが、これから謁見の支度に取り掛からなければいけません。お見送りは出来ませんがお許しください」

「え……見送りって……帰って良いということか？」

「ええ。もちろんお渡ししたドレスの他、新しい馬、新しい鎧も用意しておりますので、全て貴女の物です。お持ち帰りくださいね」

「は……あ……？」

　ぽかんとした顔でクラウスの柔らかな顔を眺めているヘレナ。

（確かにこいつは脅迫したも同然で私の身体を奪った。いや……奪ってはいないが……。というか、これは喜ぶべきことだろう。いや待てよ、ある意味弄ばれたと怒って……いやいや、所詮使いに来た女騎士の扱いなんてこんなものだと諦めて……でも、私は姫様の代わりで――）

　色々な思いと思考が頭を駆け巡り、彼女が行き着いた答えはこれだった。

「貴様…………人を最後まで馬鹿にしたなっ!!」

　ヘレナはゼバスティアンがいることも忘れて、ガバッとシーツをめくって立ち上がると、憤慨して枕をクラウスに叩きつけた。

「ヘレナっ!?」

　ボフという音を立てて枕を顔面に受けたクラウスは、慌てた様子で身を起こした。

　いつの間にかゼバスティアンは二人に背中を向けている。

「何の腹いせかは知らないが、敵国の女騎士を一晩弄ぶのにずいぶんと手の込んだことをしてくれたなっ。気は済んだだろう。言われたとおり私は帰るっ」

「ヘレナ、それは違――」

「王子っ!!」

　ヘレナを止めようとしたクラウスの言葉は、ゼバスティアンの強い叱責によって止まった。

　一応ヘレナに背を向けるように立っているとはいえ、ゼバスティアンの背中はクラウスに強い圧力をかけている。

「……すみません……」

　いつもは穏やかな表情を浮かべているクラウスだったが、今は悔しそうに口を結び、シーツを巻き付け部屋から出て行くヘレナの背中を見送っていた。

「……王子が平常心を失うとは珍しいことでございますね」

　ゼバスティアンの口から、嫌味とも尊敬ともとれる言葉が漏れる。

　クラウス王子はその言葉には答えることなく、疲れたように頭を手で覆った。

　しかし、指の隙間から見える彼の瞳は鋭く、複雑な謀を考えているようだった。




　　　◆◇◆◇




「平常心を保て……平常心を保つんだ私。こんなことで動じては、戦場では命取りになってしまうぞ……」

　ヘレナは怒りを抑えるように独り言を呟きながら、バンブルグ城の城門前で馬に荷物を積んでいた。

「つまりだ。王族貴族にとっては一兵士の身の振りなど遊びのコマに過ぎないわけだ。こういうことは多々あることで、別に私も本気になったわけでなはいし、むしろ襲われたと思えば釈放された身分なわけで……くそおぉぉっ。なんなんだアイツはっ!!」

　結局平常心を保てず、一人突然キレ出したヘレナは、近くにあった樹に鋭いパンチを食らわした。

　枝に止まっていた鳥達が驚いて、バサバサと飛び立っていく。

「ふぅ……」

　樹に寄りかかったヘレナは悔し涙を拭い、自分の傷だらけの鎧を眺めていた。

（身分も功績もない、女にも騎士にもなりそこなった私を本気で思いやってくれる？　そんな人間なんているわけないじゃないか）

　ヘレナは、自分の思い上がりが一番許せなかったのだと、今更ながらに気が付き、自嘲めいた笑みを浮かべた。

「ヘレナ様」

　突然横手からかかった声に目を向ければ、そこにはゼバスティアンが大荷物を抱えた馬を連れて立っている。

「なんだ、貴様か。心配するな、私はもう帰るぞ」

「いえ。お忘れ物を持ってまいりました」

「忘れ物？」

「ドレス、馬、鎧でございます」

「いらんっ。弄んだ上に施しまでしようとするとは、どこまで私をバカにすれば気が済むのだ」

「バカになどしておりませんよ。貴女様にお似合いのものをと、それはそれは殿下が熱心にお選びしたドレスと鎧でございます」

「いらんっ。私には君主たるマジュリカ姫が与えてくれた鎧もドレスもある。……一時の気の迷いでこの身を許してしまった自分が悔しい限りだが、これも姫様の身代わりだと思えば誇らしいくらいだ」

　言葉とは裏腹に、非常に悔しそうな表情で履き捨てるヘレナ。

「私は女であることが恨めしい。女でなければ、孤児であったとしても、物乞いのような真似をして姫様のお付をせずとも、今頃騎士団長にでもなっていただろう。女でなければ、こうした際に己の貞操などを気にせずとも済んだだろう。女でなければ……女でなければこのような気持ちになることもなかっただろう……」

　ゼバスティアンは眉間に困ったようなしわを寄せ、ヘレナを見つめた。

「ヘレナ様。貴女様は何一つとして悪いことはなさっておりませんよ。あくまでヘレナ様を脅迫したのはクラウス殿下です。ヘレナ様はそれを拒み、逃げようとしたところを拘束したのです。そしてヘレナ様がおっしゃるとおり、貴女様は君主の面目を保つために、自らその身をささげたのです。騎士として立派な行いでございましょう」

「……貴様はクラウス王子の家臣のクセにずいぶんと私の肩を持つな」

「私は事実を言ったまででございます。ですからヘレナ様が何の罪悪感を持つ必要性はございません。ご自分を信じ突き進んでくださいませ。そう、これからも……」

　折り目正しく頭を下げるゼバスティアンを見て、ヘレナはふと、クラウス王子は自分に罪悪感を与えないために、あのような無理やりの行動にでたのではないかと考えた。

　だが、そんなわけはないと、頭を振って思い直したヘレナは、ゼバスティアンが渡そうとしている馬の手綱を手で制した。

「ともかくその品は受け取れん。マジュリカ姫には上手く言っておく。貴様も王子も何も心配しないでよい。では、失礼する」

　ヘレナはお辞儀をしたままのゼバスティアンに背を向け、馬に乗って門から出て行った。

　色あせたマントと長いブロンドの髪がなびき、ボロをまとっているというのに、貴族の様な風格が漂うヘレナ。

　そのためか、反対方向からきた他国の王族の使者達が、ヘレナに向かって頭を下げてすれ違って行く。

　ヘレナも頭を下げ、彼らの行く先に目を移した。

　他国の使者たちは各々の国の礼服を身にまとい、バンブルグ城の城門へと消えていく。

「……ずいぶんと近隣諸国の使者が訪問してくるな……」

　その光景にふと不安が胸を過ぎるが、自分には関係のない事と割り切ると、ヘレナは再び前を向き、自分の間借りしているハレホーフ城へと戻っていったのだった。

　そう、退屈と屈辱に溢れる見せ掛けだけの祖国へと……。
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「クラウス王子へはしかと辞退の件を伝えました。王子のほうも了承いたしましたので、これにてバンブルグ王国からの求婚の件は白紙になりました。ご安心してお過ごしくださいませ」

　ヘレナはハレホーフ城の一角、王族達が利用する食堂にてマジュリカ姫、ハレホーフ国王、そして、その妻であるボルジア后を前にして報告をしていた。

「そ。所詮あんな弱小国の王子が私に求婚すること自体が間違いだったのよ。あっさり引き下がってくれて助かったわ」

　マジュリカはマカロンを口に運びながら、相変わらず気だるげに返事をした。

「それで、ヘレナ。あなた帰りが遅かったけれども、バカ正直にあのボンクラ王子と一晩過ごしてきたの？」

　ヘレナは人知れず拳を握りしめ、それでも平静を装って首を横に振った。

「いえ、そのような大それたことは……」

「あったりまえよね。いくら私の代わりとはいえ、あんたじゃ私の指の代わりにもならないわよね。ほほほほ」

　マジュリカは自分のお古のドレスを着たヘレナを見下して笑った。

「姫よ、少々品がないぞぇ」

　マジュリカ姫をたしなめたのは鋭い目つきをしたボルジア后だった。

　マジュリカと同じ栗色の髪を一つに束ねたその王妃は、影の暴君といわれるほど腹黒く、気に入らない者がいるといかなる手段を使ってでもその者を陥れると恐れられていた。

　そんな王妃に舐めるように見られたヘレナは、小さく身震いをした。

「ときにヘレナ」

「はっ」

「王無きバンブルグ王国、しいてはクラウス王子の様子はどうであったかぇ？」

　ヘレナは静寂溢れるバンブルグ城、規律正しくよそ者にも優しかったバンブルグの城の人々、そして優しい微笑と溢れるような知性をたたえたクラウスを思い出しながら口を開いた。

「……バンブルグ王国は大変静かな国でした。活気がない……と言えばそれまでですが、それでも民は親切でしたし、王宮も規律正しく平和的な空気が流れておりました。また、クラウス王子ですが……どちらかと言うと剣よりペンを握らせたほうが良いでしょう」

「つまりは、相変わらず弱腰ということかぇ？」

「……はい……」

　時折、クラウスがどこか底の知れない目をすることには気がついていたが、その事については黙っていることにした。ただ、ヘレナは帰り際に気がついたことを付け加えて報告した。

「そういえば……私と入れ替えに、近隣諸国の王や勅使が多々バンブルグ城へ上っておりました。復興に備えて外交にも力を入れるつもりでしょうか……？」

「……近隣諸国の王達が……？」

　猛禽類を思わせる顔でボルジア后がハレホーフ王と顔を見合わせる。

「なにか……？」

　不穏な空気を感じ取り、ヘレナが姿勢をただしてハレホーフ王に目を向ける。

　だが、王はヘレナに一瞥をくれると、犬でも追い払うように手を振った。

「なんでもない。姫付きの護衛ごときが我らの政まつりごとに興味を持つことはない。さ、訓練所にもどるがいい」

「そうねぇ、小旅行などをしてここ２～３日サボっていたから、また役立たずに戻っているかもしれないかもねぇ」

「剣技がなければ親なしのお主は侍女どころか、台所番の下女にもなれぬ立場ゆえ、鍛錬に励むがよいぞぇ」

　口々に言う王達の嫌味に曖昧な笑みを浮かべ、ヘレナはピシリとした礼をすると、部屋から静かに出て行った。

「……ふう……」

　鎧を着て謁見の間に乗り込んだ自分に、バンブルグ城の人々は苦笑はしたものの、けして嫌味などは言わなかった。それどころか、メイドたちは旅の泥で汚れた自分の足を嫌な顔せずに流してくれたり、風に乱れた髪を綺麗に結ってくれたりした。

　ゼバスティアンですら、大臣という立場にも関わらず、深々と礼をしてくれたではないか。

　それなのに自分が命をかけて守っているこの城の者達は……。

　ヘレナは首を振って、余計な考えを振り払った。

（よそう、孤児だった自分を拾って騎士として育ててくれたのはこの城、この国だ。それで十分じゃないか……）

　ヘレナが気を取り直すと、長旅で疲れた身体を引きずって騎士の訓練所へと向かったのだった。
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　いつもの訓練所。

　ヘレナが人生の大半を過ごしてきた訓練場。

　華美なハレホーフにふさわしく、騎士のいる詰め所に過ぎないここも、いたるところに装飾が施され、訓練をするには少々邪魔な空間。

　ここが豪華なのも親善試合が行われるから。

　騎士たちの住まう寄宿舎は陽の当たらない庭園の端に建てられた、オンボロの建物だ。

　これが現実だった。

「はあ……」

　ヘレナは一人、見慣れた訓練場で剣を抜き放ち、たたずんでいた。

　いつもならこのまま素振りでも剣舞でも披露しているところなのだが、どこか上の空のヘレナは使い古された銀の剣をかざした。

（姫付きの騎士なはずなのに、こんなボロボロの剣……）

　思えば、最近ではマジュリカ姫が外遊する際などは、自分は城に居残るように言いつけられていた。。

　理由は「見そぼらしいから」。

　――確かに外見を気にするハレホーフの、姫付きの騎士が使い古しの鎧や剣を持っていては君主の沽券に関わるところだろうが……それならば新しい鎧を支給してくれても良いだろうに。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、明るい声が近寄ってきた。

「ヘレナ親衛隊長……？　やっぱり、隊長じゃないっすか」

「お、帰ってきたんですね!?」

「お疲れさまーっすっ」

　ヘレナを見つけた部下の騎士たちが、親しげに駆け寄ってくる。

　自分達よりも小柄で、年下で、女であるヘレナを上官として慕ってついてきてくれる。彼女にとって大切な仲間達である。

「今回も、マジュリカ姫のお遊びに付き合っていたんですか？」

「勅使だ。姫様のご指名とあらば、断るわけにもいかないだろう」

「はは、そりゃそうっすけど……。親衛隊隊長を使いに出すだなんて、隊長をなんだと思っているんだろうな」

「そういや、自分の直属の親衛隊隊長の成人の儀だって、完全無視したんだぜ」

「そりゃひでえな。隊長抗議したほうがいいじゃないんですか？」

「かまわん。私は貴族ではないのだから、儀式が必要な者でもあるまい。それよりも、マジュリカ姫を悪く言うのは止めろ。我らの守るべき君主なんだぞ」

「相変わらず真面目で謙虚っすねー」

　痛んだ心に仲間の気遣いが心地よい。

　いつしか、ヘレナは自然と笑みを浮かべていた。

「そうそう、隊長がバンブルグに出ている間に新人が入ったんすよ」

「あーこいつこいつ。おい、来て挨拶しろよ」

　隊長である自分を通すことなく、マジュリカの気分で勝手に仲間の移動がされることには慣れていたヘレナは、緊張した面持ちで自分の前に立つ、年上の新人騎士に笑顔を見せた。

「挨拶が遅れて申し訳ございませんっ。わ、わたくしっ、晴れてマジュリカ姫親衛隊に配属となりましたっ。バ、バー、バーティみゅ……」

「おいおい、自分の名前を噛むほど緊張するな。私は隊長のヘレナだ。よろしくな」

　ヘレナが差し出した手を、ガチガチに緊張した新人騎士が握手する。その手についた小手、そして彼が身につけている鎧。それらは全て真新しく、どこに出ても恥ずかしくない身なりをしている。

「あ、あのっ。さすがですね。親衛隊隊長は長く騎士を勤めていらっしゃることを示すために、そのような古く傷だらけの鎧を着ていらっしゃると聞いたことがあります。わ、わたくし、そのような隊長を尊敬しまっす」

「あ……ああ。ありがとう……」

　自分の古い鎧も、仲間の騎士たちからそのように思ってもらえるならば悪くはない。

　ヘレナは苦笑して、その手を離した。

　カツン……と小手同士がぶつかる冷たく固い感触に、どうしてだか、暖かく柔らかかったクラウスの手を思い出してしまう。

「……………………」

　胸がズキンと痛み、悲しみが胸に広がる。

「……ヘレナ隊長？」

　急に黙りこくったヘレナに、恐る恐る声をかける仲間の騎士たち。

「……いや、なんでもない。そろそろ素振り練習をするので離れていてくれ。ほら、お前たちも自主的に練習しないとだめだぞ」

　ヘレナは一瞬でも隙を見せると、その隙から傷を広げていこうとするマジュリカやボルジア后と付き合っていくためには、誰にも弱みを見せてはいけないと思っていた。

　それなのにこのようにボーっとしていては部下に示しがつかないと、彼女は気を入れなおして剣を手に取った。

　古く重い剣がヘレナを戒めるようにずっしりと手に食い込む。

　仲間が離れて思い思いの自主トレをし始めるのを確認すると、ヘレナも剣を振るい出した。

　度重なるバンブルグの親善試合。

　バンブルグを訪問していた隣国の使者達。

　過去の戦争。

　王無き王国。

　そして……クラウス王子の行動。

　表面をつくろうことしか考えていないハレホーフの王。

　したたかな王妃。

　我がままで愚かな姫。

　もし、今戦争が起これば、例え軍事国家のハレホーフであってしても、バンブルグには敵わないのでは……？

　そんな不安さえ過ぎってくる。

（だが、自分はこの国の騎士。何があろうともこの国に、マジュリカ姫に尽くさなくては……。例え、クラウスをこの手にかけることになっても……）

　全てを忘れるように、ただただ無言で剣を振るうヘレナ。

　汗がブロンドの髪からしたたり、頬が紅潮していく。

　そのヘレナの様子を遠巻きに見ていた新人の部下が、ヘレナに聞えないように小声で隣の先輩騎士に話しかけた。

「あの……自分は、この国唯一の女騎士にあこがれてここを希望したんですが、やっぱ間近で見ると……きれいっすね」

「ああ、ボロイ鎧しか支給されてねえけど、あの人は実はすっげー人だからなぁ」

「すごいって……剣技がですか？」

「それもそうだけどよ……実は、ここまでの話し……」

　美しく気高い彼女は、実は部下である騎士たちから慕われ尊敬されていたのだ。

　さらに最近ではとある噂が騎士たちの間で流れていた。

「――！　まじっすか!?」

「しー。あまり言うなよ。王族たちの耳に入ったら偉いことになるからな」

「で、でも。もし本当なら……俺、ヘレナ隊長につきますね」

「当たり前だろ。誰だって……ああ王直属の、あの偉そうな騎士団以外は、皆へレナ隊長に味方するだろー」

　ボソボソと小声で離し続ける騎士達。

　何も知らないヘレナは、部下達が横目で自分を見ているということにも気づかず、ひたすら素振りを続けている。

　すると、訓練所のドアが勢いよく開いた。

「ヘレナ。ヘレナ隊長はいるか!?」

　突然、訓練所に入ってきたガルフが大声でヘレナを呼ぶ。

「なんだ、騒がしいぞガルフ」

「せ、せ、戦争だっ。宣戦布告されたぞ!!」

「はぁ？　……なんだと!?」

「今、謁見の間にバンブルグの大臣が来て、宣言を持ってきたんだ。お前、昨日までバンブルグにいたんだよな？　何か知ってないか!?」

「大臣……ゼバスティアンっ!?」

「あ、おい!?」

　ヘレナは剣を納めると、全速力で謁見の間へと駆け出した。

「くそっ、私が出てすぐに追ってきたのか……」

　ヘレナは一息に謁見の間に着くと、見張りの騎士を押しのけるようにして部屋に入った。

「失礼するっ。戦争宣言の勅使が来たと……」

　ドアを開けると同時に声を上げたヘレナが見たものは、両手を拘束されたゼバスティアンと、眉間にしわを寄せているハレホーフ王とボルジア后の姿だった。

「さすがに早いな。ヘレナ」

　射すくめるような目でヘレナを見る王。

　ゼバスティアンは縛られてもなお、しゃんと身体を起こし敵国の王を睨んでいた。

「な……何をなさってるのですか……？」

「このバンブルグの使者は十数年前の大敗を忘れ、恐れ多くもハレホーフに領土返還の宣戦布告をしてきたのじゃ。誠、失礼極まる使者ゆえ、このまま処刑をもって返答としようと思ってのう」

　唖然としているヘレナにすました顔でボルジア后は言う。

「だめですっ。勅使に危害を加えることは条約に反しております」

「ほほぅ……ヘレナ。お主、バンブルグの肩を持つ気かぇ？」

「ち、違いますっ。ただ、戦争条約に反すると――」

「黙れ、物乞い女騎士めがっ」

　王妃のあまりの物言いに、ヘレナは言葉に詰まる。

「ヘレナ。お前はバンブルグへ使いへ行ってきたようだが、もしやバンブルグへ密通していたのではあるまいか？」

「そんなっ。私はマジュリカ姫様に仰せつかって、求婚の返答を持って行ったに過ぎません。密通などできるはずがありません!!」

「ほほう。それにしては帰りが遅かったのう」

「一日遅れただけです。謁見の準備などで時間を食ってしまい……」

　ヘレナは歯噛みをした。

（このタイミングで宣言などを持ってこられてしまっては、自分が疑われてしまうではないか……間の悪い奴らめ……）

　そんなヘレナの心情を知ってか知らずか、ボルジア后は獲物を弄ぶ獣のような目でヘレナを眺め、口を開いた。

「では、お主。わが国に忠誠を示しているならば、この老人の首をはねてまいれ。そしてその首をバンブルグに持っていくがよい」

「なっ!?　そんなことをすれば、戦争は避けられないばかりか、周辺諸国にまで条約を違反する国と言われてしまいますよ!?」

「ほほほほ。何を恐れておるのかぇ。バンブルグごとき、我が国の軍力を持ってすれば一日で陥落できよう。ちょうど良いではないか周辺諸国にわが国の力を誇示するには。のう王よ。そろそろ我が国の領土を拡大する時がきたのぅ」

「ああ、上級騎士や伯爵共にくれてやる土地も少なくなってきたからな」

「そんな……」

　ヘレナは黙って自分を見ているゼバスティアンに、チラリと目を向けた。

　ゼバスティアンは、しっかりとひげのそられた老骨逞しい顔を上げ、ヘレナを見返えしていた。

　その目が何かを訴えているような気がしたヘレナは、小さく頷いた。

「…………わかりました。彼の処刑は私が致します。彼は私が引き取りましょう」

「ほほぅ。それでこそわが国の騎士。姫付きの女騎士じゃ」

　蛇のような目を細め、ボルジア后は笑った。

　しかし、ハレホーフ王はまだ納得がいかないようであった。

「今すぐ首をはね、首は祖国へ、身体は豚小屋にでも放ってしまえっ。忌々しい限りだ。何度倒しても我らに逆らおうとする……愚かな国だ」

　興奮した面持ちの王にゼバスティアンが厳しい目を向ける。

「相変わらず汚い手口を好みますな」

「……なんだと？」

「十数年間の戦争のときも、貴方がたは我がバンブルグの民を人質に取るという、戦争条約違反を致しました。そして今回も、宣言を持ってきた勅使を処刑するという違反をしなさるのでございますか？」

「なんだとっ!?」

　ゼバスティアンの口から漏れた言葉に、衝撃を受けるヘレナ。

「……黙れ!!　十数年前のことはもう終わっておる。勅使云々というならば、貴様の国の王子は勅使に送ったヘレナに手は出さなかったというのかっ」

「えっ？」

　一斉に注目を浴びたヘレナは、突然のことに頬を染めながらも首を横に振った。

「いいえ……。私は……まだ純潔でございます」

　ヘレナはまっすぐな瞳でハレホーフ王を見て言った。　

（嘘はついていない。王子が取引材料と言っていたが、まさかこのような事態になるなら、嘘の下手な私に手を出さないでいてくれて良かったと言うべきか……）

　ヘレナが嘘を言っている様子はないとわかると、王は小さく舌打ちをした。

「本当にバンブルグは堅物どもの集まりだな……。よかろう、戦争条約云々というのであれば、それを我がハレホーフが変えてやる。法は全て我々にありということをだな」

「王!?」

「ヘレナ、こやつを牢へ連れて行け。処刑は明日一番に街の中央広場で行う。多くの民に見物に来てもらい、我々が条約を恐れていないというところを見せるのだっ」

　狂気に取り付かれたようなハレホーフ王に、ヘレナの背筋に冷たいものが流れる。

　妻であるボルジア后はそんな夫を止めるでもなく、むしろ嬉しそうに見つめている。

「どうしたヘレナ。牢へ連れて行かないのかぇ？」

「……いえ。承知いたしました」

　ヘレナは歯を食いしばり、頷いた。

　ゼバスティアンを縛っている縄の端を持つと、一礼をして玉座の間から出て行く。

　話を聞いていたであろう大臣や騎士団長ですら何も言わず、ヘレナが出て行くのを見つめている。

　――逆らえば反逆者として殺される。だが、従えばその見返りは大きい。仕方のないことだが……。

　ヘレナは彼らを責めるつもりは無かった。

　しかし、彼女の不安は大きかった。

　バンブルグの王子が負ける戦を仕掛けるとは思わない。

　自分の部下を犬死させるような真似はしたくない……。

　たった一人、国と仲間を憂う自分に味方はいないのか……。

　ヘレナは黙したままゼバスティアンを牢へと連れて行く。

　事情のわからない見張りが、目を丸くしてヘレナたちを見送っていく。

「剣はペンよりも強し……とは良く言ったものでございますね」

　湿った地下牢の中、ゼバスティアンの声が反響する。

「黙れ……」

「いえいえ、これは死に逝く老人の独り言でございます。木々のざわめきだと思ってお聞きくだされば結構でございます」

「………………」

「殿下は穏やかな物腰の王子ではございますが、策略にかけては恐らくこの大陸一の切れ者でございましょう。卑劣な策略によって剣で敗れたあの日以来、クラウス殿下は文武に励み、今ではわが国の王子であり、元帥として国を支えております」

「……貴様らは軍を持つことを禁じられているはずだ」

「ええ、ですから、クラウス殿下は、その腕でなく頭脳で領土を取り返そうとしております。そして……」

　ゼバスティアンはまっすぐヘレナを見つめ、言った。

「貴女様を救おうとしております」

「私を？　笑わせるな、たとえ戦争になって我が国が負けることになったとしても、敵国の王子に助けられるほど落ちてはいない」

「いえ……戦争にはなりません」

「は？」

「無駄な死者は出さない。それが、王子がこの戦いを申し込むに当たって決めたことでございます」

「だから弱小国と言われるのだ。そんな無理なことを……」

「王子なら出来ます。ヘレナ様も、この国も、我が国も救うことが」

「お前……？」

　怪訝な面持ちで自分を眺めているヘレナに、ゼバスティアンは微笑を浮かべた。

「というわけで、私を殺してしまうと、全ては謎に包まれたまま……ということになりますよ」

「………………」

　彼の笑顔がどことなくクラウス王子に似ている……そんな錯覚に見舞われながら、ヘレナは自嘲めいた笑いを浮かべた。

「命乞いをする相手を間違えるなよ……」

　ヘレナは心を閉ざした、冷めた物言いをして、老人を暗い牢屋に一人、置いていったのだった。







四　謎の謀




　月影が長く伸び、時刻は深夜を回った。

　ハレホーフ城の裏庭では、やる気の無い見回りの騎士と逢引を楽しむ侍女たちの囁きが、小さく風に舞っていた。

「全く、今日もたるんでいるな……」

　いつもならその現場を取り押さえ叱り飛ばすヘレナであったが、今日ばかりはそんな平和ボケした状況がありがたかった。

　一人、コケの生えた寄宿舎の階段に座り、ヘレナは悩んでいた。

　いや悩んでいるというのとは少々違う。迷っているというべきであろうか。

　ともかく、隣に誰かが座ったことにも気がつかない程、彼女は物思いに耽っていた。

「ヘレナ隊長」

「おわっ!?」

「お前さ、驚いたからってすぐ刃物を突きつける癖はやめてくれないか？」

「……突然話しかけるな。下手をすると殺されるぞ？」

　ヘレナは同僚の騎士の喉元に突きつけていたナイフをしまうと、ブツブツと文句を言いながら再び階段に腰を下ろした。

「そのナイフ、まだ持っていたんだ」

「ああ、覚えていたか。私が初めて姫様の外遊に同行した時に、襲ってきた男を刺したナイフだ」

「そうそう。あん時、俺まだひよっこでさぁ。素人の男に素手で吹っ飛ばされて、みっともなかったなー」

「お陰で初陣で怪我をするハメになった」

「ははは、すまなかったな」

「構わん。お陰で一気に親衛隊長まで登ることが出来た」

「……ホントなら、お前の実力があれば、騎士団長まで上り詰めることも出来たはずなんだけどな」

「お前の気苦労を見ていると、騎士団長にはならないでよかったと思うぞ。……ガルフ騎士団長」

「王直属の私兵団に比べりゃ、気が楽だが…………」

　気だるい空気の中、ガルフ騎士団長と呼ばれたヘレナの同僚はなんともいえない笑みを浮かべ、ヘレナの深く蒼い瞳を見つめた。

「あの時から俺は三度、新しい鎧と剣を支給された。ヘレナお前はどうだ」

「……見ての通りだ」

　ヘレナは物憂げな顔で自分の鎧を眺めた。

「だったらさ……もう、いいんじゃねえの？」

「は？」

「国を守り君主を守るのが騎士なら、騎士に必要なモノを与え、士気を高めるのが君主の務め。それが出来てねえんだ。そんな君主、君主じゃねえよ。この国はこのままじゃ終わるのが目に見えてる、一悶着あった方がまだ救われるってもんだよ」

「おい、お前――っ」

　ヘレナの肩にガルフの手が回る。

　カツン……と鎧がぶつかる音が小さく響き、ヘレナはガルフに抱きしめられた。

　彼女の頬に、同僚の栗色の髪が撫でるように触れる。

「行けよ。俺らハレホーフの騎士は、もう守るべき君主を見つけた。あの利発そうな王子様はいけすかねえけどよ。でも……信じるには値する」

「……ずいぶんと自信があるようだな」

「俺のカンは当たるからな」

　へへへ、と照れたように笑いながら、ガルフはヘレナから離れた。

「まったく……素人の男にド突き倒されていた男に背中を押されるとはな」

「はは、上に上がれば否が応でも成長するってもんだ。それに……少々この国の騎士に対する扱い、上っ面だけの王族、強引無知な王には少々辟易したところだからな。お前には損な役回りをさせちまうが、頼んだぜ」

「気にするな。孤児で何の後ろ盾の無い私に対して、お前や部下たちだけはよくしてくれた。せめてもの恩返しだ」

「ヘレナ……お前は――」

　ガルフは何か言いかけたが、その言葉を飲み込んだ。

　そして、ヘレナに手を貸すと立ち上がらせた。

「では、老骨逞しいあの執事を助けに行ってくるかな」

　ヘレナは何か吹っ切れたように背を伸ばし、前を向いた。

「あ、ちょっと待ってくれ」

　ガルフは歩き出そうとしたヘレナを慌てて止め、そして――。

　ヘレナの髪に手をまわし、しっかりと、男らしい口付けをした。

「んっ!?」

　驚くヘレナの身体に両手を回し、ガルフは硬く閉ざされている唇を無理やり割って舌を差し込んでいく。

「んんーっ！」

　唇に無精ひげが触れ、そのザラリとした感触にヘレナの背筋に鳥肌が立つ。

（クラウス王子……以外の男に……嫌……嫌だ！）

　ヘレナはその歯に力をこめた。

　ガリッ。

　皮膚を噛む痛々しい音が、ガルフの頭に響いた。

「――ってえええぇっ！」

　ガルフはヘレナを突き飛ばして、口元を押さえ悶絶した。

　その口からは紅い血が細く流れ、顎を伝わって地へ丸い跡を残していく。

「何をするんだ貴様はっ！」

　ヘレナは口の周りについた、ガルフの舌を噛んだ返り血を乱暴に拭い去ると、顔を真っ赤にしてガルフを睨んだ。

「いてて……。いや、もう、この先こんなチャンスねえだろうと思って、つい」

「つい……って、なんなんだ貴様といい、王子といい……」

　そこまで言って、ヘレナははっとして口を塞いだ。

　ガルフはそんなヘレナを、どこか悟った目で見つめる。

「やっぱ、王子にもやられてたか」

「やられたとはなんだっ！　モノには言い方ってものがあるだろう」

「で、王子の舌もこうして噛んだのか？」

「――っ！　ど、どうでもいいだろう、そんなことはっ!!」

「……お前って、ホント嘘つけねえやつだな」

　ガルフは警戒するヘレナに近づくと、ポンポンとその頭を軽く撫でた。

「幸せになれよ」

「お……お前……？」

　呆然とするヘレナから離れ、ガルフは彼女の背を軽く叩いた。

「ほら、行けよ。牢屋番には話しつけているんだからよ」

「あ……ああ……」

　ヘレナは混乱した面持ちのまま、牢が入っている塔へと走っていった。

　その背を見つめ、ガルフはふぅ……と大きなため息をついた。

「俺って損な役回りー」

　ガルフがそんなボヤキを上げているとも知らず、ヘレナは口元を押さえ走っていた。

（……王子……）

　同僚のガルフに口付けされた瞬間、彼女の脳裏にはクラウスのことが思い出されたのだ。

　ガルフにキスされたときは、クラウスにキスされたときのような胸の高鳴りは感じなかった。ただ、クラウスに会いたい。そう思ったのだ。

　誤魔化しきれない。

　これが自分の気持ちだったんだと、今更ながら感じた。

（……アイツも損な役回りだな……）

　ヘレナは苦笑を浮べ、牢のある塔へと到着した。

「……ヘレナ隊長……」

　息を弾ませて立っているヘレナに、見張りの兵が訳知り顔で目線を送った。

「頼む――」

「あーあ。ヘレナ隊長聞いてくださいよー」

「？」

「俺、超便所行きたいんすけどー。代わりの兵もいないんすよ？　なんですかこの人員削減。ああ、もれそー。というわけで、隊長。すんませんが、ちょっと見張り代わってもらえます？」

「へ？　あ、ああ……」

　見張りの兵はヘレナに牢の鍵を放り投げると、そそくさと茂みのほうへと姿をけしてしまった。

「……あいつ……大根役者だな……」

　ヘレナは苦笑を浮べたまま、塔の中へと入っていった。

　塔の中は暗く、人気が無い。

　カギを手に持ったヘレナは薄暗い地下牢を進み、ゼバスティアンを入れている牢の前に立った。

「寒くは無いか？」

　毛布一枚すらない牢の中、格子の隙間から月光を浴びている老人にヘレナは声をかけた。

「ヘレナ様。お待ちしておりましたよ」

　さも、ヘレナが来ることがわかっていたというような様子で、ゼバスティアンは微笑んでいた。

　ヘレナは厳しい目をゼバスティアンに向けると、詰問するような口調で彼に問い詰めた。

「お前に聞きたいことがある。今朝方、お前が王に言っていたことは真実か？」

「戦時中、ハレホーフがバンブルグの民を人質にとったということでございますか？」

「ああ。戦争条約においては、一般市民には手出しをしてはいけないことになっているはずだ。それを犯したとあれば……」

「真実でございます。ハレホーフはバンブルグの国境沿いの村々を襲い、平民を人質に取り、交換条件として国王と王妃を捕虜に差し出すようにと要求してきたのです」

「……お前たちはその挑発にのったのか？」

「ええ。王族は市民の汗と労力で生きております。その対価として、市民の命と平穏を守るのが我らの務めでございましょう？」

「それで……王と王妃を取られては、他国に実情を訴えて協力してもらうこともできなかった……というわけか」

「さようでございます」

　凛とした姿勢のまま、ゼバスティアンは言った。

　ヘレナは苦笑を浮かべると、牢の鍵を開けた。

「来い、隠し通路まで案内する」

「……よろしいのですか？」

「王を裏切ることは出来ないが、騎士道に反することはもっと出来ない。ついでに言わせてもらうと……貴様を殺してしまっては、謀の謎は解けないらしいからな」

　ヘレナはすっきりとした笑みを浮かべるとゼバスティアンの背を押した。

「さぁ、急げ」

　足早に地下牢を上がっていくと、入り口には見張りの兵が立っていた。

　足を止めるヘレナ。

　すると、その足音に気がついた兵は大きく背伸びをした。

「あーあ。夜は冷えるなぁ。トイレが近くってしょうがねえ。全く代わりの見張りもつけてもらえないんじゃ、ちょっとこの場を離れるしかねえよなぁ」

　そうブツブツと呟くと、見張りの兵は振り返ることもなくいずこへと消えていってしまった。

「ずいぶんと大根役者……でございますね」

「まぁ、演技の訓練は義務付けていないからな……。ほら、行くぞ……」

　再びゼバスティアンを促し地下牢から出るヘレナ。

　地下牢が置かれているこの塔は、王達のいる宮殿からは離れており、明かりも届かずこっそりと移動するには最適であった。

「見張りの兵は買収なさったのでございますか？」

「……いや、あいつは私の同僚のガルフ……ハレホーフ騎士団長が説得してくれたようだ」

「ずいぶんとヘレナ様は騎士たちに信頼されているのですね。さすが王子が見込んだ女性なだけはございます」

「ハレホーフの騎士たちは、貴族出の上級騎士にでもならない限り、王妃と姫の気分一つで所属を変えられてしまう。表向きは高待遇なようだが、実状不満を抱いている騎士も多いのがこの軍事国家の実状だ。だから、彼らを説得するのはたやすいことだ」

「では、きっとヘレナ様の味方は多いのでございましょうね」

「……ああ……意外に……一人ではなかったらしいな」

　月明かり以外の光源は無い、闇が過半数を占める宮殿の裏庭でヘレナとゼバスティアンは腰を屈めた。

　ヘレナが宮殿の裏手にある、森に通じる茂みを掻き分けると、どうにか人一人通れそうな獣道が現れた。

「この道を進み森をぬければ国をまたぐ街道に出る。そうすれば後は一人で戻れるだろう」

「……ヘレナ様は？」

「私はお前が逃げたことが発見される時間を出来る限り稼ごうと思う。だが、明日の午後には追っ手が探しに出るだろうから、今夜はきつくとも歩いて、なるべく早くバンブルグに入れ」

「それではヘレナ様に疑いがかかるのではありませんか？」

「私は大丈夫だ。仮につかまるようなことがあっても、仲間の兵が逃がしてくれるだろう」

　ゼバスティアンは心配そうな面持ちでヘレナを見ていたが、やがてゆっくりと首を縦に振った。

「ヘレナ様。この宮殿にはまだ貴女様の味方にならぬ、騎士ならぬ者たちもおります。くれぐれもお気をつけくださいませ……」

　深々と頭を下げたゼバスティアンは、そのまま森の奥へと消えていった。

「ふぅ……」

　ヘレナは息をつくと静かに立ち上がった。

（我ながら貧乏くじを引いたものだ）

　ヘレナはそんなことを考えながら裏庭を駆け抜けようとした。

　その時――。

「よう、ヘレナ。こんな時間に何してんだよ」

「なっ!?」

　突然、草むらから武装した騎士が数名、ヘレナに向かって飛び掛ってきたのだ。

「貴様らっ」

　奇襲にも関わらず、ヘレナは冷静に剣を抜き、襲い掛かる騎士の剣を受け止める。

　ギン……という金属音と共に騎士が一人地面へと吹き飛び、月明かりにヘレナとは違う騎士の紋章が浮ぶ。

「お前たちは……王直属の私兵団……」

　ヘレナは向かう刃を再び受け止めながら小さく舌打ちした。

（私がゼバステイアンを逃すことを悟られていたか……）

　ボルジア后の、抜け目のなさを失念していた自分を呪った。

「大人しくあの老いぼれを殺しておけば、そのまま姫様の乞食でいられたものを」

「あの老いぼれも、今頃森に隠れた仲間に殺されてるだろうがね。お前はホント無駄足ばかりする奴だな」

「――!!　やめろっ。お前は王を、この国を罪で染めたいのかっ」

「関係ねえよ。どこの王達も決まりごとばかり定めやがってよ。戦争に条約もクソもねえ。勝ったほうが勝者になるってだけだ」

「んでもって、俺らが勝者になるんだよっ」

　再び、飛びかかる騎士たち。

　ヘレナは隙間なく降りかかってくる刃をかいくぐりながら怒鳴った。

「やめろっ。お前たちを傷つけたくない」

「女のクセに、俺達に勝てると思っているのかっ」

「我らは国を守るために結束を誓い合った仲間じゃないのかっ？」

　甲冑で隠れた顔から、くごもった返事が聞える。

「お前を殺さなければ俺達が死ぬ。俺らだって所詮飼い犬さ。飼い犬は大人しく飼い主の命を実行するのみだっ」

　殺気だった男達は次々と剣を繰り出し、刃が月に妖しく照らされる。

　いくら国一番の剣技をもつヘレナとはいえ、多勢に無勢。

　この状況ではひたすら剣を避けることで精一杯である。

「くっ……」

　一際ガタイの良い騎士の剣を、無理な体勢で受け止めた瞬間、バキン……という音がヘレナの剣から響き、数十年使い続けてきた剣が二つに折れる。

　音もなく地面に落ちる剣を見て、騎士たちがせせら笑う。

「後生大事に、姫様からもらった剣を使い続けているからこんなことになるんだ」

「そうそう、自分の力を誇示してねえで、さっさと新しい剣を買えばよかったんだ」

「いやいや、この貧乏騎士。自分で剣を買うほどの給金ももらってなかったらしいぜ」

　ゲラゲラと笑いながらヘレナに詰め寄る騎士達。

　じりじりと押されながら、ヘレナは懐に隠してあったナイフに手を伸ばす。

「ナイフ一本ではどうする気だ？」

「お前のボロ鎧ですら貫けねえぞ」

　馬鹿にしたように騎士たちは言う。

「ああそうだな」

　ヘレナは諦めのため息をついてナイフを握った。

「でも……自分を殺すことくらいはできるだろう」

「なっ!?」

「恐らく、貴様らは私をすぐには殺しはしないだろう。死なない程度に痛めつけた後はきっと私を犯す気だろう？　そんな目に合うくらいなら……」

　ヘレナはたった一度、共に一夜を過ごしただけの王子を思って小さな微笑を浮かべた。

「私のことを襲ってよいのはあの男だけだ……」

「大人しくしろや、おらーっ」

　騎士たちが襲ってくるのを見ながら、ヘレナは静かにナイフを自分の喉元へつきつけた。

　冷たい刃先が喉に触れた――その瞬間。

　ヘレナの腕は力強い手によって動きをふさがれた。

　暖かく細い手。

　透き通るように煌く金の髪。

　長身を覆う濃紺の礼服をまとったその姿は――。

「クラウス王子……！」

　目を見開いて自分を見るヘレナに、クラウスはいつもの優しい笑顔を向けた。

「貴女は本当にせっかちですね」

「あ……」

　ヘレナの額にキスをしたクラウスは、彼女の手からナイフを奪った。

「お……おい、お前――――!?」

　突然現れたクラウスに、戸惑う騎士達。

「出来れば無駄な争いごとは避けたいのですが……」

　言葉とは裏腹に、クラウスから立ち上るオーラは戦いに慣れた騎士たちにですら、恐ろしいまでの威圧感を与えていた。

「てめえ……バンブルグの王子だな？　どうしてここに……いや、むしろ敵国の王子の首を持ち帰れば、俺は尉官に……いや、元帥になれるかもしれない！」

　恐怖を欲望で抑えた騎士達が、爛々とした目でクラウスを睨む。

「ああ、思っているより元帥という立場は良いものではありませんよ」

「何を言ってやがるんだひよっこ王子がっ！　お前はすぐにでもぶっ殺してやる!!」

「あぶな……っ!?」

　襲い掛かる騎士たちにヘレナが声を上げようとした。

　だが、それよりも早く、クラウスはナイフを片手に彼らの懐へと飛び込んでいったのだ。

「くっ!?」

　一瞬クラウスの姿を見失ったと思った騎士が、ガクンと倒れる。

「!?」

　自分でも気がつかない間に、鎧の隙間から差し込まれたナイフで脚の腱を切られていたのだ。

「わ……うああぁぁっ!?」
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　パニックになって剣をでたらめに振るう騎士の間をくぐり抜け、クラウスは次々と騎士達の動きを止めていく。

　剣を避ける身のこなし。

　鎧の隙間を的確につく正確性。

　彼の動きはハレホーフにいるどの騎士よりも正確ですばやいものだった。

「あ……あ……」

　ものの数十秒だった。

　十数人の騎士を殺すことなく、動きを止めたのは。

「ナイフ一本で……」

　ヘレナが恐れと尊敬の混ざった眼差しでクラウスを見つめる。

「お前……実は相当強くないか？」

「ナイフは剣よりも強し……というところですかね」

　クラウスは澄ました顔で持っていたナイフを眺めた。

「ああ、これまだ持っていてくれていたんですね……」

「これって……もしかしてお前っ!?　あの時の――」

「さあ、どうでしょうかね」

　クラウスは秘密めいた笑みを浮かべると、そのナイフを地面に突き刺した。

　クラウスの後ろでは脚や手を切られた兵たちが地に倒れ、呻いている。

「しばらくすれば見張りの兵があなた方を見つけてくれるでしょう。一年もすれば傷も治り歩けるようになりますよ。安心してください」

「き……貴様、なぜ我々を殺さない」

「生きていていただかなくては伝言を頼めませんからね」

「伝……言……？」

「ええ、王に何があったかを聞かれたらこう答えてください『バンブルグの王子はハレホーフの騎士を愚弄した。戦争は避けられない』と。そして『バンブルグとハレホーフの国境沿いの村にて、王子は兵をそろえて王の到来を待っている』と言えば話は早いですね。ああ、証拠として、旧バンブルグの紋章入りのナイフをそこに刺して置きますから」

「貴様……我々が名誉を傷つけられれば開戦せざる負えないと、謀ったのかっ!?」

「保険をかけただけですよ。どちらにしろハレホーフ王は兵をけしかける気でいたでしょうからね。ただ、ハレホーフ王自身が出てきていただかないと、余計な死傷者が増えてしまいますから」

　悔しそうに呻く騎士たち。

　しかしクラウスはそんなことを気にする様子もなく、ヘレナに手を差し出した。

「さ、行きましょうか」

「え？」

　笑顔で差し出された手とクラウスの顔を交互に見つめ、ヘレナは混乱する。

「捕虜、ですよ」

「ほ、ほ、ほ、捕虜!?」

「この場で敵国の王子にさらわれたとなれば、立場的には捕虜でしょう」

「しかし、森にはこいつらの仲間の兵が……」

「ああ、なんだか物騒な方が道をふさいでいたので、眠っていただきました」

　にっこりと笑う王子の後ろに、頭を下げるゼバスティアンの姿が見える。

「お前……ゼバスティアンを案内役にするために勅使として送ってきたのか!?」

「おおよその抜け道は地理的なことを計算すればよいだけですから簡単ですが、細かなところまでは確認できませんからねぇ。それより、寝ずに一昼夜馬を飛ばしてきたので、さすがに疲れました。早く城に戻りましょう」

「寝ずに!?　どうして……」

「だから言ったではないですか。貴女を捕虜として捕まえるためにですよ。それにハレホーフ王の気性とボルジア后の疑り深さを考えると……急がないと間に合わなくなりそうでしたのでね。事実ギリギリというところでしたし」

「……お前、もしかして心配していてくれたのか？」

「当然ですよ。貴女は大切なキーマンなのですから」

「だが、私にその価値は……」

「いいえ。貴女ほどの価値のある人はいないと言ったはずですよ」

　差し出した手を引っ込めずに、優しい微笑を月明かりにさらすクラウス。

　遠くからは、物音を聞きつけた兵たちが近づいてくる音が聞えてくる。

　ヘレナは感嘆と呆れの混ざったため息をつくと、微笑みながらクラウスの手を取った。

「このまま城に残っても、処刑されるだけだからな。仕方が無い」

「そうですよ。謎を残したままでは気持ち悪いでしょう？」

「……相変わらず食えない奴だ」

「最高の賛辞ですよ」

　ヘレナは呆れつつも、クラウスは微笑みながらも。二人は手をしっかりと握り合い、闇の森の中へと逃げていったのだった。
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「さすがに疲れましたね……」

　全く疲れていないような口ぶりで馬に乗ったクラウスは言った。

　そのクラウスの前に抱かれて馬に乗っていたヘレナは、ぼんやりとバンブルグ城を見た。

　森の中に隠していた馬に乗って、夜と朝をまたいで走り続けること半日。ようやくついたバンブルグ城は、なぜだか静まり返っているようだった。

「なあ、城がずいぶんと静かなようだが？」

「ああ、それは最小限の騎士や使用人しか残っていませんからね」

「なぜだ？」

「多くは野営地に陣を張りに行っています」」

「野営地!?」

「ええ。戦いには必需でしょう」

「しかし、ゼバスティアンは戦争にはならないと……」

「ええ、『戦争』には、なりはしないでしょうね」

　クラウスは表情一つ変えずに城門をくぐる。その彼の顔を見ながら、ヘレナは首を振った。

「やはり、食えない男だ」

「最高の賛辞です」

　そんな取り止めのない会話をしていると、ガランとした厩舎から若い馬丁が駆けつけてきた。

「師匠はもう野営地へ行っております」

「そうですか。彼は腕の良い馬丁なので助かります。では私達の馬もよろしくお願いします」

　クラウスは淡々とした調子でヘレナを馬から下ろすと、ゼバスティアンの馬と共に馬丁に手綱を渡す。

　疲れた馬達が脚を引きずりながら厩舎へ入っていくのを見送ると、、クラウスとゼバスティアンも疲れたように背伸びをした。

「では夜になりましたら再び出発しましょう」

「はい。それまではゆっくりとお休みくださいませ」

　クラウスとゼバスティアンは軽く頭を下げると、互いに思い思いの方向へと脚を向けた。

「あ……えーっと……」

　一人ぽつんとしていたヘレナは、どうしたものかと城の入り口で立ち尽くしていた。

「何をしているのですか？」

「あ、いや。私はどこへ行ったらよいのだ？　やはり牢屋か？　空いている使用人用の部屋か？それとも捕虜用の部屋でもあるのか？」

「貴女は私と共に来てください」

「わっ？」

　クラウスに手を引かれ、長い廊下を歩くヘレナ。

　やがてついたその場所は、以前も入ったことのあるクラウスの寝室であった。

「お、おい。なぜ私を牢へ連れて行かないのだ？　人手が足りないのか？」

「確かに、牢を管理する騎士も出払ってますね」

「で、では、私は自分の足で牢へ行くぞ。今更逃げもしないし、信用してくれ」

「はいはい。信用していますから、部屋に入ってください」

　そう言うと、クラウスはヘレナの背中を押して部屋へと入った。

　クラウスの部屋は柔らかい日差しが差し込み、暖かく、たった一晩過ごしただけのヘレナを懐かしい気分にさせてくれる。

「今夜にはハレホーフとの国境沿いに野営地が出来上がっている予定です。一休みしたら日暮れには再び出ることになります。シャワーを浴びたら出来る限り身体を休めましょう」

　口調は淡々としていたが、さすがにまる二日休んでいなかったクラウスの目の下には薄く隈が出来ている。

　気だるそうに上着を脱いだクラウスは、扉の前で立っているヘレナを抱きかかえると、廊下とは反対側についているドアへと向かった。

「お、おいっ。なんだ、どこへ行く!?」

「シャワーですよ？」

「はぁあ!?　バカか貴様っ。そんなもの一人で入るものだぞっ」

「残念ですが、この部屋にはシャワーは一つしかないので、時間の短縮のためには一緒に入っていただいた方が助かるんですよ」

「時間の短縮って……なっ、おい、やめろっ。服くらい一人で脱げ……じゃなくて。いいから。わかったからっ。タオル、タオルを貸してくれ。そうしたら一緒に入るからっ」

　服を脱がそうとするクラウスに顔を真っ赤にして抵抗していたヘレナは、しぶしぶと渡されたタオルで身体を隠しながら服を脱いだ。

　タオルを身体に巻きつけると、彼女はクラウスより一足先にシャワールームへと入る。

　簡単なユニットバスで出来た浴室には、品の良い猫脚のバスタブに泡の立てられたお湯が並々と張られていた。

「泡風呂なので、隠さずとも見えませんよ」

　興味津々といった風に泡風呂を覗いていたヘレナに、後ろから声がかかる。

「って、貴様は少しくらい下を隠して入って来いっ」

「今更照れることも無いでしょう」

「そんな状態のモノを見せられたら誰でも照れるっ！」

「男性として当然の状態だとは思いますけれどもね」

「わっ、わっ、く、来るなっ」

「シャワーはそこにしかないんですよ」

　平然とした態度でシャワーを浴びる始めるクラウスにヘレナはいささか拍子抜けし、おずおずと泡の張ったバスタブへと身体を沈めていく。

　疲れてこわばっていた身体が、じんわりとほぐれていく。

　そうして手足を伸ばしていたヘレナに、クラウスが目線を向けた。

「ああ、ほら、ヘレナも身体をしっかりと洗わないといけませんよ」

「やっ!?　お、お前がシャワーの前にいるから、使い終わってからと思って……や、やめろ自分でできるっ。おいっ、さ、触るなっ……んんっ!?」

　自身を洗い終えたクラウスはヘレナの後ろに座り、彼女の身体を優しく撫で始める。

　髪も身体も泡だらけになり、ヘレナはその手から逃れようとする。

　だが、しっかりと絡みついた彼の手はぬるぬるとヘレナの全身を擦り、快感を与える。

「はっ……あ……あぁ……」

　クラウスは左手で泡で濡れた乳房を掴み、右手で下腹部の敏感な部分を優しく愛撫する。

　ヘレナの全身が一気に熱くなる。

「ふっ……あ……こ、擦っちゃだめ……っ」

　彼女は背中を丸め全身に流れる快感に耐えようとしている。

「せっかく洗っているのに、ここはどんどん、ヌルヌルになってしまいますねぇ」

「だ、誰のせいだと……んんっ！」

　固くなった陰核を指で挟まれ、ヘレナはビクビクと脚を震わせた。

　背中に感じていたクラウスのモノが、より一層固く大きくなった気がする。

「へぇ……少し痛い位が好みなんですね」

「ちが……あぅっ……く……んっ……」

　クラウスの指が、ぬるりとヘレナの中に入る。まだほぐれきっていない孔からは、指が入る感触がダイレクトに伝わり、ヘレナは下腹部の違和感と快感の狭間で大きく息を吐く。

　クラウスがゆっくりと指を出し入れすると、暖かいお湯が自分の中に入り込み、愛液が溢れるように出てくる。

　かすかに感じる痛みと圧迫感で、ヘレナは身を固くしてクラウスの手を握った。

「まだ慣れませんね……」

「あ……当たり前……だ……あぅう……」

「それは困りました」

　クラウスは小さく呟くと、ヘレナを立たせた。

「何を……」

「はい、ここに手をつけて……」

　クラウスはヘレナの後ろから手を握ると、その手を壁につけさせた。

　小柄なヘレナはそれだけでバスタブに爪先立ちになってしまう。

「せっけんで手が滑る……」

　ヘレナは必死で壁を掴もうとするが、泡で濡れた手はズルズルとすべり、クラウスにお尻を突き出す形で背を向けてしまうことになってしまった。

　羞恥心から、必死で足を閉じようとするヘレナ。

　しかし、クラウスはその閉ざされた脚の間に自分のモノを差し込み、ケモノのように腰を動かし始めたのだ。

「あっ……だ、だめっ……は、入っちゃう……あぁっ！」

「脚、開いたら入ってしまいますよ」

「ひどっ……んっ」

　敏感な肉芯にクラウスの固い男根が擦れ、ガクガクと足が震えるほどに痺れが走る。

　ともすれば崩れ落ちそうになりそうな身体を必死で支え、ヘレナは耐える。

　もはや、クラウスの男根を滑らせているのは泡でだけはなく、ヘレナの密孔から溢れた愛液である。

「あ……あうぅ……はっ……ホント……っだ、だめっ」

　下腹部からジンジンと響く刺激と、熱くなっていく下腹部に耐え切れず、ヘレナの腰が落ちそうになる。

（入ってしまう……！）

　ヘレナは期待と恐怖が混ざった不思議な感情に支配された。

　しかし、ヘレナの腰が落ちる直前、クラウスの手ががっしりと彼女を支えたのだ。

「だめですよ……私も……我慢しているのですから……」

　クラウスは目を細めて喘ぐヘレナの耳元に口を寄せると、荒い息を吐きながら囁く。

　自分のイジワルが台無しにされるのが我慢ならない……と、いった風である。

「クラウス王子……貴様わざと……あうぅっ！」

　ヘレナは王子の小悪魔のような笑みに、全身が震えた。

（ああ……私は……）

　ヘレナは彼の与えてくれる嗜好が自分にとって快感であることに気がついた。

「ほら……脚が震えていますよ？」

「ふぁっ……ああぁ……だめぇ……耐え切れな……いっ」

　ヘレナはクラウスの先端が大きく陰核を擦った瞬間、大きく身体を痙攣させ、愛液を溢れさせていった。

「ん……っ！」

　彼女の痙攣する脚が強く絞まった時、クラウスも大きく息を吐き、白濁した精液をヘレナの脚へと流す。

　互いに不器用な格好で抱き合い、再びバスタブへと沈んでいく二人。

「貴様は……イジワルな奴だな……」

「それも、最高の賛辞です」

　荒い息を吐きながら、二人は自然と唇を寄せ合い、確かめるようなキスをした。

（もう……逃げられないな……）

　ヘレナは肩で息をしながらクラウスの胸にもたれかかり、吐息を漏らしたのだった。







五　真実と謀




　シャワーを浴び、泥のように眠ったヘレナとクラウスが目覚めたのは四時間後だった。

　当たり前のようにヘレナをベッドに連れ込んだクラウスは、そのまま、深い睡眠に入っていたのだ。

　当のヘレナも、再び裸でクラウスと寝ることに抵抗を示したが、一晩中寝ずに馬に乗ってきた疲れからか、大して文句も言わずにそのまま彼女も眠りに入っていた。

　だが、兵としての訓練が行き届いているヘレナは夕刻の日差しを感じ取り、スッと目を開けたのだ。

「おはようございます」

　しかし、王子であるはずのクラウスも、短い睡眠でしっかりと体力を回復したようで、ヘレナが目を開けた瞬間、彼がさわやかな笑顔で自分の髪を撫でていたことには驚いた。

「……貴様は頭脳派かとずっと思っていたが、現役の騎士以上に体力も技量もあるな」

「光栄です」

　――クラウス王子には敵わないな……。

　ヘレナは内心舌を巻いていた。

　全てはこの王子の手の内。今更国に戻ることも出来ない自分はもう、成り行きに任せるしかない。

　軍人らしい潔さでヘレナは覚悟を決めていた。

　それに……ヘレナはこの王子が何を企み、どうして自分をここまで引き回すのかが気になっていたし、なにより、王子自身に興味があったのだ。

「出発までまだ時間があります。もう少し休んでいて結構ですよ」

「大丈夫だ。王子よりも騎士が長く惰眠をむさぼるわけにもいかないしな」

　ごそごそとシーツで豊満な胸を隠しつつ上半身を起こしたヘレナに、王子はベッド脇においてあった温かい紅茶を渡した。

「目覚ましにどうぞ」

「……ありがとう」

　捕虜としての扱いにはいささか分が過ぎる気がするが、もう、その点については今更聞く気もなかった。

　ただ、ヘレナはどうしても確認したいことがあった。

　香り高い紅茶を口に運びつつ、彼女は隣に座るクラウスの顔色を伺うように聞いた。

「一つ……聞きたいことがあるのだが」

「なんでしょうか？」

「ゼバスティアンが言っていたのだが。数十年前の戦争で、ハレホーフは戦争条約を破り、バンブルグの民を人質にとったそうだが、それは本当のことか？」

　――戦争条約。争いごとの取り決め。

　この決まりごとがある限り、たとえ戦争になったとしても、王族でも騎士でもない一般市民の命は保障され、無駄に命を奪うことなくフェアに戦いを行うことができるというものだった。

　そう。戦いに参加する騎士のみならず、王族貴族はこの条約を覚えること、遵守することが要求されるはずである。

「もし……本当にハレホーフが条約を破り、そんな卑劣なまねをしたとしたら……。私はあの国に殉ずるべきか……」

「…………………」

「教えてくれ。それは本当なのか？　それが原因でバンブルグは大敗を喫したのか？」

　クラウスは頬杖をつき、何か考えているようであった。

　明るい青い瞳が迷うように揺れている。

　しかし彼は目を閉じると、雑多な書類が置かれている机の上を指差した。

　机の一番上には、正式な紋章が書かれた見事な羊皮紙が置かれている。

　ヘレナはそれに見覚えがあった。

「これはハレホーフの紋章……ハレホーフ王のサインまでも署名されている……」

　手を伸ばして取ったその羊皮紙には、バンブルグの国境沿いの村人を捕虜として人質にとったこと、解放して欲しくば負けを認め、バンブルグの王と王妃を身代わりに差し出すこと。他、軍を手放すことや、領土の大半をハレホーフに差し出すことなどの要求が書かれていた。

「……酷いな……」

　青ざめていくヘレナを見ながら、クラウスは淡々と語った。

「その紙を渡されたバンブルグの王である私の父と、王妃である母は当然、ハレホーフへと身柄を差し出しました。こちらからも条件として父と母の身の保障は約束させたのですが……。数ヵ月後に両親は共に病死したとハレホーフから連絡が来たのです」

「それは……！」

「恐らく毒か何かで暗殺されたのでしょう。再三に渡り遺体を返還するように願い出たのですが、ハレホーフ側からは『もう埋葬してしまった』といわれるばかりでしたからね」

「……クラウス王子………」

　淡々と事実を述べていくクラウスには、悲しみも憎しみも見えなかった。

　ただ、全ての心情を押し殺そうとする、恐ろしいまでの厭世観が伝わってくる。

「しかし……この紙があれば……！」

　ヘレナはハッとしたように顔を上げた。

「なぜ、クラウスの手の中にこの証拠となりえる羊皮紙があるのだ？　こんな決定的な証拠、ハレホーフ王……いや、用心深いボルジア后が見逃すはずはないだろう!?」

「ええ、事実、この紙は両親が捕虜となった際に、共に回収されてしまいましたが、父と共に戻ってきたのです」

「……へ？　今さっき、父王は殺されたと……」

「殺されたのは母だけです。父は……たまたまハレホーフに居た心根の正しい方によって助けられ、この城に戻ってこられたのです。この紙を握ってね」

「それでは……」

「ハレホーフは敵国の王を逃がしてしまった事実を隠すため、、バンブルグ王も王妃も病死したと言い張り、さらにはバンブルグに王を立てることを禁じたのです」

「で、では、長年、王不在の王国としてきたのは……」

「ハレホーフの目を誤魔化すためですよ。父王を再び王として国を建て直そうとしても、再び狙われることは必至です。でしたら、私も甘んじて王子のままでいて、弱小国と謗られていたほうが水面下では動きやすいですからね」

「策略……だったのか……」

　ヘレナはクラウスの忍耐力、権謀術数には恐怖すら感じた。

「しかし、バンブルグ王は実際この城に戻ってきたのだろう。今はどうしているのだ？」

　ヘレナはふと思ったことを口にした。

　ニヤリといたずらっ子のような微笑を浮かべるクラウスの顔に、レナの胸がドキリと高鳴る。

「身近なところにおりますよ」

「身近……って……!?」

「ええ、本人的にはあのポジションが気に入っているようですね」

「おいっ。ま、まさか……」

「さ、そろそろ支度をしましょう。城門でゼバスティアンが待っているはずです」

　ふわりとヘレナの額にキスをしたクラウスは、寝癖のついた髪もそのままに、用意してあったシャツに手を通したのだった。
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「……何か私の顔についておりますか？」

　馬上のゼバスティアンがヘレナに問う。

　馬に乗るときも規律正しく、モーニングにマントといういでたちのゼバスティアンは確かに色々と気になる見た目ではあったが、それとは別の理由でチラチラと顔を見ていたヘレナは、慌てて顔を背けた。

「い、いやなんでもないっ。失礼した」

　その様子を見てクスクスと笑うクラウス。

　王族らしく良い素材で出来てはいるものの、シャツとズボンといったラフな格好をしたクラウスとヘレナは互いに別の馬に乗り、ハレホーフとの戦場の中継点となるバンブルグの野営地へと向かっていた。

　夕暮れと同時に出た今は深夜に近かった。

　月明かりを頼りに歩くことにも慣れたのだが、クラウスから提供された真新しい服の感触と、ゼバスティアンがバンブルグの王かもしれないという考えが、ヘレナの気をそぞろにしていた。

「な、なぁ……」

　クラウスの隣に馬を寄せ、小声で問うヘレナ。

「や、やはりゼバスティアンは……その……王……なのか？」

「だとしたら……驚きますか？」

「い、いや……。今更お前たちに驚かされることもないのだが……でも……自分の父上を家臣として……というか、執事として接するのはどうかと思うぞ……私には恐れ多いことだ……」

「ふふふ。ま、本人は楽しんでいるようですから」

　あくまでのん気な調子のクラウスに拍子抜けするヘレナ。

「貴様たちは賢いのか抜けているのか、肝が据わっているのか適当なのか、時々わからなくなるな……」

　呆れた調子で言ったヘレナの目に、かがり火の明かりが映り始める。

　とうとう野営地に着いたのだ。

　ハレホーフとの国境沿いに張られたバンブルグの野営地は想像以上に大きかった。

　この野営地だけで町が一つ作れるのではないのかと思うほど、夜目で見えるだけでもありとあらゆるものが揃っている。

　ヘレナは目を見張って、その光景に見入っていた。

「意外だな。こんなにもバンブルグは兵力をもっていたのか？　まるでバンブルグ王国中の民までも参戦しているようではないか」

「ははは。兵を持つことを禁じられていましたからね。彼らは家臣であって、騎士でもなんでもありませんよ」

「それもそうだったな。ということは、もしかして平民を騎士として仕立て上げたのか？」

「民は民、兵は兵ですよ。もちろん、鍛冶屋や馬丁、料理人や下男などは城の者を引き連れてきましたが、戦力としては考えていません」

「それにしてはずいぶんと人がいるように見えるが……」

「西の方にはガーフ国王の陣。ああ、あちらの陣営はティタニア連邦国家のものですよ」

「!!」

「他にも周辺諸国の騎士、ならびに王族がここに集まっています」

「やはり……周辺諸国も仲間に引き入れたのだな？」

「塵ちりも積もると山になるようでしたからね」

「よくこんな多くの国を説得できたな」

「……ペンは剣より強し。ですよ」

　これでは最強の軍力を誇るハレホーフの騎士団を持ってしても負けるであろう。

　ヘレナは元帥と言われる彼の手腕を認めざる負えなかった。

　と、同時に仲間の安否が心配になる。

（戦争にはならないとは言っていたが、戦いになれば少なからず犠牲者はでる……）

　ヘレナが美しい顔を曇らせていると、下の方から声がかかった。

「おや、クラウス王子。どこぞで姫様でもさらってきなすったのか？」

　馬の世話をしている馬丁であろう男がいそいそと近づいてきた。

　そして、クラウスの隣にいるヘレナを見てにこやかに笑った。

　ラフな格好で、髪を一つに結っているだけのヘレナだったが、金髪を月明かりにさらしたその姿は、クラウスと同じ身分だといっても通りそうなほどに美しかったのだ。

「姫……って……」

　ヘレナは憮然とした面持ちで馬から下りた。

「私は姫では――」

「男にとって、レディーは皆姫ですよ」

　ヘレナに続いて馬から下りたクラウスが、澄ました顔でヘレナの言葉をさえぎる。

「彼女は最賓客です。粗相のない様にお願いしますね」

「そうでございましたか。そりゃ、こんなむさ苦しいところに良くぞおいでなすった」

　馬丁は人の良さそうな笑顔を見せて頭を下げる。

　そして、再び顔を上げた瞬間、何かに気がついたようにまじましとヘレナの顔をみた。

「あ……おめさは……っ!?　本当に噂の姫様じゃねえかっ!!」

「なんだっ？」

　目を見開いた馬丁が大声で周囲の人々を呼ぶ。

「こりゃぁたまげた！　綺麗な娘っこだとは思ったけど、こりゃあまるで……」

「やっぱりあの噂は本当だったのか……」

「ああ、見たことあるぞ。ハレホーフの王族の行列の時に歩いていたぞっ」

　口々に言いながら、火事屋や調理人達が集まってくる。

「な、なんなのだっ!?」

「皆さん、ほら彼女が驚いてますよ。そんなに一斉に詰め寄ってはいけませんよ」

　うろたえるヘレナを守るように肩を抱き寄せ、クラウスは野次馬を散らす。

　それでもバンブルグの民たちは集まってくる。

　騒ぎに気がついた家臣たちも、どうしたものかと対応にあぐねいている。

「クラウス王子、どういうことだ――っつ!?」

　声を出したヘレナの顔に、石が当たった。

　驚いたヘレナは、鬼のような形相で自分を睨みつけている馬丁と目が合った。

「我らに石を投げるとはどれほどのことか、わかっているのですか!!」

　いつもは柔和なクラウスが、初めて怒りを顕に声を上げた。

　だが、馬丁は怯むことなくヘレナを指差し、負けじと怒鳴る。

「だけんど、この女子の国は俺っちの息子を殺したっ。息子だけじゃねえ、娘も嫁も人質にとられちまっただ。挙句にひでえ牢屋にいれるもんだけに、可愛そうに皆病気になっちまって……誰も帰ってきやしなかったっ」

「そうだっ。見ろ！　ここには本当は村があったはずなんだ。だが、ハレホーフの騎士どもが皆焼き払ってしまったんだ」

「俺らは騎士でも貴族でも王族でもねえ。畑耕して、年貢を納めて、ただただ毎日を暮らしていただけなんだっ。戦争には関係ないはずだろっ」

　そうだ、そうだと周囲から声が上がる。

「彼女が生まれたのは戦争が終わってからです。彼女には関係のないことですっ。責める相手を間違えてはいけません」

　怒気をはらんだ声でクラウスは周囲を威嚇する。

　しかし、興奮した民衆の怖さを彼はまだ知らなかった。

　いつもは温和なバンブルグの民が拳を振りかざして襲い掛かってきたのだ。

「チっ！」

　思わず小さくした打ちしたクラウスは剣を抜こうとした。

　その時――。

「どけっ！」

　ヘレナが自分を抱きかかえていたクラウスを突き飛ばしたのだ。

　とっさのことに剣を抜く間もなく、たたらを踏むクラウス。

　その彼の目に、馬丁に殴られ地面に崩れ落ちるヘレナの姿が入った。

「――殺すっ！」

　クラウスは誰もが怯むような殺気を出し、剣を抜き放った。

　しかし――。

「だめだっ！　やめろっ」

　ヘレナがすぐに身を起こし、クラウスを制する。

　そのあまりに威厳に満ちた彼女の様子に、クラウスは剣を握りしめ立ち止まった。

　ヘレナは王子が止まったのを見届けると、殺気立ってと自分を見ている馬丁、そしてその周囲の人々を見回した。

「――すまなかった」

　切れた唇から流れる血を拭おうともせず、ヘレナは頭を下げた。

　片膝を付き、頭をたれるその姿はまるで、神に許しを請う罪びとのようであり、壁画のような光景でもあった。

「お前たち民は我ら騎士の守るべき第一の君主。それを第二の君主である王に命じられ命を奪ったというのならば、それは何事も言い訳できぬ罪だ。許せとは言わない。本当にすまなかった」

　予想外のことに、馬丁はオドオドとヘレナを見ている。

　興奮していた群集が、波が引くように静まり返っていく。

　貴族や騎士がこうして平民に頭を下げることなど、決して無いことだったからだ。

「ヘレナ……立って下さい」

　クラウスはヘレナの手を取り立ち上がらせた。

　そして、怒りを抑えた様子で周囲の野次馬たちに視線を向けた。

「我ら王族が犯した罪は、必ず平和と繁栄という形で償います。だからもう少し、私を信じて付き合っていただけないでしょうか」

「でも、その女は……」

　まだ言い募ろうとする馬丁に、クラウスは鋭い目を向ける。

「彼女は最後の切り札なのです」

　ヘレナは殴られた傷よりも、切り札と言う言葉にズキリとした痛みを感じた。

「行きましょう、ヘレナ……」

「ああ……」

　二人は、ただ黙って見送る民と家臣たちに背を向けた。

　クラウスはヘレナの手を引いて、シンプルながらも一番大きなテントへと向かった。

　入り口にはゼバスティアンが微動だにせず立っている。

「ゼバスティアン……あの者たちを止めませんでしたね」

「ええ。家臣たちにも手を出さないようにと言い聞かせておきましたからね」

「なぜだ？　下手をすればクラウス王子まで巻き込まれていたかもしれないんだぞ」

「これを乗り越えなければ、ヘレナ様が国民に受け入れられることができないと思っておりましたもので。……まさか殿下があそこまで瞬間的に『おキレ』になるとは思いませんでしたが」

「私にもアキレスの一つや二つはありますよ」

　冷たく言い放ったクラウスはヘレナをテントの中へと促した。

　ヘレナがすれ違い様にチラリと見たゼバスティアンの顔には、優しげな笑みが浮んでいた気がした。
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「私のテントです。少々不便かもしれませんが、ここにはゼバスティアンしか入れませんので、安心してくつろいでください」

「かまわん。ハレホーフの騎士の詰め所に比べればはるかに意心地がいい」

　そう言って、ヘレナは暖かそうなベッドの上に座った。

「だが、王族のテントにテーブルもソファーもないのはいただけないな。まさか王子ともあろうものが、食事を地に置いて飯を食うのか？」

　クラウスはマントを脱ぎ、荷物からタオルや水などを取り出しながら言った。

「食事は他国の騎士や王族達と共にとります。そうすれば騎士たちの士気も高まり、王達の信頼も得られますからね。ついでに不満や普段聞けないような話も聞けますしね。その姿を見ている民も安心するでしょう」

「なるほど。それであそこまで民が王族に馴れ馴れしい態度を取れるのか。ハレホーフでは考えられないことだったぞ」

　クラウスは苦笑すると、ヘレナの隣に座った。

　彼はヘレナの赤くはれた頬と血の滲む唇に手を当て、眉をひそめた。

「私がついていながら、本当に申し訳ありませんでした」

　悔しそうに言うと、クラウスはそっと冷やしたタオルを傷口に当てた。

　痛みで一瞬ビクリと身体を震わせたヘレナだったが、すぐに微笑むとタオルを当てるクラウスの手に自分の手を重ねた。

「クラウス王子のせいではない。これはハレホーフの問題だ。そして、ハレホーフの騎士たる私が謝罪すべき問題なのだ」

「ヘレナ……貴女が参戦した闘いではないのですよ？」

「そんなことは民にとって関係のないことだろう。だが、民を守る立場にいる王族や騎士にとっては、子孫末代に続く問題になるのだ。だから、我々は一つの行動をとる際にとてつもない責任を負わなくてはならない。それが……力を持つ者の責任なのだから」

　凛として笑うヘレナにクラウスは安堵したように微笑んだ。

　そして、ゆっくりと顔を近づけていき――彼女の血の滲んだ唇にそっとキスをした。

「んっ!?　お、おいっ！」

「消毒です」

「バカっ。大した傷ではないだろう。これくらいの傷は騎士であれば――お、おいっ。聞いているのかっ!?」

　ヘレナの抗議も無視して、クラウスは彼女の血を舌で拭い、ついばむようにキスを繰り返す。

　ヘレナはゆっくりと押し倒されていく。

　以前とは違い、暖かい感覚が彼女の胸に広がる。

「どういう……つもりだ……？」

　それでもヘレナは唇を離したクラウスに問う。

「捕虜の扱いなんてこんなもの……でしょう？」

「む……た、確かにそうかもしれないが……」

「屈辱……ですか？」

　クラウスはヘレナの蒼い瞳を覗き込んだ。

　当然、彼の目には軽蔑も侮蔑も込められてはいない。

　ヘレナは何かを言いかけたが、やがて口元を緩め憂いを含んだ微笑をかすかに浮かべた。

「いや。むしろ……私などはここまで優しく扱われる立場ではないのであろう」

「ヘレナ……」

「ハレホーフ王は私一人を助けるためには来ないかもしれない。私はただの下働きの騎士に過ぎないからな」

「そんなことは――」

「すまないな、お前の助けになれなくて」

　ヘレナは、クラウスがぎゅっと拳を握ったのを感じた。

　何かを堪えるように顔をしかめるクラウス。

　いつもは底の知れない笑顔を絶やさないクラウスが浮べる苦しそうな表情に、ヘレナは不安になる。

「おい……私はなにか失礼なことを言ってしまったか？」

「貴女には価値があるんですよ」

「……いや、ただの騎士だ。しかも今では反逆者のレッテルを貼られた国賊だ。国へ戻れば処刑される身で――」

「貴女は姫なんですよ」

　クラウスは真面目な顔をしてヘレナを見ると、覚悟を決めたように口を開いた。

「……は？　何を言っている。女は皆姫とかいう戯言はもう十分だぞ」

「ヘレナ。貴女の本当の名はセントヘレーネ・ウルフガング・フォン・ハレホーフ。正当なハレホーフの王族ですよ」

「は……？」

　あまりに突拍子もない彼のセリフに、ヘレナは口を開けたまま呆然としている。

「貴女の母親はマリアーヌ・ウルフガング・フォン・ハレホーフ……。ハレホーフの正当な皇后でした。ボルジア后は元は側室であった第二女王。貴女の母であるマリアーヌ皇后を……殺し、貴女を孤児としてマジュリカ姫の専属騎士にしたて上げたのは彼女ですよ」

「う……嘘だっ!!　いくらなんでもそんなことがあるわけがないっ。証拠は……証拠はあるのかっ？　私が王族の血を引いているなんてっ」

　目を見開いて詰め寄るヘレナの金の髪を、クラウスはやさしく撫でる。

「貴女の血は……我が父より証明することが出来ます」

「……ゼバスティアン？」

「マリアーヌ皇后は元々はバンブルグ家の娘。つまり私の父の妹なのです」

「――――！」

「我がバンブルグでは王族、貴族は出生と同時に洗礼うけ、その際、出生証明書を記録されます。それは他国で生まれた貴女も例外ではありません。色の濃い金髪。深い青い瞳。全てが貴女がセントヘレーネ・ウルフガング・フォン・ハレホーフであるということを証明しています」

　ヘレナはただ呆然と足元に目を落として黙っている。あまりの事実に思考がついていっていないのだ。

「ちょっと待て、と言うことはゼバスティアンは私の叔父上に当たるということだな？」

「ええ」

「となると……クラウス王子、お前は私の……従兄妹になるということか？」

「兄妹でなくてよかったと、神に感謝していますよ」

　ヘレナは頭を抱えた。

　天涯孤独だと思っていた自分に、王族である身内がいる。

　それだけではなく、自分自身にも王族の血が、直系の血が流れているという真実に、頭がついていけなくなっていた。　

「なぜ……がたくさんありすぎて、もうわけがわからんな……」

「……黙っていてすみません。ですがことが複雑なため、いち時に説明するには――」

「いや。かまわん。少なくともこれで私が捕虜としての価値があるという謎が解けた。お前が私を捕まえたのは懸命な判断だったのだろう」

　すっきりとした笑顔でクラウスを見つめ返すヘレナ。

「強い強いとは思っていましたが……貴女は本当に強いですね」

「当たり前だ。私がハレホーフの姫であろうが騎士であろうが、捕虜という現状は変わらんのだろう？」

「……そうですね。ですが、明日には全てが納まるでしょう。信じて見ていてくださいセントヘレーネ」

「やめてくれ。私は今までどおりへレナと呼ばれたいし、今は単なる捕虜なのだから」

「……ヘレナ……」

　彼は細く長い指でヘレナの顎を掴むと、そのまま彼女に唇に口付けをした。

「んっ!?」

　突然のキスに驚くヘレナ。

　クラウスはかまわず、彼女のやわらかい唇をなぞるように自分の唇を這わす。

　ヘレナはゆっくりと力を抜いて、彼の舌を受け入れる。

「ん……」

　絡め、吸われるがままに、彼女は自分の舌をクラウスに任せる。

　やがてゆっくりと口を離したクラウスは、不思議そうにヘレナを見た。

「抵抗……しないのですか？」

「ああ……私はお前の捕虜だ。お前の好きにするがいい。騎士たちの士気を上げるために、慰みになってもかまわん。私を人間として扱ってくれたせめてもの礼だ」

　ヘレナのその言葉に、クラウスはムッとしたように眉をひそめた。

「クラウス王子……？　――あっ」

　突然、クラウスはヘレナの腕を握ると彼女をうつ伏せに寝かせた。

「そんなに優しく扱われるのがお嫌ですか？」

　背中から聞える声はどこかイラ立っていた。

「なっ!?」

「それとも……」

　ヘレナの腕を背中で組み伏せたクラウスは、空いている手で彼女の首筋に指を這わす。

　ぞくぞくとした痺れが、触られた首筋から全身に伝わってくる。

「貴女は大勢の兵にまわされるのがお望みなんですか？」

「ちがっ……わ、私はお前が望むならばと……んんっ！」

　彼女の言葉は途中で甘い叫びに代わった。

　クラウスが彼女の白く細い首筋に歯を立てたからだ。

　彼は痛さと快感の境の力加減で、ヘレナの白い肌に次々と赤い痕を残していく。

「や……あ……痕が……できてしまう……んっ」

　クラウスは赤く自分の歯の痕が残った箇所を強く吸い、彼の痕跡をしっかりと残す。それはまるで、ヘレナを自分のものだと証明しようと躍起になっているようでもあった。

「痕が残って……問題でも？」

　いつも稽古でいたるところにアザを作っているヘレナにとって、これくらいの小さな痕は気になるものでもなかった。

　だが、なぜか、この痕は彼女に女としての羞恥を呼び起こすのだった。

「も……問題はない……が……どういうわけだか……少々恥ずかしいのだ……」

　顔を真っ赤にして訴えるヘレナに、クラウスは抑えていたタガが外れたように大きなため息をついた。

「貴女は本当に……よく今まで純潔を保っていられたものですね」

　呆れたように呟いたクラウスは落ちていたタオルを拾うと、ヘレナをうつ伏せにしたまま、その両手を後ろ手に縛った。

「あ……また……っ」

　言いながらも、ヘレナは手から感じるきつい拘束感に酔いしれていた。

　服の隙間から差し込まれたクラウスの手がヘレナの胸を包み込む。

「あ……だ……めっ……私は汗……かいたままで汚い……」

　抱きかかえられたヘレナは自由の利かない身体をくねらせ、その手から逃れようとする。

　しかし、しっかりとまわされたクラウスの腕は彼女を逃さない。

「問題ありません。それより……これ以上暴れるようでしたら脚を縛りますよ？」

　熱を含みつつも冷たい彼の言葉に、ヘレナは覚悟を決めたようにその動きを止めた。

「お……お前は……酷い奴だ……んっ」

　既に固くなっている胸の先端を摘まれ、ヘレナはビクリと身体を震わす。

　全てをクラウスに任せたヘレナは、うつ伏せのままシャツのボタンを外されていく。

　後ろでに縛られているため、だらしなくシャツを羽織った状態で段々と裸にされていく自分に、ヘレナは異様なほどに興奮していた。

「あ……そこは……」

　ズボンのボタンに手をかけられ、思わず声を出すヘレナ。

「自分では脱げないでしょう？」

「う……」

　クラウスはさらりと言うと、仰向けにしたヘレナの下半身をさらけ出した。

　恥ずかしさのあまり、ヘレナは固く目を閉じて横を向く。

　クラウスはぴったりと閉じた脚の間に、そっと指を這わせる。

　ピクリとヘレナの脚が動く。

「何もしていないんですけれどもね。もう感じてしまいましたか……淫ら……ですね」

「く……」

　ヘレナは何も言い返すことが出来ず、歯を食いしばる。

　すると、彼女の脚に暖かく柔らかい何かが這う。

　クラウスの唇だった。

　愛おしげにヘレナの腿に唇をつけたクラウスは、その肌に舌を這わしていったのだ。

「あ……ん……そんなに……キスしな……いで……はうぅ」

　脚から始まった彼の口づけは、ゆっくりとももの裏側へと進み、まだ固い彼女の秘部へと近づく。

「う……あぁ……」

　恥ずかしさと快感で顔を真っ赤にしたヘレナは、思わずきつく両足を閉じる。

「や……そんなところ、舐めないでくれ……」

　潤む蒼い瞳に見つめられ、王子は少しだけ意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「ずいぶんとワガママな捕虜ですね」

「う……す……すまない……で、でも恥ずかしいのだ……」

　恥ずかしそうにうつむくヘレナの口元に、クラウスは指をそえた。

「では、代わりに私のモノを舐めていただけますか？」

「は……あっう!?」

　乱れた着衣の間から覗く彼のモノはすでに固く、大きくそそり立っており、以前はまともに見てもいなかったヘレナにとって、未知のものを見るような心地であった。

「そ……そんな……」

「では、やはり私が貴女のことを――」

「い、いや。だ、だめだっ」

　ヘレナは上半身をくねらせ、ゆっくりと口先を彼のモノへと近づけていった。

「は、初めてのことだから……その……良くしてあげられるか……わからんぞ……」

　上目遣いに見たクラウスは、青い瞳に怪しい光りを浮べて微笑んでいた。

　覚悟を決めたヘレナは口を開けて、固くなった彼のモノを咥えた。

「ん……」

　頭に手を置かれたヘレナは、思っていたよりも大きく熱いソレに舌を這わせ、口内で大きく擦った。

　溢れた唾液が口の端からだらしなく流れ落ちていく。

　自分の唾液だけではない。彼の先走る体液で口の中が溢れ、すぐに彼のモノはヌルヌルと滑りを増していく。

「ん……ぅっ」

　下を向いたままのヘレナにも、クラウスが感じ声を堪えている様が伝わり、触られてもいないのに狂おしいまでの快感が走る。

　――もっと、彼を感じたい……。

　そんな思いで、彼女はクラウスのモノを懸命に舐める。

「んっ!?」

　突然クラウスが片手を伸ばし、湿り気をおびた彼女のクレパスに指を這わしたのだ。

「男のモノを咥えているだけなのに、こんなに感じていたんですか」

「な、あっ……ふぅっ！」

　彼女の愛液を潤滑剤に、指を一本、二本と入れてくる感触に、思わず声を上げるヘレナ。

　少しずつ慣らされていっていた彼女の秘孔は、抵抗することなく指を受け入れ、その動きを堪能している。

　以前とは違う、純粋な快感だけが彼女の半身を襲い、無意識に身体が動いてしまう。

　しかし、クラウスは彼女の頭を抑え、屈みこむようにして彼女の動きを封じた。

「だめ……ですよ……。そのまま……続けてください……」

「んっ……」

　クラウスの荒い呼吸がますますヘレナを敏感にさせ、彼女の膣口を弄ぶクラウスの指に腰が抜けそうになる。

「やはり貴女は……感じやすい……ようですね……」

「ちがっ……あぁあっ。や、あっ」

　彼女の否定の言葉は、クラウスに敏感な芯を摘まれたことによって塞がれた。

　充血したそこを時には強く、時には撫でるように触る王子。

「んっふぅ……あっ……はうぅ。だ、だめぇっ」

　彼女の腰はガクガクと揺れ、全身を襲う快感で気を失いそうになりながらも、クラウスのモノを口に含んでいた。

「くっ……」

　クラウスも汗を滲ませ、彼女の頭を強く押し付けた。

「んっ……はっう!?」

　押し付けられた男根からはとばしる彼の精を口内で受けきれず、ヘレナの口からは白い体液が零れ落ちる。

　熱く、粘り気のあるソレの味と匂いが彼女の欲情を掻き立たせる。

　――どうしよう……下半身が熱い……。もっと……触って欲しい……。

　指を抜かれた彼女の中は、クラウスを求めて熱を増していた。

　だが、クラウスは涙目で自分を見つめるヘレナに気がつくと、ニッとイジワルな笑みを浮かべた。

「どうしましたか？」

「い……いや、なんでも……ない……」

　何でもないわけではなかった。身体は熱く火照り、下腹部からはぬるりとした愛液が流れ落ちる。

　それでも強情で恥ずかしがりやな彼女はクラウスを求める一言が言えず、彼から顔を背けた。

「そうですか？　ずいぶんと物欲しげにみえますが……」

「そ、そんなわけないだろうっ。き、貴様が満足すればそれでいいんだっ」

「……貴女がそう言うならわかりました」

「……へ？」

　あっさりと引き下がるクラウスに、ヘレナは拍子抜けした声を上げる。

「では、今日は色々あって疲れたでしょう。明日に備えて一眠りしましょう」

「え……あ……」

　物足りなさと彼を求めるほてりで、お預けを食らったような気分になるヘレナ。

「わ!?」

　クラウスはもの言いたげなヘレナを抱きしめると、そのままボフ……とベッドに横になった。

「ああ、そうそう。私といるからには一人でスルのはダメですよ」

「し、縛られた状態でできるかっ！」

「おや？　やはりする気でしたか？」

「なっ!?　じ、自分でそんなことするわけないだろう!?」

「どうでしょうかね……」

「ほどけっ」

「だめです。素直にならなかったお仕置きです」

「くっ……」

　ヘレナは言いたかった。自分で自分を満足させることなんて出来ない。私は……あなたを求めているのだと。

　だが、それを言葉にすることの出来ない彼女は、すねたようにクラウスに背を向け寝るしかなかった。

「………………」

　背中に感じる彼の温もりが、涙が出るほど愛おしい。

　ヘレナは思っていた。

　自分はこの底の知れない、自分勝手で策略家で、それでいて果てしないほど優しくて、ちょっとだけイジワルなこの王子のことを愛しているのだと。

　言えるわけがない。

　助けられたとはいえ、自分は敵国の捕虜で、姫で、利用されているだけ。

　こうしてクラウスの気まぐれな遊びに付き合えるだけで幸せ。

　明日には首をはねられてもおかしくはない自分なのだ。

　ヘレナはクラウスに気がつかれないように、細く綺麗な涙をこぼした。

「ヘレナ……」

　突然、背中を抱くクラウスが自分を呼ぶ。

「………………」

　返事をすれば自分が泣いていることがばれてしまうと思ったヘレナは、寝たふりをすることにした。

「……ふぅ……」

　そのことに気がついているのか、いないのか。彼はぎゅっとヘレナを抱きしめると、その自分に似た柔らかい金髪に顔をうずめ小さな、小さな声で呟いた。

「セントヘレーネ……私の愛しい姫」

　その声はあまりに小さく……ヘレナの耳には届かなかったのだった。







六　愛の謀




　翌日の騒ぎは酷いものだった。

　クラウスのテントで寝ていたセレナは、眠りを妨げるには十分すぎるほどの騒音に飛び起きて、慌てて剣を探したほどだった。

「あ……剣、折れたんだったな……」

　自分が寝ている場所がクラウスのベッドであったことを思い出し、裸の身体にシーツを巻いて乱れた髪をまとめた。

「……そういえば……クラウス王子が見当たらないな」

　テントの隙間から差し込む明かりで朝はもう過ぎている……ということはわかる。

　だが、一晩中自分を抱いて寝ていたクラウスの姿がどこにもないのだ。

「服……もない!?」

　クラウスどころか自分の着ていた服までもなくなっており、ヘレナはどうしたものかと途方にくれた。

「置いていかれたか……？」

　乱れた髪を撫でながらそんなことを考えていると、なにやらテントの入り口がゴソゴソ言っているのに気がついた。

「おはようございます。良く眠れましたか？」

　クラウスが大きな荷物と水を張ったタライを抱えて入ってきたのだ。

「お……おはよう……。って、何をしているのだ？」

　ひと一人が余裕で入れそうなほどの大きさのタライを下に置くと、クラウスは荷物を解きながら言った。

「身体、洗いたいかと思いまして。残念なことに野営ではこんなものくらいしか用意が出来ませんが、持って来ました」

「そんな……わざわざ王子自ら持ってこずとも……」

「はは。貴女が裸で寝ているのに、家臣に運ばせるわけにはいかないでしょう」

　クラウスは笑っていたが、目は本気だった。

「それと……こちらが絹のタオルと着替えのドレスです。まぁ、貴女に害が及ぶことはけしてないとは思いますが、念のため、胸当て程度はした方がよいかと、軽鎧くらいは用意させていただきました」

「あ、ありがと……」

「そうそう、これは新しい剣です。これも念のため護身用として持っていてください」

「え……あ……そ、そんなに……」

　次々と出される、真新しい自分の装備。

　ヘレナはどうしてよいかわからず、シーツに包まったままオドオドしている。

「どうしました？　なんでしたら、私が身体を拭いて差し上げましょうか」

「そ、それくらい自分でできるっ。私だって騎士として野営くらいしたことはあるしな。自分のことは自分でできるっ」

「それは残念です。では、私は入り口を見張っていますので、着替えが終わったら出てきてください」

　いつものように優しい笑顔を浮かべて背を向けたクラウスに、ヘレナは声をかける。

「待ってくれ」

「？」

「あの……ありがとう……ございます」

「いいえ。こちらこそ」

　礼を言われた瞬間、クラウスの頬が赤くなったように見えたが、それもすぐ彼がテントから出て行ってしまったので定かではない。

　だが、ヘレナは満足したように微笑むと、暖かいお湯の張られたタライへと手を伸ばした。

　お湯に濡らした絹で身体を拭いていたヘレナは、ふと入り口でチラチラと動いている影に向かって声をかけた。

「王子。そこにいるのか？」

「もちろん。見張っていると言ったじゃないですか」

「……王子は、湯浴みはすましたのか？」

「私は裏手の川で事が済みましたから。着替えもここで済ませられますし」

「おい。捕虜の私がテントの中で湯浴みして、王子のお前が川で行水してそんなところで着替えだなんて、家臣たちに示しがつかないではないか」

「敵国の情勢を心配してくださるのですか？」

「う……。お、お前が余りにも軽率だからだ」

「ふふ。大丈夫ですよ。貴女は姫なんですから、これくらいの扱いは当然です」

「……お前のことだから、策略があってのことだろうが、あまり私を買いかぶるなよ。私は騎士として育てられていたのだぞ。気品も威厳も持ち合わせてはいない私を姫と崇める者はそういないだろう」

「統率者に必要なのは、絶対的な信頼とカリスマですよ。貴女なら大丈夫です」

「……過大評価だ」

　ヘレナはさっぱりとした身体に用意されたドレスとそれに合う簡単な鎧を着けると、宝石を埋め込まれた美しい剣を腰に下げ、外に出た。

「待たせたな」

　蒼いドレスに白銀の鎧を身につけたヘレナはまるで戦いの女神のようで、風に長い髪をたなびかせている彼女がテントを出た瞬間に、周囲の騎士がざわりとざわめいたほどだった。

「お前の用意してくれた剣は実にいいものだな。感謝する」

「え…ええ……いえ」

「どうした？　そんなに目を見開いて…………」

「……これは驚いた……。貴女にはいつも驚かされてばかりいる……」

「なんだ？　クラウス王子がドレスの上からプレートをつけろと言ったのだぞ。そんなに似合わないか？」

「いや……その逆で――」

「おお、姫様！」

　クラウスの言葉は昨晩の馬丁の声によってかき消された。

　ヘレナの姿を見つけたのは馬丁だけではない。

　昨晩のようにゾクゾクと民が集まってくる。

　クラウスが警戒し、そっと剣の柄に手を伸ばす。

「………………」

　だが、集まった民達は片膝を付いてヘレナに頭を下げたのだ。

「昨日は……大変失礼なことをしてしまいました」

「え……？」

「聞けばセントヘレーネ姫様もえらくご苦労なさっておったらしいじゃないですか。それなのに御身をバンブルグに捧げて償いをしようとしてなさる。そんなことも知らずに、本当にわしゃ失礼なことをしてしもうた」

「お上さんの考えは俺達浅はかな愚民にゃわからねえこったが、全てクラウス王子様に信じてお任せするのが一番ええとわかった」

「姫様に手ぇ上げてしもた罰は受けると。どうか俺達の国を救ってくれませんか……」

　口々に謝罪の言葉を述べる人々。

　遠巻きに、家臣やゼバスティアンが心配そうな面持ちで見ているのがわかる。

「…………………」

　ヘレナは困ったようにクラウスと目を見合わせると、やがて小さく笑った。

「お前に罰を与えるつもりも、そんな権利も私は持ち合わせていない。それはクラウス王子も同じだ。気にするな」

「しかし、それじゃ姫様に手ぇ上げてしまった詫びのしようがなかとだ」

「戦いはもうすぐ終わる。そしたらこれからもバンブルグを支えてほしい。それを詫びの代わりに約束してくれ」

　ヘレナは照れたような笑いを浮かべていた。

「……ほんに気高い姫様じゃ……」

「クラウス王子様、こんな姫様を嫁にもらったら良かとよ」

　ヘレナに許してもらえてほっとしたのか、緩んだ顔で去っていく民たち。

　その姿を見送り、クラウスはそっとヘレナの頭に手を置いた。

「本当に、貴女がこの国の王妃になっていただければ安泰なんですけれどもね」

「そ、そういうおべっかはいらないぞっ。あ、コラっ。勝手に人の頭をなでるなっ。人前だぞ、恥ずかしい！」

　頬を赤らめたヘレナの髪を撫でるクラウスの元に、ゼバスティアンが駆け寄る。

「殿下、来ました。国境沿いのゴーダの丘を決戦の場に決めたようです」

「……思ったより早かったですね。やはり焦っているのでしょう」

「はい。ハレホーフ王、さらにはボルジア后とマジュリカ姫も揃って参戦しております」

「!!　マジュリカ姫まで？」

　国を挙げての戦いに王や、その供として王妃が参戦することは珍しいことではないのだが、通常、最も弱く、最大の取引材料として狙われやすい姫が戦いの場に来ることは、滅多にあることではなかった。

「……おそらく、絶対的な勝利を信じているか……こちらの作戦に気が付いたか……」

　マントを身にまとい、元帥の顔になって相手の心理を考えているクラウスからは、いつもの柔らかな物腰も、柔和な雰囲気もなくなっていた。

　そこにあるのは国を守る王としての威厳と誠意だった。

　ヘレナはそんな彼の横顔を不安そうに眺めていたが、やがて顔を上げたクラウスと目を合わせた。

「大丈夫か？　言っておくが……ハレホーフの騎士達はかなり強いぞ？」

「……大丈夫です。貴女には一切手出しはさせません。いえ……家臣たちにも、民達にも一切の手出しはさせません。私を信用し、付いてきてくださいますか？」

「それは……私の……騎士の信条も、民の信頼も裏切らないと信じていいのか？」

　クラウスは力強い笑みを浮かべてヘレナに手を差し伸べた。

「もちろん」

「では、どこまでもついて行こう」

　ヘレナは口元に笑いを浮べ、彼の手を握った。

　クラウスは彼女の篭手に口付けすると、ゼバスティアンが用意していた馬に乗った。

「さあ、全てを元に戻す時がきました。帰りましょう、我らがあるべき場所へ！」

　ヘレナを馬に乗せたクラウスはトキの声を上げた。

　赤いマントを翻し、決戦の場へと馬を走らせる王子の後ろには、何百、何千という味方が彼の背を追ってきたのだった。
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　そこにはのどかな自然が広がっていた。

　いや、ハレホーフの軍勢と、対するクラウス率いる軍が互いに向かい合って、鎧に光りを反射している点はのどかな自然とは言いがたかったが、ゴーダの丘と呼ばれるバンブルの国境沿いの丘はただただ草原と木々が点在する、のどかな丘であった。

「ヘレナ。ここには昔、豊かな作物を育てていた村が存在していました。いえ……ここだけではありません、ここから先ほどの野営地まで、ずっと花咲き乱れ、人々が平和に暮らす地域だったのです」

「……それを焼き払ってしまったのが、ハレホーフ……なのか」

　クラウスは無言をもって返答とした。

　ぎり……と拳を握り、怒りを抑えるヘレナ。

「クラウス王子」

「はい」

「勝て。そして、信義を貫け」

「いいのですか？　貴女の祖国を負かすことになってしまいますよ」

「真が通せず何が王道だ。私はハレホーフの姫であったとしても心はまだ騎士だ。腐った国など祖国ではない」

　クラウスの馬に乗せてもらっているヘレナは、風に金の髪をなびかせ潔く言った。

　クラウスは自分の手に抱く戦乙女の肩に口付けをすると、ゆっくりと馬を歩ませ、兵たちの先頭に立った。

　ゴーダの丘を囲むように騎士が、そしてその中央に、戦いの王将となる王や代表者たちが集まっているのが見える。

「王……」

　ヘレナは君主であり、父であったハレホーフ王を見た。

「おう、ヘレナ。おめおめと捕虜に成り下がった分際で、敵国の王子に抱かれるとは大した度胸だな。お前には反逆罪以上の罪がある。たやすく死ねると思うなよ」

　軍勢の中央にいたハレホーフ王がヘレナに剣を突きつけ、喚く。

「この場にはボルジア后もマジュリカ姫も連れてきておる。裏切り者はどうなるか、我が家臣どもにもしかと目に焼き付けてくれるわ!!」

　ハレホーフ王の剣はヘレナだけではなく、クラウスの後ろ、横と、バンブルグに味方した近隣諸国の王達にも向けられていった。

「……ハレホーフの王。彼女は裏切り者でも捕虜でもありません。私は彼女をハレホーフに……いや、ハレホーフを彼女に返すつもりで連れてきたのです。理由はわかっておりますよね？」

「貴様……」

　ハレホーフ王はギリリと歯を噛み締め、悔しそうな顔を見せる。

「はんっ。色恋沙汰で戦争を仕掛ける気か、若き王子よ。元帥がそれではお前たち味方の士気もたかがしれておるわ。大方、近隣諸国を言いくるめて、この場に連れてきたに違いないが、ハレホーフは戦いの民。お前たちがいくら束になってかかってきたところで、敵うわけもない」

「ええ、そうでしょうね」

「なに？　お前何を考えておる？」

　クラウスの側に寄ってきていた周辺諸国の王達が口を挟む。

「わたくしどもは戦いに来たのではありません。見届けに参ったのです」

「なんと!?」

「条約を破り、市民を人質にとり、あまつさえその民のために身をささげた王族、さらには自分の身内を殺すようなものたちとは、真っ当な戦いが出来るとは思えませんからな」

「こうして戦いの条件を話している間にも、お主のほうから矢が飛んでこないかと、ハラハラしどうしじゃ」

　見下したように笑う他国の王たちに、ハレホーフ王は顔を真っ赤にして反論する。

「き、貴様っ。嘘八百並べて王達の気を引いたのか!?」

「嘘ではないでしょう。事実、あなたは私の母を殺し、さらには条約を守らせようとした、第一女王マリアーヌ様を……ヘレナの母までも殺したではありませんか」

「………………」

　無言のヘレナに代わり、王がつばを飛ばして怒鳴り散らす。

「ど、どこにそんな証拠があるんだっ。こやつは汚らしい孤児だ。ただ剣が上手いので騎士として育ててやった。その恩を――」

「王。彼に見覚えはありませんか？」

　王子は王の言葉をさえぎり、後ろに控えていたゼバスティアンを指差した。

「こ、こやつは我が国に宣戦布告を持ってきた汚らしい老人だろう」

「そうですか。ではこれでは？」

　王子が目で合図すると、ゼバスティアンは手に持っていた付け髭をつけた。

　重々しい髭で覆われた顔は、とたんに威厳を増す。

「……!!　 その顔は――バンブルグ王っ。生きていたのか……何年も音沙汰が無かったので、逃走中に殺されたかと思っていたが……」

「久しいな、妻とハレホーフに嫁いだ妹のお陰で私は逃げ伸びることができたが……。何年、この瞬間を息子と供に待ちわびたことか……」

　赤から、今度は真っ青になったハレホーフ王は、それでもなお言い募ろうと言葉を探す。

　だが、首を振ったゼバスティアン――いや、バンブルグの王は静かに、諭すように言葉をつむいだ。

「無駄だ。言い逃れはできぬよ。私は妻と供に人質交換のためにおぬし達の城に幽閉された。それを面倒見てくれたのはセントヘレーネの母である、我が妹だ。彼女は生まれたばかりのセントヘレーネを背負い、必死にお主の愚考を止めようとしたではないか。それを……血迷ったお主は――」

「違う!!　殺せと命じたのはあいつだ！　マジュリカの母であるボルジア后にたぶらかされたのだっ。アイツは、自分の娘を第一跡取りにしたいがばかりに……」

「今度は自分の妻に責任をなすりつけるつもりか？　一国の王が情けない……」

「ち、ちが――」

「ハレホーフ王よ！」

　焦るハレホーフ王の口をさえぎったのは、ヘレナの必死の叫びだった。

「王……なぜ……私を生かしておいたのですか？　母を殺したときに私を殺すことだって出来たはず」

　ヘレナがまっすぐハレホーフ王の目を見て言った。

「そ、それは……マリアは私を裏切って、敵国の王とその妻をかばって……だが……子供には罪は無い……気まぐれな親心が湧いてでただけだっ」

「だから私を……？」

　ハレホーフ王は苦々しげな表情を浮べ、履き捨てるように言った。

「わかっておる。セントヘレーネのほうが、マジュリカ姫よりも遙かに軍事国家であるハレホーフの跡取りとしてはすぐれておる。剣に長け、まっすぐで、忍耐強い。だが、それだけでは謀渦巻く王宮では生き抜くことはできん。乞食騎士として生きていれば、ボルジア王妃からも殺されることなく生き延びられたものを……」

　ヘレナはかける言葉もなく、ただ涙を浮かべて王であり、父であり、妻を見殺しにした弱い男を見つめていた。

　彼女の張り裂けそうな心は、自分をしっかりと抱きしめていてくれているクラウスの温もりで支えられていた。

「決まりですな。これでハレホーフ王の卑劣な手口は判明した」

　ぼそりと言う隣国の王。

「……私の弱い心に残っていた親心で、セントヘレーネまでもを殺すことが出来ず……、孤児として生かしておいたのが間違いだった……」

「間違っているのは貴様の方だっ！　例え、それがいくら国のためだとは言え、理を失っては、民は卑怯者の国の民だと後ろ指をさされ生きることになるのだぞっ。お前は王のクセにそんなこともわからないのかっ」

　ヘレナは拳を握りしめ、怒鳴った。

「私は死なない。でも、祖国を裏切るようなことはしない。殺された母のように……おろかな運命を止め続けるために生きるっ。お前らなんかに殺されてなるものかっ」

　蒼く、美しい瞳から立て続けに流れる涙を拭おうともせず、父王を叱るヘレナの肩に優しい手が触れた。

「クラウス王子……」

「ええ、貴女は死にませんよ。そして、だれも死にません」

「だが……どうやってこの戦いに勝敗をつける気だ？」

「……ハレホーフ王よ、私はあなたに戦いを申し込みます」

「なんと……？」

「前の戦いでは卑怯な手を使われたとはいえ、我が国は負けました。ですが、その大敗を今更なかったことにすることも出来ません。ですので、一対一。私とあなたで戦いましょう」

「ほほぅ、ずいぶんと気前の良い条件だな」

「ヘレナを殺さずにいた親心は、配慮するに値する善行だと思いますのでね。ハレホーフ王が勝てば、バンブルグ王国は二度の大敗を帰したことになる。バンブルグの領土も私と父の命も差し上げましょう」

「クラウス王子!?」

　ヘレナが小さく叫ぶ。

　しかし、クラウスは得意げに口角を上げると、まっすぐな瞳を向けて続けた。

「ですが……私が勝った暁には、先の戦いで没収していった領土の返還。そして……あなたの娘……ハレホーフの王女を我が妻にすることを約束してください」

「……貴様、もしや……！」

「そう。第一王女と結婚しバンブルグとハレホーフを統一させます」

「ふざけるのも大概にしろっ。もし私がここで手の一振りでもすれば、我が軍勢が怒涛のごとく押し寄せて――」

「ああ、それはないでしょう」

「なに？」

「私が何のために、何度もハレホーフへ親善試合を申し込みに行ったと思っているのですか？」

「……なっ!?」

「そう。今回のこの話。全てハレホーフの騎士たちに回っているのではないでしょうかね。いやぁ、私の部下はおしゃべりな者が多くて困ります」

「はっ!?　ということは、私の部下はおろか、同僚の騎士たちは全て……」

「ええ。貴女が正当なる王女だということは知っていますよ」

　――通りで、王直属の騎士たち以外は最近とみに、私に優しかったのか……。

　ヘレナは色々と思い出しては顔を赤くしていた。

「というわけで、ハレホーフ王の騎士達の部下以外は、戦う意思も士気もないでしょうね。ああ、そういえば直属の騎士達は現在療養中でしたね」

「くっ……どこまでも小ざかしい青二才がっ」

　――愚かな……。

　ヘレナは思った。

　指揮官たる者、部下の士気は常に把握しておかなくてはならない。なぜなら彼らは両刃の剣。その片側は常に自分に向いているのだから、ボロを出すことが出来ないのだ。

　頂点に立つ者はたとえ王であろうとも、孤独なのだ。

　そう……今目の前に立っている、飄々とした金髪の王子でさえ、恐らく……耐え難いほどの孤独に毎夜悩まされていたことだろう。

　誰にも自分の全てを明かすことは出来ない。それは大きな影となるかｒ。

　ヘレナは憂いと尊敬をこめて彼を見つめた。

　クラウスはヘレナの視線に気がつき、ス……っと小さく笑うと、歯が鳴るほど、怒りに燃えているハレホーフ王に向き直った。

「さて、これでご自身のおかれている状況がお分かりになったかと思います。この状況下で、私の出した条件は、貴方にとってさして悪いものではないでしょう？」

　ハレホーフ王は冷ややかな眼差しで自分を見ている他国の王や、やる気がそがれた様子の自分の騎士を眺め、ギリリと歯をかみ締めて頷いた。

「良かろう。腐っても軍事国家ハレホーフの王。貴様のような頭でっかちのひ弱な王子に遅れは取らぬ。数刻後にはこの丘は貴様と貴様の父親の墓地となっておるだろうっ。ヘレナっ！　貴様も反逆者としてこの愚者共とともに墓に入れてくれるわっ!!」

　ハレホーフ王は自国の家臣たちにこの戦いの条件を伝えるため、そして自らの装備を整えるため、稲妻のように馬を飛ばして去っていった。

「……クラウス王子……」

「ヘレナ……何を不安そうな目をしているのですか？」

「心配にもなるだろうっ。あれでもハレホーフ王は剣や武術をひとしきり修めた将軍だぞ。いくら貴様がすばやい動きでナイフを操れるからと言って、一対一で戦ったらどうなるかわからんぞっ。どうして兵を動かして戦わないのだ、この状況なら絶対に勝てるというのに……」

「ヘレナ……これは我ら王族の戦いです。土地と……名誉を賭けた戦いに、関係のない者の血は必要ありません」

「わかっている……。お前がそう言うことはわかっているが……でも……でも、私は――!?」

　クラウスは片膝をついて、ヘレナの手にキスをしていた。

　空いている手で口を押さえ、驚くヘレナ。

　恭しくもゆっくりと口を離したクラウスの目には、ハレホーフ王よりも、そして父のバンブルグの王よりも、もっともっと強い、威厳が込められていた。

「必ず……もう一度、貴女のこの美しい手に口付けをしに戻ってきます」

　それだけ言うと、クラウスはマントを脱ぎ捨て馬にまたがった。

　青い縁取りの、銀の鎧が太陽の光りを反射し、まぶしく光る。

「はっ!!」

　クラウスは鎧を煌かせ、一気に丘に駆け上がっていく。

　同時にハレホーフの軍勢の中から、準備の終わったハレホーフ王が飛び出してきた。

　互いの軍勢は輪を描くように、二人の王者が出会う決戦の場を取り囲んでいる。

　ヘレナが不安げに見守っているのと同じように、ハレホーフ軍の前線にはボルジア后とマジュリカ姫が不安げに王を見守っていた。

　円陣の中心でクラウスとハレホーフ王が馬をまわして間合いを取る。

「こまっしゃくれた小僧が……。貴様のでかい頭をもぎ取ってくれるわ」

　悪鬼のような形相をしたハレホーフ王が剣を突きつける。

「………………」

　対するクラウスは、静かにハレホーフ王を見つめ、やがて剣を引き抜いた。

　ハレホーフ王の持つ剣よりも細く、重心を計算されたクラウスの剣は手にしっくりとなじみ、彼に緩やかな力を与える。

　馬から下りた二人は、静寂の中、ゆっくりと剣を構えた。

　一陣の風が、固唾を飲んで見守る騎士や王族、そしてヘレナの髪を撫でる。

　――勝負は始まった。

「……ぅうああぁぁあああぁっ!!」

「あああああぁぁぁっ！」

　雄たけびを上げて振りかぶったハレホーフ王の剣を、クラウスは下からすくい上げるように受け止めた。

　火花を放ち、かみ合う刃。

　互いに振るう剣が幾度となくぶつかり合い、その度に鋭い音が晴天の空に響き渡る。

　クラウスの剣捌きは、練習試合で見せていたものとは遙かに異なり、相手の剣を受け流してはその力を利用して攻撃の勢いに乗せる、難しい剣術だった。

　クラウスは相手の力を使っては、ハレホーフ王の鎧の隙間に刃を差し込もうとしている。

「くうぅっ！」

　だが王もさる者。クラウスの滑らかな刃先を打ち落とし、何度も何度もクラウスに向けて剣を振るう。酷く乱暴に見えるその攻撃は最大の防御でもあり、ハレホーフ王が恐れられる所以ゆえんでもあった。

　しかし、クラウスは一瞬の隙を逃さなかった。

「はっ!!」

　青い瞳を光らせて、クラウスはハレホーフ王の剣を「柄」で受け止めたのだ。

　長大なハレホーフ王の剣を片手で受け止めたクラウスは、王の刃を横に滑らせ、受け流す。

　ガリガリと不快な音を立て、ハレホーフ王の剣が不恰好な形に傾いた。

「っつ！」

　バランスを崩したハレホーフ王の剣先が、クラウスの白い頬を裂く。

「クラウス王子っ！」

　クラウスの頬を流れる赤い血を見て、ヘレナが悲痛な叫びを上げた。

「ふっ！」

　クラウスは頬に走る痛みも気にせず、ハレホーフ王のがら空きになった懐に入り込もうとした――だが――。

「甘いわぁッ!!」

　ハレホーフ王は身を翻して、クラウスの脚に足掛けをしたのだ。

「くっ！」

　バランスを崩して膝を突くクラウス。

　その彼の頭めがけてハレホーフ王が力強く剣を振り下ろした。

　誰もが息を飲んだ……その時。

「はああぁっっ!!」

　クラウスは地に着いた自分の膝を起点にその身を回転させ、振り下ろされたハレホーフ王の剣を避けた。

　それと同時に、自身の剣をハレホーフ王の大きく振りかぶった腕に差し込んだのだ。

「ああああああぁっ!?」

　クラウスの鋭い一線は、鎧の下に仕込んでいた鎖帷子をも切り裂き、腕を大きく傷つける。

　痛みで声を張り上げるハレホーフ王の頬に、クラウスの剣の柄がめり込む。

　たまらず倒れこむ王の眼前に、バンブルグの剣先が突きつけられた。

「っ……はぁ……はぁ……」

　肩で息をしながらも、毅然とした顔で自分を見下ろすクラウスの目線に、ハレホーフ王は生まれて初めて恐怖というものを感じた。

「この剣を三センチ下に下ろせば、あなたの喉に刃先がめり込む。勝負は……決まりました」

「…………ではなぜ……その刃を下ろさぬ」

「……あなたがヘレナを殺さなかったのと同じ理由です。未来の妻の父は殺せませんからね」

　頬に血を流し、砂で汚れた顔に笑みを浮かべ、すがすがしいまでの笑顔で言い切るクラウス。

　ハレホーフ王はその顔をしばらく呆然と見つめていたが、やがて、小さく口元を歪ませた。

「…………ふっ……ふははははははっ。参った。私の負けだ。謀でも負け、剣技でも負けた。これ以上あがいては王としての技量まで負けてしまうというものよ」

「……ハレホーフ王……」

「しかし、軟弱かと思っていたがお主、相当の剣の腕前だな。ワシも老いたものだ。見る目がなくなってしまったようだな」

「いえ。ヘレナとの試合を繰り返すことで、ハレホーフ王の剣技のクセは大体把握しておりました。ヘレナの剣の腕前は、天性のもの。恐らく父王からの遺伝のはずだと思っていましたので、彼女と親善試合で戦えば王のクセもわかるかと」

「なんと……つくづく怖い男だ……」

　ハレホーフ王は負けを示すように剣を手放し、冑を脱いだ。

「お主の勝ちだ。バンブルグの次なる王。クラウス・ベーテン・フォン・バンブルグ」

　頭をたれるハレホーフ王の姿を見て、周辺諸国の王、そして全ての騎士達がざわめく。

「ハレホーフ王が負けを認めた……」

「バンブルグの王子は一人の死人も出さずに戦争に勝ったぞ……」

「まさに英知の王。……万歳！　バンブルグの王子に栄光あれ!!」

「万歳!!」

　小波のようにクラウスを称える言葉が広がる。

　ハレホーフ軍の先頭では、ほっとしたようにため息をつくガルフの姿も見えた。

「クラウス王子!!」

　ヘレナはクラウスに喜び勇んで駆け寄ろうとした。

　嬉しかったのだ、彼の偉業と彼の無事が。ただただ、それだけで、彼女は嬉しくて、クラウスの元へと走っていったのだ。

　しかし、彼女は見てしまった。

　ハレホーフ王に手を差し伸べ、助け起こそうとしているクラウスの背後から、マジュリカが矢を放とうとしている瞬間を。

「――クラウス王子っ！」

　ヘレナの叫びで異変に気がついたクラウスは、マジュリカ姫から放たれた矢が自分の胸元へと迫ってくるのを視界に捕らえた。

　間に合わない。

　クラウスがそう思った瞬間、太陽のように煌く髪が目の前に現れた。

「……ぁぁぁぁあああああっ！」

　そう。クラウスに駆け寄ったヘレナが剣を抜き放って、飛んできた矢を切り落としたのだ。

　パキン……と軽い音を立てて折れ、地へ落ちるマジュリカの矢。

「っ!?　なんて女っ！」

　マジュリカは自分の矢が折られたのを見て、慌てて次の矢を構えようとした。

「や……めろおぉぉっ！」

「ひぃっ!?」

　次の矢は放たれることなく、地面へと落ちた。

　クラウスの元から一直線に駆けつけたヘレナが、マジュリカの矢と弓を叩き落したからだ。

　抜き身の剣を持つ、元侍女であった女騎士の姿に恐れ慄き、マジュリカは腰を抜かして地面に這い蹲った。

「マジュリカ姫……」

　ヘレナはマジュリカの様子をみて、大きく息をついて呼吸を整えようとした。

　しかし……。

「うわああぁぁぁっ！」

　雄たけびと共に、隠れていたボルジア后が短い剣を振りかざし、ヘレナに向かって突進してきたのだ。

「チッ……」

　ヘレナは慌てて剣を構え直す。

「やめろおぉ！」

　しかし、ボルジア后の剣はヘレナに届くずっと前に、多くの手によって押さえられてしまったのだ。

　ヘレナの部下だった騎士、同僚の騎士達、そしてガルフがボルジア后の剣を、そして彼女自身を捕らえ、押さえつけていたのだ。

　ガルフが呆れたように頭を振った。

「女王陛下とはいえ、姫様に剣を上げることは無礼ですよ」

「そうそう、大体返り討ちにされるのがオチなんですから」

「オレらのヘレナ姫騎士！　こっちは任せてくれよっ」

　頼もしい笑顔を自分に向ける騎士達に、ヘレナは笑みを浮かべて頭を下げた。

「ありがとう……」

　そして、ヘレナは腰を抜かしたままのマジュリカに、鬼神のような目を向けた。

「マジュリカ姫様……いや、マジュリカ姫。往生際が悪いぞ。父王は負けを認めたではないか。それなのに貴様が汚い手口を使って勝てば、ハレホーフ一族は未来永劫下劣な王族として憎まれ、さげすまれて生きることになるんだぞ!!」

「う……。だって……だって……お父上が負ければ、私はあのクラウス王子の妻にならねばならないのでしょうっ？　い、いやよっ。あんな……あんな底の知れない王子っ」

「あんな王子とは無礼な言い草だな」

「確かに……お顔は素敵な方よ。戦っている姿も勇ましいし、頭も良さそう……でも……。私は、私のことを尊敬して大事にしてくれるお人じゃないと嫌なのっ。怖いじゃない、いつも見下されてバカにされそうで……」

「そうですね。私もできれば、一生の伴侶になる方は尊敬できる方じゃないと、嫌なんですね」

「クラウス王子……!?」

　いつの間にか側に来ていたクラウスが、冷たい目線でマジュリカを見下げている。

　その冷徹な眼差しにマジュリカの手が震える。

　ヘレナはその二人を見やり、ため息をついた。

「マジュリカ姫……王族の結婚とはそういうものだ……お前の母が私の母を殺したように、お前の父が私を生かしたように……全ては政略の中で生きるしかないのだ」

「で、でもっ。愛のない結婚なんてっ！」

「勝った国の王子が娶るといえば、女である姫は行くしかないのだ。だが……一つだけ言わせてもらうが……クラウス王子は決して怖い人間ではないぞ。彼は孤独で……哀れなほどに心優しい人間なのだ……そんな王子に娶られる女はきっと幸せになるだろう……」

　ヘレナは涙を堪えてマジュリカに言った。

　――本当は私が彼の元に……。

　だが、ハレホーフの第一女王を求めているクラウスに必要なのはマジュリカであって、ヘレナではない。

　苦しすぎる胸の内を押さえ、ヘレナはクラウスを見た。

　ニッコリと微笑み、自分の小指につけていた指輪を外すクラウス。

　彼はその指輪を指先でつまみ、膝をつき――ヘレナの手を取った。

「へ？」

　ヘレナはただ呆然と彼の動きを目で追っていた。

　クラウスはヘレナの指にスルリと指輪を入れて、軽い口付けをした。

　ヘレナを見上げる彼の目は優しさで溢れていた。

「というわけで、私は貴女の父上に勝ち、貴女を娶る約束を致しました。私の妻となっていただけますか？　セントヘレーネ」

「へ？　へっ？　ええええっ!?　ま、間違っているぞクラウス王子!!」

「いいえ。私はハレホーフの第一王女との結婚を希望しましたよ」

「わ、私は確かにハレホーフの王女になるのかも知れないが、この国の跡継ぎは第一女王であるマジュリカ姫だぞっ!?」

「ヘレナ、貴女は……マジュリカの姉ですよ？」

「え!?　そ、そんなわけは……。私は成人の儀だってつい先日したばかりで……」

「……ああ……そこまで念入りに誤魔化されていたとは……」

　クラウスはこめかみを押さえて、恐れ入った……とでも言うかのように首を振った。

「なぜ、ボルジア后が貴女の母親を殺したか……。それは、自分が第一女王の母になりたかったから。それで夫である王に、マリアーヌ王妃が兄であるゼバスティアンを助けようとしている裏切り者であるとそそのかし、私の母と共に毒殺したのです」

「そんな……」

「本当でございます」

「ゼバスティアン？」

　そっとクラウスの側に控えていたゼバスティアンが静かにうなづいた。

「マリアはわたくしに代わり毒の杯を空け……私を逃がしてくれたのでございます。もっとも、ハレホーフ王の行った作戦に最後まで反対していたのはマリアでございます。彼女は身をもって、ハレホーフを正しき道に進めたかったのでしょう……」

「ですが、マリアーヌ王妃の反逆罪なんて……体の良い理由だったんでしょう。先に生まれていた貴女を城門に捨てさせ、その時身ごもっていた自分の子、マジュリカ姫を貴女の代わりに、第一女王と言い張って育てたのですから」

「ということは……年齢までも騙されいた……ということなのか？」

「ええ、貴女はマジュリカの一つ上の姉ですよ。この国の第一王女で跡継ぎのセントヘレーネ・ウルフガング・フォン・ハレホーフ。父王が退き、ボルジア后が王族殺しの罪を受けることが決まっている今、貴女がハレホーフを納める女王となったのです」

「そんな……っ」

　突然のことに動揺するヘレナ。

　しかし、それ以上に動揺している者がいた。

「嘘よ!!　そ……そんなの嘘よっ」

　マジュリカ姫は半狂乱になって母、ボルジア后にしがみついた。

「お母様嘘よね！　だってどこにもそんな証拠なんてないじゃない。あんな汚らしい、剣しか振れない女が私の姉だなんてっ」

　ボルジア后が騎士達に身柄を抑えられながら、悔しそうにうなだれた。

「マジュリカよ……本当のことなのじゃ……」

「そんな……。で、でもほら、証拠とかないじゃない……ねぇ、見せてよ。証拠……」

　いつしか側に来ていたハレホーフ王が、マジュリカの肩を抑えて首を振った。

「バンブルグの王族は皆、生まれると同時に出生証明書を記録する。例え他国へ嫁いだとしても、バンブルグの血筋の者は末代までそれを記録され続ける。彼らが知に生きるといわれているのはそいうところからなのだよ」

「つまり……」

「ゼバスティアン・ベーテン・フォン・バンブルグの姪であるセントヘレーネ・ウルフガング・フォン・ハレホーフも出生と同時にその日時が記録され、教会に預けられているということだ。彼女は正真正銘、お前の……姉だ。もうこれ以上は誤魔化しきれぬ」

「そ……そんな……」

　マジュリカはガクガクと身体を震わせて地面に崩れ落ちた。

「へレナ……いや、セントヘレーネ」

　ハレホーフ王は覚悟を決めた顔でヘレナを見た。

「バンブルグの王子が言うように、お前は今からハレホーフの女王だ。お前の母を殺し、お前を騙し続け、さげすんだこの罪人である我々の裁きは、全てお前に一存する。夫となるバンブルグの王子相談するも、裁判し絞首刑にするも、その剣で、今ここで我々を斬首にするも、お前次第だ」

「………………」

　恐怖で涙するマジュリカ。

　真っ青な顔で自分を見つめるボルジア后。

　覚悟を決めた様子で、うなだれる父であるハレホーフ王

　彼らを交互に見やると、ヘレナは目をつぶり……剣を握った。

「ヘレナ……」

　そっと手を握るクラウスに微笑むと、ヘレナはマジュリカに剣を突きつけた。

「ひっ!?」

　生まれて初めて他人に剣を突きつけられ、パニックになりかけるマジュリカ。

「マジュリカ姫……軍事国家を称するハレホーフの王族が剣を突きつけられたくらいで、怯えてどうする。……お前には少し……いや、相応の鍛錬が必要だな」

「え……？」

「マジュリカ姫、お前は国はずれの聖騎士教会でしばし生きるがいい。そして、日々訓練し傷つく強き騎士たちのために働け。彼らの汚れを洗い、汗を流し、血に慣れよ。この世は美しいものばかりではないことを学べ。それがハレホーフの王族としての勤めだ」

　そしてヘレナはハレホーフ王とボルジア后に顔を向けた。

「一国の王が犯した罪は重く、償うには時が短い。お前たちは国の孤児院で、生涯その子供達の世話をし続けよ。我ら王族が片手を振るって起こした戦争が生み出した孤児たちに、自分達の手で謝罪し続けるのだ」

「ヘレナ……いいのか？　我らの罪はその程度のものではないだろう」

　恐る恐る顔を上げた父王に、ヘレナは苦笑を浮かべた。

「私を生かした親心……それに報いらず、女王になんかなれるわけもないだろう。それに……未来の夫が無駄な血を流さず戦争を終えたのに、ここで妻である私が、血を流させては本末転倒だろ。まったく……ぬるい夫をもつと苦労するな」

　剣を鞘に収めながら、ヘレナはクラウスを見た。

「ヘレナ。いや、セントヘレーネ。貴女はすばらしき女王ですよ」

「いや……ハレホーフは私一人の肩には大きすぎる。クラウス王子、私はお前の剣となりお前を支えよう。だから……私の……その……」

　頬を赤くし下を向いたヘレナに、クラウスの腕がそっとまわる。

　ヘレナを抱きしめたクラウスは、天に誓うかのように凛と声を響かせた。

「私は貴女のペンとなり、貴女をお守りしましょう。セントヘレーネ……私の妻……」

　周囲から祝福の拍手が起こる。

　ハレホーフの騎士達は明るい未来を期待し、敗戦国だったバンブルグの家臣たちは希望に満ちた明日を夢見た。

　暖かい拍手はいつまでも鳴り止まず、歓喜の渦となって暮れゆく西日に溶け込んでいったのだった。







七　愛の真実




「きゃーっ。お似合いですわセントヘレーネ姫っ」

　メイド達の黄色い声が部屋中にこだまする。

「あ、ちょっとぉ。その腰のレースはリボンに変えるって言ったじゃないのぉ」

「何を言っているのですか。レースのままの方が可憐で戴冠式にも結婚式にもお似合いじゃないですか。リボンなんかにしたら――」

「リボンのほうがセントヘレーネ姫にはお似合いですのぉ。レースにしたらババ臭くなってしまうじゃないのぉ」

「リボンのほうが幼稚に見えます。セントヘレーネ姫はもっと大人の女性なんですよ」

　メイドたちの殺気が部屋中に溢れる。

　ハレホーフのメイドとバンブルグのメイドの、本日数度目の喧嘩が起こりそうになる。

　バンブルグ城に用意されたヘレナの衣裳部屋で二人のメイドと、頭を抱えたヘレナは、明日の戴冠式と結婚式の衣装合わせをしていたのだ。

　ヘレナは疲れたように天を仰いだ。

「勘弁してくれ。だったらリボンもレースも外すか、リボンにレースでもつければいいだろう」

「まぁ、さすがセントヘレーネ姫。では早速レースをつけたリボンをお付けしましょう」

「いや。それでしたら質素可憐な女王を演じるためにも、リボンもレースも無いほうが」

「なんでセントヘレーネ姫が質素になさらないといけないのよっ」

「あーもーっ。一々意見を分けるな。それと、私のことはヘレナと呼んでくれと、頼んでいるじゃないか」

「なりませんよ。明日には女王になる方にむかってそのような愛称など」

「そうですわよぉ。セントヘレーネ姫のほうが、ヘレナ姫よりも豪華な感じがしますし」

「貴様ら、こんな時は意見を合わせて……」

　ヘレナは明日のドレスを脱ぐと、下着の上にシャツを羽織っただけの状態でソファーにだらしなく座った。

「もう、ドレスはお前たちに任す。好きに直してくれ」

「まぁ、セントヘレーネ姫に信用していただき光栄ですわ」

「姫様はお疲れになっただけですよ。ハレホーフのメイドは能天気で困ります」

　それでもキャアキャアと騒ぎながらドレスを仕立てるメイド達を見ていると、ヘレナは両国の交流も上手く行くかもしれないと、小さな希望を感じていた。

「ああ、でも大切なことを忘れていましたわ。姫様に似合うかどうかも大切ですけれども、クラウス殿下がお気に召してくれるかも大切じゃないこと？」

「そうですわね。もうこのドレスのまま襲いたくなるほど、クラウス殿下の好みに仕立てないと……」

「おい。お前たちは何を言っているのだ」

　ヘレナはさすがに聞き捨てならないと、口を挟んだ。

「あら姫様。これは大切なことですわよ。新婚の夫をいかにして誘うか。跡継ぎ問題にも関わる重要な点なのですから」

「でも、まぁ、クラウス殿下はセントヘレーネ姫にゾッコンラブでございますから、大丈夫だとは思いますがね」

「おいおいおいおいおいおい。どこで聞いたその言葉」

「ほほほ、見ればわかりますことですわ。殿下ったら手練手管で姫様の気を引こうとなさっているじゃないですか」

「殿下の性癖も中々に偏っていそうですしね。あのように神経を使うお仕事をなさっていると」

「お前たちは……君主をもって、遊んでいるだろうっ」

「あらまぁ、姫様がご立腹ですわ」

　怒ったヘレナの声に、ふざけるメイド達の笑い声がかぶさる。

　そんな最中、ドアのノックの音がヘレナの耳に届いた。

「あら、姫様のお着替え中にどなたかし――あら、あらら、クラウス殿下っ」

　ドアを開けたメイドが、慌てて散らかった布地を片しクラウスのために道を作る。

「申し訳ありません。少々へレナに用事が出来てしまいまして」

「私に用事？」

「ええ、手紙です」

　クラウスはヘレナの隣に座ると、持っていた手紙を手渡した。

「では、ドレスはわたくし共が責任を持って御仕立ていたしますので、失礼致しますわ」

「ごゆっくりなさってください……あ、でも、明日は大切な式典がございますので、程ほどになさいますように……」

「あら、バンブルグのメイドも言いますわね」

「見くびらないでいただきたいですね」

　ニコニコとした笑顔のメイド達が去っていく。

「……なんだかんだいっても、ハレホーフの人間もバンブルグの人間も、交流を深められそうですね」

「ああ、やはりハレホーフからも家臣たちを連れてきて良かった。いずれは両城の住人を一つにまとめることになるのだしな」

「ふふふ、もう女王の思考になっていますね」

「買いかぶりすぎだ……」

　ヘレナは照れを隠すように、もらった手紙を大仰に開いて読んだ。

　手紙はガルフからのものだった。

　元ハレホーフ王とボルジア后を孤児院へと引き渡したこと、マジュリカ姫を教会へと引き渡したことなどが淡々と書かれていた。

　最後に彼らしく明るい調子で明日の戴冠式と結婚式には出席する旨が書かれており、さりげない気遣いが感じられる。

「……いつもあいつには損な役回りばかりをさせてしまうな……」

「マリアーヌ王妃に助けられた父王を国外へ逃がしてくれたのも、当時騎士見習いだったガルフ騎士団長だったそうですからね。彼もああ見えて、騎士としての責任感は人一倍あったのでしょう」

「だろうな。今思えば、いつもアイツにかばわれていた気がするし、ボルジア后から守っていてくれていたのだろう。彼にはいつか必ず報いらないとな」

「ヘレナ……もしかして彼のことを……？」

　心配げな表情で自分を見つめるクラウスに気がつき、慌ててヘレナは首を振った。

「いやいや、それはない。私はあいつのことを良い仲間としか思ったことは……」

　そこまで言うと、ヘレナの脳裏にガルフに口付けされた時の事がフラッシュバックしてきた。

（……もしかして……あいつは私のこと……）

　頬を紅潮させていくヘレナ。

　クラウスはその様子に気がついて、瞳に冷たい光りを浮べた。

「明日には夫になる男の前で、他の男性を思って頬を赤らめるとは困ったものですね」

「ち、違うっ。私にはお前しかいない」

　言って、自分の言葉に耳まで赤くなるヘレナ。

「ずいぶんと嬉しいことを言ってくれますね」

「だ、だってそうだろう。私は負けた国の姫なのだから……」

「………………」

　クラウスは複雑そうな面持ちでヘレナを見つめる。

「私は勝った国の王子なので、貴女を好きにしてよい……と」

「あ……ああ」

「それならば……」

　クラウスは隣に座るヘレナの腕を掴み、ゆっくりと引き寄せる。

　ヘレナは意図せずクラウスに迫るように近づいていく。

　クラウスの青く冷たい瞳が、眼前に瞬く。

「貴女の心も好きに操りたいものですね」

「ん……っ」

　耳元で囁いた唇が乾かぬうちに、クラウスはヘレナの首筋にその口をあてる。

　ゾクリとした刺激を背中に走らせつつ、ヘレナはクラウスの首に両手を回した。

「それなら……私の身も心もお前のものだぞ……」

　甘く、躊躇うような吐息と共に漏らされたヘレナの言葉は、クラウスの衝動に火をつけるには十分だった。

　クラウスは自分の上にもたれるヘレナを抱きしめると、その頭に手を置いた。

「貴女は困った人ですね。自分から男を誘うなんて」

「誘ってなんていないぞっ」

「そんな格好で何を言っているのですか」

「あ……」

　ヘレナは、自分が下着の上にシャツを羽織っただけの格好であったことを思い出した。

「こ、これは、ドレスの仕立てで何度も着替えなければいけなかったから……」

「明日から女王陛下になる方が、そんな格好でソファーにだらしなく座るなんて、誘っているとしか思えませんよ」

「う……こ、今度から注意する」

　うつむくヘレナの肌にクラウスはその指を這わす。

「んっ……な、なんだ……？」

　戸惑うヘレナにクラウスは妖しい笑みを向けた。

「誘った責任は……とっていただけますよね？」

「……なっ!?」

　ヘレナはクラウスから飛びのこうとしたものの、しっかりと抱きしめられていて、それすら敵わない。

　自分の脚にふれるクラウスのモノに熱が帯びているのを感じ、ヘレナ自身にも熱が浸透していくようだった。

「あ……。また、く……口で……すればいい……か？」

　ヘレナは羞恥で口を濁らせながらも言った。

　だが、クラウスは小さく首を振ると、シャツの間からこぼれそうになっている、ヘレナの胸を指差して言った。

「こちらでお願いします」

「……へっ!?」

「せっかくそのような立派なものをお持ちですので」

「立派って言うなっ。だ、大体胸でなんて、どうすればいいのだっ？」

「はさめば良いんですよ」

　にこやかな笑顔で言うクラウスに、ヘレナは反論の余地が無かった。

「……あ、明日は式典だと言うのに……」

「ええ、ですから、それだけで我慢します」

「………………」

　ヘレナは目を伏せると覚悟したようにシャツのボタンを外した。

　豊かな乳房が現れ、揺れる。

「あ……」

　クラウスに軽く撫でられただけでも、小さな快感が広がり声を上げるヘレナ。

「ついでに、私のボタンも外してください」

「く……」

　ヘレナは自分の下に寝ているクラウスのベルトに手をかける。

　甘美な屈辱がヘレナの肌を赤くする。

「ふふ、貴女の悔しそうな顔。すごくそそりますね」

「うぅっ……だ、黙れ……」

　ヘレナはソファーに座ったクラウスのモノに、自分の乳房を這わせる。

　脈打つほど熱い男根は、ヘレナの胸に挟まれさらに大きく熱くなる。

「ん……」

　ヘレナは胸元から伝わる熱と、クラウスから先走った体液の感触とで、自身の下腹部が熱くなるのがわかる。

（欲しい……）

　ヘレナは自分が彼を欲しているのがわかり、狂おしいほどの性欲に襲われていく。

「ふぅ……ん……ん」

　思わず言われてもいないのに、彼女は胸の間から覗くクラウスのモノの先を喰える。

　暖かく、柔らかい乳房に挟まれる感触と亀頭に感じる彼女の舌の感触に、クラウスは眉をしかめて、快感と戦う。

「んっ……ヘレナ……、もしかして……欲しいのですか？」

「う……あ……あぁ……ずっと……我慢していた……」

　クラウスは懸命に自分のものを咥え、胸で擦るヘレナに愛おしさを覚え、身を屈めてその頭を抱いた。

「もう少し我慢してください……明日には……」

「は……あふっ……」

　頭を押さえつけられ苦しそうに喘ぐヘレナは、それでも下腹部から感じる衝動と熱を抑えつつ、クラウスのモノを摩り、舐める。

　ヘレナの乳房は自身の唾液と、クラウスの体液で粘着質な光りを帯びている。

　その滑りが、さらにクラウスに刺激を与えた。

「ん……くっ……」

　クラウスはギリ……と歯をかみ締めると、ヘレナの口元に大きく精を発した。

「ふっあ!?」

　口受け止め切れなかった精液が、ボタボタと胸に落ちる。

　ヘレナは熱くなったままの股間をもじもじと押さえつつ、その精液を手の甲で拭く。

「ヘレナ……我慢できませんか？」

「そ、そんなことは……で、でも……出来たら少しくらいは……」

「はしたないですよ」

「！　お、お前が二度も自分だけっ…………」

　ヘレナは我に返り、そっぽを向いて絨毯の上に座った。

「別に、お前が気持ちよくなれるならそれでいい。私はなんとも思っていない」

　ヘレナはこれがメイド達が言っていた、手練手管かと、臍を噛んで悔しがった。

「ヘレナ、私は貴女が大切です。ですから……もう少し我慢しましょうね」

　ヘレナはクラウスに抱きしめられ、うずく身体をそっと彼に押し付けた。

　このままでは自分がどうなってしまうかわからない。

　あまりにも彼を欲している自分に驚きながらも、ヘレナは大人しく、頷いたのだった。




◆◇◆◇◆




　白く荘厳なバンブルグ城の礼拝堂の中。

　一人の女王と一人の王がその頭に真新しい冠を載せられた。

　純白のドレスに豊かな金の髪を巻きつかせたヘレナは緊張した面持ちで立ち上がる。

　一方濃紺の礼服にワインレッドのマントを翻したクラウスは、隣に立つヘレナを優しく見守っていた。

「これでセントヘレーネ・ウルフガング・フォン・ハレホーフは正式にハレホーフの女王に。そして、クラウス・ベーテン・フォン・バンブルグはバンブルグの王になりました。しかし、あなた方は国民に誓う言葉だけではなく、もう一つ……誓っていただかねばならぬことがあります」

　祭壇に立つ法王が誇らしげな顔をして、新しい女王と王を見つめる。

「あなた方は本日、そう、今から夫婦となります。多くの苦難を乗り越え今ここに立つあなた方には必要のない誓いかもしれませんが……いかなるときも互いに手を取り合い、助け合うことを誓いますか？」

　ヘレナとクラウスはチラリと目を合わせると、口元に笑みを浮かべて口を開いた。

『はい』

　二人の透き通るような声が、礼拝堂に響く。

　満足したように頷いた法王は、二人の手をとり、互いに重ね合わせた。

「ハレホーフとバンブルグ。別ち合っていた二つの国はこれから一つになり、大きく変わります。幾千もの未来がバンブルグ王とハレホーフ女王の手によって全て明るいものになりますよう、祈ります」

　ヘレナとクラウスは重ねた手をギュッと握り合った。

「さ、これで戴冠式も結婚式も終わりました。後は……そうですね、早いところ跡継ぎを作ってくださいね。ああ、母の性を受け継ぐ女の子と父の性を受け継ぐ男の子、二人は必要なので、まぁ、がんばってください」

　急に砕けた調子になって、肩を叩く法王。

「ちょっ！　こ、こんなところでっ」

「ああ、それでしたら大丈夫ですよ。すぐ洗礼でお呼びすることになるかと思いますので」

「ク、クラウスまでっ！」

　顔を真っ赤にするヘレナに、大笑いする法王。

　これで朝から続いた戴冠式と結婚式は終わったのだ。

　ヘレナとクラウスの周りには、ゼバスティアンや親しかったハレホーフの騎士たちがゾクゾクと集まってくる。

　ガルフが先頭を切って話しかける。

「おめでとうヘレナ。って、失礼になっちまうな。おめでとうございます。ハレホーフ女王陛下」

「や、やめてくれ。昔馴染みにそう呼ばれるとむずがゆくなるっ」

　ティアラについた宝石を揺らし、ヘレナが頬を赤くして照れる。

「あはは。でも、ヘレナのその言葉遣いも直さないと、女王陛下というより閣下みたいだもんな。あははは」

「う……そ、それもそうだな……」

「いいんですよ。ヘレナはそのままで」

　王冠を頭に載せたクラウスは、騎士たちに囲まれたヘレナを守るように抱きしめて言った。

「私が舐められるような容姿をしていますからね。ヘレナが威圧を与えてくれる存在になれれば、玉座に座る者としてはちょうど良いんですよ」

「わ、私がいつ、だれに威圧的にした!?」

「いやいや、ヘレナ。お前、普通王様に向かってそんな口の利き方しねえから」

「はっ!!」

「今更気がつくなよ……」

　周囲から沸き起こる暖かい笑いとクラウスの温もりが、ヘレナの頬を緩ませる。

「ったく、こんな女らしいヘレナ、見れるとは思わなかったよ」

「なんですか、ガルフ騎士団長。ヘレナ女王陛下のこと狙っていたんですか？」

「お前黙れ、クラウス陛下に切られる第一号にさせる気か」

　ガルフは冷たい微笑みを浮べて自分を見つめるクラウスに気がつき、慌てて首を振った。

「い、いや。別に彼女のことは同僚つうか、がんばっている騎士仲間としてしか意識したことありませんでしたよ。だってほら、ヘレナ俺より強いし……」

「ガルフ」

「はいすみません女王陛下」

　ヘレナは苦笑を浮べて、硬直したままのガルフに手を差し出した。

「ヘレナ……？」

「騎士だったときは色々と迷惑をかけたな。かばってくれたりもしてありがたかったぞ。これからは女王として、騎士たちの待遇もより良いものにするよう配慮する。これからも、ハレホーフと……バンブルグを守ってくれ」

「……はい。ヘレナ女王陛下」

　ガルフは最敬礼をし、新たな君主と握手をした。

　周囲から沸き起こる拍手に身を引いたガルフは、クラウスに向かってどこか悟ったような笑みを見せた。

「俺ってホント損な役回りですよ」

「ふふ。すみませんね。でも譲る気はありませんから」

「……お幸せに……」

　やれやれといった風に肩をすくませ、立食のテーブルに戻っていくガルフ。

　そのガルフと入れ替えに、、取り巻きと一緒に微笑んでいたゼバスティアンが、スッとヘレナたちの前に出た。

「お疲れ様でございます。これで晴れてあなたたちはハレホーフとバンブルグ、統一国家の王と女王となりました。責任は大きいかもしれませんが……あなたたち二人でしたら大丈夫でしょう。ま、わたくしも影ながらお使え致しますしね」

「や、やめてくれ。バンブルグの元王ともあろうものが……」

「そうですよ父上。本来ならまだ私が王になる必要もないところなのですが、父上が引退するからとおっしゃったので……」

「ははは。わたくしは執事兼大臣という、このポジションのほうがしっくりきておりますゆえ。ゼバスティアンと気軽に呼ばれるほうが、バンブルグ王よりはるかによいでございます」

「父上……」

「何かと面倒をかけると思うが……よろしくたのむ……」

　ヘレナとクラウスは改めて、元王であり父であるゼバスティアンに頭を下げた。

　ずしりとヘレナの両肩が重く感じる。

（私は女王になった。でもそれは敗北した国の女王……。クラウスは没収されていたバンブルグの土地だけではなく、ハレホーフも手に入れるため、私と結婚をしたのだ……）

　マジュリカには諦めろと言ったものの、政略結婚とはやはりどこか寂しいものだった。

（それでも……好きな男性を支えることのできる立場にいられるだけ、ありがたいと思わなくては……）

　ヘレナはそっと涙を堪え、微笑んだ。

　だが、クラウスはヘレナが涙を拭う一瞬を逃さなかった。

「ヘレナ……疲れているようですね」

「え？　あ、いや、私はまだ大丈夫だ」

「いえ、朝からずっと式典続きでしたし、それに私も王冠の重さに少々疲れました……。そろそろ戻るとしましょうか」

　クラウスは有無を言わさずヘレナを抱きかかえる。

「へ？　あ、ちょっと!!　帰るなら私は自分で歩いて帰るぞ」

「はは、新妻を歩かせるなんて、そんなことできるわけないじゃないですか」

「ば、バカかお前っ」

「はいはい。それでは皆さん。私共は寝所へと失礼させていただきますが、今宵の宴はゆっくりと、楽しんでいってくだい」

　クラウスはヘレナを横抱きしたまま一同に頭を下げ、礼拝堂を後にする。

「おいおい。まだ夜になったばっかりだぜ」

「新婚さんはやっぱ熱いねぇ」

「はは、伝説の戦乙女が真っ赤になってるよ」

　周囲からは冷やかすような声が上がったものの、ヘレナの胸のつかえはますます大きくなる一方だった。

「おい……本当に自分で歩ける」

「もうすぐ寝室ですから、気になさらないでください」

　やんわりと言われて黙るヘレナ。クラウスも無言で寝室へと向かう。

　人気のない廊下を通り、二人の寝室としてあてがわれた一室の前に立つ。

「………………」

　開いた扉の先には、大きく暖かなベッドと落ち着いた調子の家具が置かれた、静かな空間が広がっていた。

「おや、暖炉に火をたいておいてくれていたようですね」

　たくさんのメイドに囲まれ、何から何までやられていたハレホーフと違い、バンブルグの使用人達のこういったさりげない気遣いがありがたい。

「バンブルグ城のメイド達は出すぎず、それでいて気遣いにすぐれていて助かるな」

「ふふふ。ハレホーフ城の使用人の教育も考えないといけませんね」

　クラウスは言いながら、そっとヘレナをベッドへ下ろした。

「はい。とりあえず、この重たい髪飾りはとってしまいましょう」

　クラウスはベッドに座らせたヘレナの頭から、宝石をちりばめたティアラを取り上げる。

　そして自身もクラウンやマントを脱ぎ去り、シャツとズボンといった軽装になると、大きなため息をついた。

「ふぅ……明日から公務の際には、マントや冠は省略することにしましょう」

「いいのか？」

「私は王様ですから」

「ならば、私も、ドレスの着用の際にコルセットで締め付けるという決まりを、省略するように提言してみるか」

　ヘレナはぎゅうぎゅうに身体を締め付けているドレスとその下のコルセットを緩ませようと、後ろに手をまわして苦戦しながら言った。

　その様に苦笑したクラウスはヘレナの後ろに座り、きつく結ばれた紐を解いていく。

　緩むドレスに、ほっと息をつくヘレナ。

「ヘレナ……ドレスがきつくて、涙を堪えていたのですか？」

「えっ……あ……あー…………気がついていたのか……」

「当たり前です。貴女の様子はすぐわかりますよ」

「……すまない。気を使わせてしまった」

「そう思うのでしたら……」

「――――!?」

　コルセットの紐を緩めてくれていたと思っていたクラウスに後ろから抱きすくめられ、ヘレナは身をすくませた。

　艶のある彼の声が耳元をくすぐる。

「涙の理由を教えていただけませんか？」

「それは……大した理由では……」

　ヘレナのためらいにクラウスは珍しく苛立ちを示し、彼女のことをますます強く抱きしめた。

「なっ!?」

「言うまで離しませんよ」

「こ、子供ではないのだからそのような真似は……」

「貴女も子供ではないのですら、沈黙を続けないでください。言わないようでしたら、もっと恥ずかしいことをしますよ。例えば――」

「わかった、言うから、胸に手を伸ばすのはやめてくれ」

　ヘレナは胸元に伸びてきたクラウスの手を慌てて払った。

「では、教えてください」

「………………」

　ヘレナは困ったようにため息をつくと、観念したように口を開いた。

「私がワガママなだけなのだ」

「？」

「寂しいのだ……」

「寂しい……ですか？　私ではご満足いただけませんか……」

「違う！　違うんだ……」

　ヘレナは苦しげにため息をついたクラウスに気がつき、慌てて訂正した。

「その……たとえ政治のためだったとはいえ、私はお前の妻として生きることが許された。それだけで満足しなければいけないのに……お前がハレホーフの土地をも手中に入れるために私と結婚したとしても、乞食騎士として生きていた頃より遙かに恵まれているはずなのに……私はお前の心を欲しているんだ」

「ヘレナ……」

「クラウス……この先、お前が私の父王のように、第二、第三と妻を迎えるかもしれないと思っただけで、辛くて……苦しく……寂しくなるのだ」

　ヘレナの頬に涙が流れる。

　それは清らかで強くて、ティアラの宝石よりも輝く涙だった。

　クラウスはその涙を指で拭うと、ヘレナの頭をそっと胸に抱いた。

「ヘレナ……貴女は私が復讐と国を手に入れるために、貴女に手をかけ、結婚したと思っているのですか？」

「……違うのか？」

「違いますよ」

　誰よりも強くて、気高いヘレナ。だが、とても脆くて弱い妻に、クラウスは狂わしいほどの愛おしさを覚え、彼女の頬に手をあてた。

「貴女は戦乙女と評判でしたが、少々愚か者ですね。私が国と結婚できるほど器用な人間だと思われていたとは……」

「なっ!?」

「私がハレホーフの土地に興味があったと思いますか？　私が本当に興味があったのは、何度も親善試合で私に剣先を突きつけてきたヘレナ、貴女です」

「そ、そうなのか？　でも……マジュリカ姫に求婚したではないか。もし彼女が承諾していたら、どうするつもりだったのだ？」

「マジュリカ姫が拒絶してくることはわかっていましたけど、もし承諾されたときには、すぐに父上の正体を明かし、『第一王女』と結婚したいと書いてあるだろう……と申し出ようと思っていたんですよ」

　それに……と、王子はつなげた。

「始めから貴女をお呼びすれば、怪しまれますし、貴女も来ないでしょうからね」

「我が夫ながら、すごい策士だな……」

「ふふ。もっとも、貴女をバンブルグに来させて警戒させる……というのも策略の内だったので、内心は貴女に被害が行かないかハラハラしていましたよ」

　クラウスはゆっくりと立ち上がり、ヘレナの顔を両手でそっと挟んだ。

「初めから私は、ヘレナ、貴女にしか興味がありませんでした」

「それで、裏庭であんなことをしたのだな」

「ふふふ。少々我慢が抑えられなくなったもので」

「クラウス――っ」

　クラウスの唇がヘレナの唇に重なる。

　ヘレナの大好きな感触。胸が高鳴り、安堵が広がる瞬間。

　ヘレナは唇から伝わる、クラウスの熱をしっかりと感じていた。

　静かな一瞬が流れたが、やがてクラウスはゆっくりとその唇を離す。

　クラウスは熱に浮かされたようなヘレナの濃いブルーの瞳を覗き込むと、優しく微笑んで彼女の髪に手を置いた。

「戦場での命のやりとりには慣れているようですが、こうした場での、心のやり取りには慣れていないようですね」

　クラウスは言いながら、段々と俯いていくヘレナの結い上げた髪に唇を寄せた。

「私は貴女が好きです。気品溢れる眼差し、気丈な振る舞い、細くしなやかな身体。それに……照れると丸くなる猫のような、その蒼い瞳が愛おしいのです」

「クラウス……恥ずかしすぎるからもう……」

「それに、ハレホーフでは第二、第三の皇室を迎えることが許されているのかもしれませんが、ここバンブルグでは伴侶は生涯一人。私は貴女以外の人と共に生きるつもりはありませんよ」

「クラウス……」

「何度も言いましたよ。愛していると。貴女だけをね」

「そ……そんなには何度も言われていない……」

「そうですか？　では、改めて――」

「い、いやいいっ。だ、大丈夫だ。お、お、お前の気持ちはよくわかったっ」

　顔を真っ赤にしてクラウスの胸から逃れようとするヘレナに、クラウスは少しだけ意地の悪い笑みを浮かべる。

「そうですか、私の気持ちをわかっていただけたなら、話は早いですね」

「え？」

「ずっと我慢をしてきたのですが。今日からは……私は我慢はしませんよ」

「が……がまんって……」

「少し痛いかもしれませんが、許してくださいね」

　強く手を握り微笑むクラウスに、ヘレナはゾクリとした感覚を覚えた。

「あ……あっ……!?」

　クラウスはヘレナをベッドに押し付けるように倒すと、彼女の細い首に口付けをした。

　ヘレナの薄い皮膚は軽く吸われただけで、すぐ赤く痕がついていってしまう。

　それを承知で、クラウスは何度も何箇所もヘレナの首筋に赤い痕をつけていく。

「ばっ……これからは私はドレスを着ることになるんだぞっ」

「ええ……嬉しい限りですね」

「……あ……。そんなにしたら……見られて……しまうだろうっ……あうぅ……」

「構いませんよ。ちょっとした魔よけになるでしょうし」

「魔よけっ!?」

「貴女は……騎士達に人気がありますからね」

「な……あっ……や……」

　剥ぐようにドレスを脱がされたヘレナの両手に、クラウスのハンカチが絡む。

「なぜ両手を縛る……!?　わ、私は逃げないぞっ」

「ええ、でも暴れられると困りますので……」

「あ、暴れるわけないだろう。私はお前に――」

　入れて欲しくて仕方が無かった……。

　その言葉を飲み込んで、ヘレナはそっぽを向いた。

　照れを隠しているヘレナに、クラウスは激しい欲情を感じる。

「まぁ、あと、前も言いましたが私の趣味です」

「お、お前っ……っ!?」

　涼しい顔で微笑んだクラウスは、両手を縛られたヘレナの豊かな胸に口を近づけた。

「ふぅっ……んっ！」

　彼女は固くなった先端を咥えられた瞬間、身体をのけぞらせて震えた。

　クラウスの舌先がヘレナの乳頭を転がし、執拗に舐める。それだけでヘレナの呼吸は荒くなり、甘い声が漏れる。

「相変わらず感じやすくて良いことです」

　クラウスはヘレナの両手を縛ったまま、酷く乱れていたドレスを脱がしていく。

　彼にしては乱暴にも思えるほど、焦ったように彼女のドレスをはいでいく。

「あ……やっ……」

　ガーターとストッキングだけの姿になったヘレナは、恥ずかしげに下腹部に手を伸ばし、隠そうとする。

「はいはい。隠すようでしたら、両手をベッドの柱にしばっちゃいますよ」

「や、やだっ！」

　ヘレナは顔を真っ赤にして縛られた両手を頭上に上げた。

　クラウスはヘレナの上にかぶさると、彼女の唇にキスを重ねたまま、手をうなじから首、首から胸、胸から腹へと這わせていく。

「ふぅっ……あっ……う……」

　彼との混ざり合った唾液を口の端からたらし、ヘレナは身体を震わせる。

　やがて下腹部へとたどりついたクラウスの手は、しっかりと閉じているヘレナの脚の間へと差し込まれていく。

「ひっ……あ……あっ！」

　無理やり差し込まれたクラウスの細い指は、すでにじっとりと濡れているヘレナの下腹部を撫でる。

　脚を閉じていても敏感な陰核は、クラウスの指に擦られ、その度に湿り気を増やしていく。

「んっ……あっうぅ、や……あぁ……」

　相変わらず脚を閉じたまま、下腹部から響く快感から逃れようとするヘレナに、クラウスは口元をゆがめて笑みを浮かべる。

「ヘレナ……脚を開いてください」

「ふ……んっぁ……む……無理……」

「では、脚も縛りますよ？」

「ううっ……くっ……」

　ヘレナは脚を震わせて開いていく。

　と、同時にクラウスの指が既に赤く充血している陰核を指で擦る。

「はあっうぅっ!?」

「我慢してくださいね。脚、閉じてはいけませんよ」

「そ……そんなっ……あっう……んっ」

　だが、ヘレナは彼に要求されるイジワルが嫌いではなかった。

　それどころか、彼に縛られたり命じられたりするほどに、より一層の興奮を覚えていたのだ。

　クラウスの言葉に従い、ヘレナは手を縛られたまま、脚を震わせて襲いくる快感を耐えていた。

　クラウスは彼女の固くなった陰核に舌を這わせ、その濡れた割れ目にゆっくりと指を差し入れる。

「はっ……う……んんっ！」

　今まで味わったことのない感覚に、ヘレナは息が止まりそうなほどの快感で身をよじる。

　クラウスは一本だった指を二本にし、狭いヘレナの中をほぐすようにこねていく。

　クチュクチュという湿った音と共に、ヘレナは差し迫るような快感に大きく身を震わせた。

「あ……っ……はっ……だ、だめっ。い、息がっ……いっちゃ……はあっあぁん!!」

　ガクガクと脚を震わせて絶頂を迎えるヘレナ。

　彼女の脚の間からはシーツを濡らすほどの愛液が滴り落ちている。

　クラウスはぐったりとしたヘレナを抱き起こし、その髪を撫でる。

「ふ……ぅあ……」

「これで少しはほぐれましたかね……」

「え……？」

　胸の中からクラウスを見上げる彼女に微笑みかけた彼は、座った状態でヘレナを抱いた。

　自然と縛られた両手をクラウスの後頭部にわまし、しがみつくような体勢になるヘレナ。

「へ……あ……あぁっ!?」

　彼と向かい合わせに抱かれていたヘレナは、自分の濡れて緩んだ秘部にクラウスの固く大きくなったモノが徐々に入っていくのを感じる。
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　腰を下ろせば彼のモノが自分の中に入り込んでしまう。

　しかし、両手を縛られたヘレナは、クラウスの腕が自分をゆっくりと下げていくのに、身を任せるしかない。

　恐怖と快感でパニックになるヘレナ。

「あ……やあぁ……クラウス……っ」

　ヘレナの恐怖を取り払うように彼女の舌をからめ、熱を確認し合う。

「大丈夫ですよ……力を抜いて……」

　自身も荒い息を吐きながら、ヘレナを静めていくクラウス。

「う……いっ……」

　下腹部から感じる圧迫感と痛みに、ヘレナは思わずクラウスの肩に歯を立てた。

「んっ……」

　クラウスは痛みのお裾分けに眉をしかめたものの、そのまま、自分のモノを根元までヘレナの中に差し入れていく。

「……あ……はっ……はっ……」

　肩で息をするヘレナを落ち着かせるように、クラウスは彼女の背中を優しく撫でる。

「もう、全部入りましたよ」

「ん……クラウスは……本当に優しい……な……」

「え……？」

　ヘレナは涙を浮かべてクラウスを見た。

「乱暴に犯すこともできるのに……。こんなときまで、私を気遣ってくれる……。クラウスはイジワルなことを言うけど……本当に優しいな」

「――っ！」

　一瞬頬を赤らめたクラウスだったが、顔を見られないようにヘレナをベッドに押し倒すと、再び冷めた声で囁いた。

「でも、私も限界です……」

「へ……？　あっ……あっ」

「優しくはできませんよ……」

「!?　あっ。ふっう……んんーっ！」

　クラウスは今までの我慢してきたものを爆発させたように、ヘレナを求めた。

　淡い、ピンクの愛液を流す孔に何度も自分のものを出し入れし、その肉壁を擦る。

　ヘレナは自分の小さな孔に、クラウスのものが出入りするたびに、大きな喘ぎ声を上げる。

　しかし、クラウスの腰の動きは激しさを増し、ヘレナはいつしか痛みよりも快感が勝るようになってきた。

「あ……んっ……はげし……いっ……」

「ん……貴女が求めるから……です……よ」

　クラウスは汗を浮べ、激しくヘレナに腰を打ち付ける。

　その度に下腹部に痺れるような快感を感じていたヘレナは、やがて身体を大きく震わせ彼のモノをきつく締め付けた。

「だ、だめえっ……！　い……イっちゃう!!」

「んっ……！」

　彼女の締め付けに耐え切れなくなったクラウスは、ヘレナをきつく抱きしめ、痙攣を繰り返す秘孔の中に精を放った。

「あっう……あ……熱いっ……!!」

　陰部に弾けるような熱を感じたヘレナは、クラウスの精を受け止めながら果てていく。

「あ……はぁ……はぁはぁ……」

「う……っ」

　互いに肌を合わせながら荒い呼吸を繰り返す二人。

　ヘレナはクラウスの心臓が激しく脈打っているのを感じ、底知れぬ愛情を感じていた。

「ヘレナ……もう……痛くはありません……よね？」

　顔を自分の髪にうずめたまま聞くクラウスに、ヘレナは恥ずかしそうに頷いた。

「あ……ああ……もう大丈夫だ……。むしろ……その、なんというか……すごく気持ちがよ……い……」

　ヘレナがその言葉を言った瞬間、クラウスはガバッとヘレナをうつ伏せにし、その身体を押さえつけた。

「なっ!?　ク、クラウスっ。何を……」

「足りないんです」

「……え……」

「すみません……。ずっと我慢していた反動で……押さえが利かなくなりました」

「はっ!?　えっ、や、ま、待てっ。今やったばかりで敏感に――あっ！　んんっ!!」

　ヘレナの制止も聞かず、クラウスはうつ伏せに寝ているヘレナの脚の間に腰を落とした。

　クラウスの熱い男根が、再び秘孔をこじ開けるように侵入してくる。

「もう……ほぐれきっていますね」

　まとわりつくような感触に、クラウスの芯が震える。

　ヘレナの中はクラウスを欲し、喜んで迎えているようだった。

「や……あっあっんんーっ」

　ヘレナは敏感になっているソコを何度も擦られ、甘い叫び声を上げた。

「何度犯しても、犯し足りない……。もっと……もっと貴女が欲しい……」

　息を切らしながら、クラウスは自分のモノでヘレナを犯す。

　深く、浅く、彼女の全てを犯しつくそうとするかのように、彼はヘレナを突いては動かす。

　半ば狂気にも似た彼の感情に、ヘレナの心は大きくかき乱される。

　既に先刻の精でヌルヌルになっている秘孔に痛みはなく、ヘレナは息が止まるほどの快感で喜悦の声を上げ、身体を震わせていた。

「ふっあああっ……っ！」

　子宮の入り口をクラウスのモノが何度も擦る。

　その度に音を立てて、ヘレナの愛液が溢れ出て行く。

　ヘレナはその音と彼の荒い息使いに、もう何も考えられなくなるほどの悦楽を得ていた。

「あっ……そ、そこ……やあぁ……」

「ここ……弱いみたいですね……」

　クラウスの男根が幾度となくヘレナの敏感な部分を擦り、ヘレナは一番の大きな波が襲ってくるのを感じた。

「だ、だめぇぇっ。あっあーっ」

　ヘレナの意識は快感に押しつぶされるように薄れていく。

　強く、一番奥底までクラウスの男根が秘孔をえぐった時、ヘレナは彼の全てを受け止め、気だるい闇へと引き込まれていったのだった。

　ただ、意識が途絶えそうになるその時、ヘレナはクラウスの熱い吐息と温もり、そして狂おしいほどの愛情を感じていたのは確かであった。








謀の終わり




　新たな夫婦になることを誓い、互いを求め合った翌朝。

　ヘレナとクラウスは礼服に身を包むと、互いにキスをし合い、執務室へ入っていった。

　新しく国を作り上げていく王達に甘い時間を与えてくれるほど、国政は甘くなかったのだ。

「書類って束になると本当に山になるんですね」

「……いいから、早くこっちの書類の束にサインをしていってくれ……」

　執務室に積み上げられた書類の山の中で、ヘレナとクラウスはひたすら公務を続けていた。

「私は剣を持つのは得意だが、ペンを持つのは苦手なのだ……」

「大丈夫です。私に似せたサインをひたすら書いていけばいいだけですから」

「……王の仕事というのも、手ぬるいものだな」

「必要な部分だけを締める。それが元帥として学んだ生きる術ですよ」

　サラリと言うクラウスにヘレナはクスリと笑いを向け、再びペンを走らせていく。

「大丈夫でございますよ、ヘレナ様。大抵の書類は私が目を通しておりますので」

　ヘレナたちと机を並べていたゼバスティアンが、ものすごいスピードで書類に目を通しながらヘレナたちに声をかける。

「すまないな、こんなことまでさせてしまって」

「なんの、腐っても元国王でございますよ。これくらいのことはしていないと、ボケてしまいますよ。ほほほほ」

「はは……」

「それに、わたくしは幸せでございます」

「それは、国が元以上に戻ったからか？」

「いえ……息子が幸せになったことが……でございます」

「ブッ!!」

　突然話を振られたクラウスは、飲んでいたコーヒーを噴出した。

　しかし、ゼバスティアンは書類から目を上げることなく話し続けている。

「幼き頃から、この国のためにと元帥であり悲劇の王子であることを強いられてきた息子が唯一恋をした、貴女様と結ばれる。こんな幸せなことがありましょうか」

「そ、そうだったのか……？」

「父上、やめてください」

「そうでございますよ。あれはいつだったか、まだ貴女様が騎士になりたてだったころ、マジュリカ姫の外遊の付き添いに行ったことがあるかと思います」

「あ……ああ、そういえば、まだ鎧が新品だったころは、護衛として連れて行ってもらっていたからな」

「父上、それ以上は…………」

「その時、マジュリカ姫の後ろで気高く誇らしげに控えている貴女様を見て、一目で恋に落ちたのが、この……照れ屋の息子でございます」

「ち、父上っ!!」

　クラウスは珍しく動揺し、勢い良く立ち上がった。

「……やっぱり、私の初陣で出会ったのは、クラウスだったか。いやはや、あの時からクラウスには助けられ通しだな」

「ほほほ。この息子、元帥にしてはありえないほどに腹が白いんでしょうな。好きならばさっさと押し倒してしまえと、わたくしやバンブルグの騎士団長にヤジを飛ばされながらも、貴女様を傷つけたくないと、結婚の契りを結ぶまでモノにしなかったのでございます」

「そ、そうなのか!?」

「父上っ。そこまで、そこまでで口をつぐんでくださいっ」

「そうでございますよ。そんな息子でございますから、本来ならば他国に真実を訴え、兵を揺さぶり、攻め込めば事が済むところを、ヘレナ様をお助けすべく、あのような回りくどい謀を企んで――」

「そ、そのお陰で、一人の死者も出さずに済んだのではないですかっ。いいじゃないですか!!」

「そう。親バカといわれるかもしれませんが、私の息子は一人の女性と、大勢の兵を救ったのでございます」

「……だな。やっぱりクラウスはすごい奴だ」

「うっ………もうやめて下さい……」

　真っ赤になった顔を両手で隠し、辛そうに座るクラウスの様子を見てヘレナはあることに気がついた。

「……クラウス。お前……実は人に感謝されたり褒められたりするの……苦手か？」

「……何を言っているのですか？　ほら、まだ仕事が詰まって――」

「クラウス。ありがとうな」

「………………」

「お前はすごい奴だ。私を助け国を助け、父王の敵まで討って。そんな奴が私の夫だと思うと本当に誇らしい」

「！」

「私は心の底からお前を愛している」

「!!」

「お前が多少Ｓだろうが、私は構わない。お前と一緒にいられるだけで――」

「ヘレナっ」

「んんっ!?」

　クラウスは突然立ち上がると、ヘレナの口を塞ぐようにキスをした。

　書類が数枚宙に舞い、抱きしめられたヘレナの周りに散っていく。

「なっ……バカっ……仕事中だぞっ！」

「多少の休憩も必要ですよ」

「というか、お父上の前でこんなことをっ!!」

「父上？　どこにいるんですか？」

「へ？」

　ヘレナが先ほどまでゼバスティアンが座っていた机を見ると、既にそこには彼の姿はなく。楽しそうに書類に目を通しながらドアから出て行くゼバスティアンの後ろ姿が、残像のように消えていったのだった。

「この国の王族はこんなにも緩くていいのか!?」

「必要な部分だけを締める。それが元帥として学んだ生きる術ですよ」

「嘘付け！　――んんっ」

　ヘレナは再び唇をふさがれ、ペンを持っていた手をつかまれ、やがて諦めたように柔らかなソファーへと身を沈めていった。

「ヘレナ……」

「なんだ？」

　豊かな金髪に顔をうずめたクラウスは、ヘレナの耳元で甘く、妖しい声で囁いた。

「今夜は目隠しで……なんていかがですか？」

「ばっ……お前……っ」

　ヘレナは小悪魔のような目で見つめる、、王であり夫である男の顔を眺め、ふっと口元を緩め小さく頷いた。

「悪くはないな……」

　

「やれやれ、仲の良いことはいいことではございますが……」

「大臣様。今度俺にも可愛い女の子紹介してくださいよ。俺、マジで切ないですよ」

「そうでございますね。いつも損な役回りばかりさせておりましたからね」

「よっしゃ！　マジで頼みますよ！」

「図書館の司書の娘が――」

「ひゃあほぃっ」

　執務室の外ではゼバスティアンと王直属のガルフ騎士団長が優しい微笑を讃え、静かな廊下を連れ立って歩いていった。

　廊下に入る日差しは暖かく、世界は平和そのものであった。













































































































　軍事国家であったハレホーフと、高い教育水準を誇っていたバンブルグは統合された。

　しかし、どちらの国の民も、貴族も騎士たちも、互いを受け入れ平和に暮らすという、稀に見る良い統合政治を王政は続けていた。

　それは規律正しく真面目な女王と、すぐれた統率力と知識をもった王のお陰であると、何世紀にもわたり語り継がれていた。

　そしてその話しには、いつも柔和な微笑みを浮かべた王の側には、凛とした微笑みを讃えた気高き女王が立っていたということも、付け加えられていたのだった。
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